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書翰の部

阿部浩

大正一〇年三月一七日 木内重四郎慰籍祝賀会発起人名儀依頼 二四〇ー9を見よ（以下同じ）

一、阿部守太郎

1 明治三五年一月五日 帝国議会開会式一二月一〇日挙行

相原安次郎

明治三六年二月一一日 武田知事辞表提出 二四九ー9

愛久保直哉

大正六年三月一六日 狛虎雄養子縁組挨拶豊川良平 二二四ー7

二、赤羽四郎

1 明治二九年一二月 四日 時計ヲ送ル 山県有朋 秋月左都夫

2 明治三四年一二月二八日 都筑随行渡欧消息

秋元春朝

大正七年一二一月九日 取調物ハ面会回答 二一九ー11

秋山好古

大正七年一二月 一日 叙勲祝詞ノ謝辞 二〇九-18

三、秋月左都夫

1 明治三〇年一月一六日 電報ノ件ハ栗野慎一郎ヨリ山県有朋二話ス ペン書

2 明治三四年一二月三一日 都筑随行渡欧来仏連絡

3 明治三五年一月 五日 都筑随行渡欧 仏側事情通知

4 明治四〇年一〇月一一日 陛下謁見一電信一

安藤謙介

大正四年一月一〇日 平信 二〇三12

大正八年三月一八日 病気見舞芳川顕正復職 西園寺公望巴里遊行 二一五112

大正九年一月二一日 芳川顕正死去 京都市会状況 都市計画 社会政策問題 二四一ー9

大正九年一月三〇日 贈品謝辞 田近竹邨画料 竹内棲鳳 山元春挙 二四一ー10

大正九年二月二三日 揮毫斡旋ニツキ了解ヲ求ム 京都画家画債ノコト 二四一ー11

四、青木周蔵

明治二〇年 月一七日 欧文機密書類複写依頼 二五五ー11

1 明治二九年五月三日 一山県宛一露行途次立寄一泊予定ノ由 都合ニテ其地へ行ケズ残念 独皇へ拝謁交際上好手段ナランカ



五、青木梅三郎

1 大正五年二月一二日 杉孫七郎病状見舞ノ礼状河村金五郎ノ近況 ペン書

大正九年一月九日 孫七郎病気見舞謝辞 独乙書輸入未ダシ 二一九ー10

2 大正一〇年八月一六日 東京市疑獄ニ関係ナシ 青木信光ナラン ペン書

3 大正一〇年九月七日 独乙書注文 ペン書

青山胤通

明治三九年四月二日 身上調査報告 二二五16

大正六年三月一一日 密柑御礼 二二五ー8

大正六年一一月七日 病状報告 二二五ー7

六、荒川巳次

1 大正五年二月六日 （陸奥広吉宛）鎌倉郵便局長不届ノ詫松方正義見舞

大正一〇年 二月一三日 病気見舞 渡欧祝詞謝辞 二四一ー5

荒川義太郎

大正七年二月一三日 吉和田執事ノ紹介 議会ノ模様 二一六ー3

大正七年七月二四日 窪亭ノコト野村宗十郎へ問合セ 二一六ー4

大正七年一二月一二日 病気見舞 二一六ー5

大正一〇年 七月二七日 妻死去弔詞謝辞 二四〇ー4

大正一一年七月三〇日 物価調節問題高見拝謝 二六九ー13

七、有賀長文

1 明治三四年一一月 八日 売債井上馨近況有楽会

明治三六年八月八日 末松夫人出生年月問題 二四三ー13

2 明治四〇年六月八日 （前文欠損）旅先へ平信

大正一〇年一月一〇日 三井合名会社用件 二四四ー1

大正一〇年二月一二日 愚息縁女候補相談 二四三ー14

大正一〇年三月五日 三井合名会社用 団ト相談後参上セン 二四四ー3

3 大正一〇年六月七日 鎌倉邸担保ニテ拾万両融通

4 大正一〇年六月一〇日 団琢磨ヨリ鎌倉邸担保ニテ金拾万円融通

5 大正一〇年六月二一日 有賀長雄死去弔辞ノ礼状

6 大正一〇年六月二一二日 三井銀行ヨリ融資ニツキ矢野亮一ヲ遣ス

7 大正一〇年七月一八日 今村銀行入金証ヲ送ル

8 大正一〇年二月一九日 病気見舞 銓衡相談 息子来春結婚

9 大正一一年一月一七日 三井高保死去

大正一一年二月一五日 愚息縁女候補ノ相談 二四四ー2

有賀長雄

明治三七年九月六日 日露役従軍旅順出張 帰国後ノ身分依頼 二一二ー9

八、有松英義



1 明治二九年 四月八日 板垣退助ノ入閣 政海ノ事情

大正四年三月九日 大礼使官制報告書脱稿委員修正 伊東・末松ヨリ不公平ノ指摘伊東修正案ヲ起草中 委員会開会ノ手

筈 二三七ー1

2 大正五年六月六日 枢密院用件 病気見舞

3 大正五年六月二七日 病気見舞

4 大正五年一〇月一二日 病気見舞転任挨拶

大正八年三月 七日 小野田二未ダ面会セズ 江木千之・翼消息 二二二ー4

年七月二二日 工場委員会結了 二一三ー3

5 年七月二六日 内務省・司法省事務所管

九、有森新吉

1 明治二三年一二月三日 （山県有朋宛）欧洲政界ノ近況 教育制度ヲ比較シ将来ヲ論ズ ペン書

2 明治二四年二月一三日 （河合納言〔都筑〕宛）匿名河合納言 国会議員勾引ニツキ憲法ト刑法ヲ論ズ

有栖川宮家

大正 年三月二五日 病気見舞品下賜 二一九ー1

年一二月四日 柿献上謝辞及贈品 二六九ー3

年一二月二一日 小鴨贈呈 二六九ー2

有吉忠一

大正一〇年八月一一日 争議ニ関シ慰問賞詞二与リ恐縮 労働者ノ思想悪化友愛会ノ影響 断乎タル処理ニ出デ成功内相

ノ招電ニヨリ上京予定 二四一ー12

浅越金次郎

大正一一年一月二二日 寒暖計・湿度計ノコト 二六八ー3

渥美契縁

明治三六年一月二六日 （井上馨宛）本願寺負債整理 二二一ー9

明治三六年二月一五日 東本願寺財政整理問題井上老伯西下斡旋依頼 二五〇ーi4

明治三六年六月五日 井上共々本願寺整理尽力謝辞 二一九ー7

馬場懸治

大正七年四月一五日 法学博士授与祝ノ謝辞 二一五15

団琢磨

大正九年二月一一日 保険株分配ノ件 二二三ー14

大正一〇年 四月一九日 病気見舞謝辞 二四三ー10

大正一〇年六月一二日 病気見舞 娘病気見舞謝辞 二四三ー11

大正一一年一月一九日 一団芳子書翰一娘病気オ尋ネ御礼 二六八ー6

大正一一年一〇月二一日 好意謝辞娘病状 二四三ー12

一〇、出淵勝次

1 明治四〇年七月二一日 着任挨拶（絵ハガキ）

一一、江木千之

明治三九年一一月二日 病気見舞謝辞 二一一ー7



明治四〇年二月四日 無事着京報告 二一一ー8

明治四〇年三月二〇日 病気見舞 二一一ー9

大正七年一一月二〇日 病気見舞謝辞 欧州講和 米騒動 二一一ー10

大正七年一一月二五日 地方官赴任ノ際世外翁「無我」ノ染筆 近年議員生活ノ坐右トス 講和大使随員ニ井上哲次郎・上田万

年・芳賀矢一ノ諸博士又経済人ノ派遣望マシ 二一二ー1

大正八年一月一四日 病気見舞 近況報告 二一二ー2

大正八年三月一日 詩稿病気見舞 自分病状 二一二ー3

大正八年六月一八日 小野田死去同葬儀ノコト 二一二ー4

大正九年三月二三日 井上後室死去弔詞 二三九ー14

大正一〇年三月 七日 教示万謝 近日壇上ニテ披歴ノ予定 二三九ー15

1 大正一〇年五月二八日 病気見舞 ペン書

大正一一年一月一一日 時候見舞 二六六ー15

大正一一年三月三〇日 下院二八○ヲ擁シ退却拒否ハ騒動ヲ惹起センカ 暴カヲ以テセズンハ政権交代ナシトハ憲法政治

消滅 政党ハ利権ニテ結合セル私党浩歎 二六六ー15

大正一一年八月 日 音信 二六九111

三、江木衷

明治二八年 五月二八日 田辺氏ノ件裁判多分棄却 東京市内墓地争内務省へ請願 場合ニヨリ司法権ヲ煩ラワスカモシレズ オ調

べ願ウ 二六四ー9

明治四〇年七月二〇日 遁世ノ志ヲ戒ム 二一二ー5

1 明治四〇年七月 日 旅順ヨリ音信（絵ハガキ）

明治四〇年八月六日 贈品謝辞 二一二ー6

大正年六月三〇日 政界ノ近情 寺内伯上京 二四七ー16

大正七年一〇月 一日 内閣更迭評 二一二ー7

大正九年 二月 四日 松本重敏博士推挙 二四七―17

2 大正九年 三月一六日 堀江専一郎ノ博士推薦 蒟蒻版

3 大正一〇年一一月二二日 父の贈位 原敬

明治 年一二月二三日 贈品謝辞 妻ノ病状 二一二ー8

大正 年一月二二日 病気見舞 二六九ー12

一三、江木翼

1 大正五年三月一二日 病気見舞

大正年五月二二日 弟死去弔詞謝辞 二六七ー1

後藤新平

明治三〇年 四月二八日 中傷攻撃ハ意二介スルニ足ラズ 内務省ヨリ取消無用 安広ヨリ聞ケ、ハ兄及ビ蜂侯決行覚悟ノ

由安心 兄ヨリ辞退ハ無用 二六二ー3

明造三〇年 月二八日 大谷ト相談 取消サズ超然ノ策 甫輩ノ器々眩スベカラズ 二六二ー4

明治三六年九月一八日 高橋身上 都筑枢府入り所懐 二三六ー6

明治四一年一月一三日 帰朝祝詞 二〇九ー1

大正年一月二九日 ベルギー中立問題垂示礼状 二〇三ー5



一四、浜田恒之助

1 大正一〇年一〇月二六日 病気見舞 富山県ノ旅行ヲ報ズ

2 大正一〇年一一月三〇日 俳句ヲ示ス

大正一一年四月五日 音信平和博俳句ペン書 二六七ー7

3 大正一三年七月一〇日 音問 加藤内閣成立 俳句ヲ示ス ペン書

浜尾新

大正七年一二月 五日 病気見舞孫女見舞謝辞 二〇九ー11

大正一〇年一〇月一五日 東宮帰朝下賜品 二一二五ー11

花房直三郎

大正九年三月八日 松本重敏博士推薦了承 二三九ー1

花房義質

明治三〇年 七月二六日 浅山顕蔵内願ノ筋依頼 斎藤修一郎 小林次官 二六二ー6

明治三二年三月一八日 中禅寺湖畔米屋社地借用シ独乙公使二借家建築約束宮司借地拒否シ困却 阿部ナドへ内談御一考

願ウ 二六二ー5

一五、花岡敏夫

1 大正九年三月二二日 高窪喜八郎ヲ法学博士二推薦ス

原嘉道

大正九年三月二日 松本重敏博士推薦 二四八ー1

原敬

明治二三年九月一九日 加藤帰朝ノ件本人ハ帰朝ヲ希望外務省又ハ農商務省採用ノ運ビニイタシタシ 室田義文 青木大

臣 二六一ー17

明治二八年一〇月七日 オ内話ノ阿部ノ件 同人来談 井上伯ヨリ総理へ談話願エレバ好都合ナラン 自分ヨリモ好機会二

伊侯ニオ願イセソ 二六一ー18

明治二八年一〇月二六日 井原ヨリ内信 京都駄目ナレ.ハ福岡ノ岩村知事ト親友 内約モアレバ同地二参リタシト 御来示

ト相違本人二間合セ中 二六二ー1

明治二九年 一月二四日 姉小路重病帰朝ノ相談高平公使 西園寺大臣 安達三等書記官 二六一ー16

原田二郎

大正 年四月八日 病気見舞贈品 二四四ー9

長谷川泰

明治四一年一月一五日 万国平和会議帰朝祝詞 二二五ー9

一六、橋本豊太郎

大正八年一二月一九日 土地分割申告 二二四ー13

1 大正一〇年七月二六日 病気見舞 伊藤博文賛画幅箱書ノ件 （付）箱書文案 一通

2 大正一〇年八月一三日 音聞 平野天桂朝鮮巡教ノ事情 ペン書

3 大正 年六月一六日 帰任以後ノ近況報告 朝鮮総督ノ巡視

一七、 畑善太郎



1 明治二九年一一月一五日 妻ノ病気見舞謝辞 時計買入 ペン書

波多野敬直

年一二月二一日 申越シノ日時支障ナシ 二〇九ー4

蜂須賀茂留

明治三〇年四月二六日 牧野公使転任長引キ閉口 別紙ハ小林返答供覧 例ノ運動潜行ノ模様 場合ニヨリ断然タル処分ノ

考工 二六三ー9

明治三〇年四月二六日 別紙前便封入洩レ オ届ケ 二六三ー11

明治三〇年八月エ八日 近衛了解常議員会開会 河内任命 嘉納非職早急処理ヲ要ス 二六三ー8

服部一三

明治二一二年一月二九日 一写一在欧中ノオ礼政府改革帰国延期ノ御志望困難 二七二ー10

鳩山和夫

明治年七月一一日 関西旅行勧誘金子堅太郎島田三郎三好退蔵 二六一ー15

一八、 早川鉄治

1 大正一一年一月一日 賀正 音聞

2 大正一一年一月八日 病気見舞病状報告

大正八年一月 日 病気見舞 原内閣ノ成立ト野田卯太郎入閣 米価暴騰 二二九ー3

大正八年一二月二日 土地選定 二二九ー4

大正一一年七月二八日 弔詞謝辞 二七〇ー2

一九、林董

1 明治三四年一二月一二日 （伊藤宛）訓令通リ行動ノコト 修正案伝達セリ（電信）

明治三九年八月九日 第二回万国平和会議帝国代表ニ賢台推薦 西園寺・山県両侯賛成 承諾願ウ 二〇二ー3

林権助

明治三七年四月二九日 朝鮮王城失火 対韓政策意見 二一三ー5

林潤

大正年一二月二八日 来示敬承寺崎ニ相談三越ノ方ハオ任セ乞ウ 二七〇ー13

林田亀太郎

大正七年三月五日 祝詞 二一五ー11

二〇、日置益

1 明治四〇年一一月一五日 叙勲奏請 書籍買入 シーボルト来信 ペン書

2 明治年月日注文書ノ目録ペン書

二一、肥田平次郎

1 明治三四年一〇月一五日 維那、駐在拝命ノ事情 今後ノ依願

二二、平井政酒

大正七年九月九日 症状説明報告 二二七ー1

大正八年一月六日 病気見舞 戦後思想界ノ危倶 二二六ー15

大正八年七月一三日 病気見舞 有賀長文 山県有朋 寺内正毅 芳川顕正 小野田元熈死去 二二六ー16



大正八年九月五日 音聞 贈品謝辞 二二七ー2

大正九年二月四日 致仕挨拶 二二七ー3

1 大正一〇年五旦三一日 真鍋嘉一郎ノ診察 療養注意ヲ述ブ

2 大正一〇年六月八日 病気養化ノ注意ヲ告グ

3 大正一〇年六月一一日 病気ノ為二女中居ツカズ 同情憂慮ス 山辺仙生 真鍋嘉一郎

4 大正一〇年六月三〇日 病情診察ヲ報ズ（断簡）

5 大正一〇年九月一五日 病気見舞 古市公威ノ病状 山県有朋ノ近情

6 大正一〇年一一月一九日 山県有朋ノ病情

7 大正一〇年一一月二五日 山県有朋ノ病情 安広伴一郎・清浦至吾ノ訪問

8 大正一一年一月二日 近況見舞自分ノ病状ヲ報ズ山県有朋ノ病状ヲ報ス

大正一一年一〇月七日 服薬注意 二二六ー14

大正 年一二月二三日 病気見舞和田氏死去ノ撮 二四五ー13

平田東助

明治二九年 五月一九日 板垣内務入閣 自由党三崎・栗原入省 地方官会議開催 山県大将健康如何 欧州・露国ノ状況如何

二三六ー1

明治二九年一〇月一一日 今日ノ形勢非 官吏任用法改正ノ議アリトセバ国家ノ基礎ヲ危ウクスルモノナリ 隈相面会ノ

結果如何 二五九ー15

明治三〇年 五月一八日 御身上ノ件文相ヨリ内話アリ大賛成 大浦ヘノ伝言敬承 中山ノコト御相談ノ上着手ノ予定逓相

ヘハ未ダ申出ズ 二五九ー14

明治三〇年 六月二三日 枢密院書記官欠員河村金五郎採用 松本郁郎 松岡弁 条約実施準伽会別紙議案ヨリ開始助勢願ウ

二五九ー12

明治三〇年 六月二四日 秋田ノ河村金五郎他ニ転任ノウワサ 官報二見エズ真偽如何 二五九ー13

二三、広島外蔵

1 大正一一年 一月一六日 小切手落手ノ報タイプ 一五

弘田長

大正六年二月二三日 子息病状回答 二二六ー6

大正六年八月一一日 看護婦雇用ノ件 二二六ー7

大正六年二月一九日 子息病状報告 二二八ー10

大正六年一一月二一日 青山胤通重病 山川健次郎・浜尾新・佐藤三吉等ノ授爵運動 二二六ー8

大正六年一二月一五日 病気見舞青山胤通授爵尽カヲ謝ス 二二六ー9

大正六年一二月二四日 子息病状報告真鍋嘉一郎・入沢達吉・三浦滝之助診察依頼二対スル意見 二二六ー11

大正七年一月二日 年賀 令息病気回復ノ報 二二六ー12

大正八年七月一五日 病気見舞 二二六ー13

土方久元

明治二九年一一月一二日 二十六世紀事件取調書急ギタシ 二五七ー14

大正五年五月九日 オ申越シ書面関知セズ 二一二五ー6

明治年三月一日 筆記者後藤猛太郎差支工代人撰任願ウ二五七ー13

土方寧



大正七年一月二六日 年賀 病気見舞 二一四ー7

二四、堀信次

1 明治二八年九月三日 佐藤福馬ノコト

細野次郎

明治三六年二月一五日 東京市選挙情勢 中央新聞ノ攻撃 二四八ー11

堀田義次郎

大正一〇年七月二一日 音聞 膳所焼 二四二ー2

二五、穂積陳重

明治三九年一〇月一一日 独乙議会議員招宴ニオ招キ拝謝 文官試験 学士院総会ノタメ欠席 二一〇ー6

明治四〇年一〇月一〇日 穂積重遠結婚祝電祝物ノ謝辞 二一〇ー7

大正三年一月一六日 礼状 二〇一ー8

1 大正 年二月六日 授爵枢密顧問官拝命ノ挨拶

大正七年二月一六日 枢府学制問題 法窓夜話増訂進呈 二一〇ー8

大正八年 五月二七日 博士会開会ノコト 二一〇ー9

大正九年二月二三日 松本重敏博士推薦 二四六ー9

二六、穂積歌子

1 大正五年三月九日 贈品謝辞

穂積八束

明治三六年十二月三〇日 新聞掲載「枢密院会議ノ激論」取消要求ニツキ意見刷合セアリ 極秘会議ノ深重ヲ維持スルニ

ハ取消要求セザルが至当ナラン 柴田内閣書記官長アクマデ取消方要求 二一四ー1

明治三九年八月一〇日 音聞 都督府官制済 二一四12

明治三九年八月一五日 枢密院辞職諌止 自分法科大学長辞職ノ意図 ⊥二四13

明治四〇年九月一〇日 万国平和大使拝命慰問 学位受領祝辞 日露役下賜金受領 二四七ー14

明治四一年八月六日 受爵祝辞 二一四ー4

年十二月二三日 憲法七十条ニヨル勅令案意見二一三ー8

穂積重遠

大正 九年 二月一七日 松本重敏博士推挙 二四七ー15

二七、深川伝次郎

1 大正一二年 五月 日 朝鮮中枢院転任ノ挨拶

深井英五

大正八年九月二七日 吉岡 二二三ー6

二八、深見確

1 大正一〇年 七月二一日 東京邸家務ノ報告

2 大正一〇年 七月二四日 東京邸家務報告

3 大正一〇年 七月二六日 東京邸家務報告

4 大正一〇年 八月 八日 東京邸家務報告 夫人五七忌



5 大正一〇年 八月一〇日 東京邸家務報告

6 大正一〇年 八月二〇日 東京邸家務報告

7 大正一〇年一〇月一七日 東京邸家務報告

8 大正一〇年一〇月一八日 東京邸家事報告

9 大正一〇年一〇月二一日 東京邸家務報告

10 大正一〇年一〇月二五日 東京邸家事報告 天長節招宴案内状

11 大正一〇年一一月二一日 東京邸家事報告 兵士来泊

12 大正一〇年二月二五日 東京邸家事報告 皇室典範 賢所参拝

13 大正一〇年一二月 二日 東京邸家事報告 都筑家法被 兵士宿泊.歳末贈物

14 大正一〇年一二月 七日 東京邸家事報告

15 大正二年 一月二〇日 印章作製 空気銃買入 女中雇入

16 大正一一年 一月二七日 印章作製（断簡）

17 大正一一年一月二八日 印章作製

18 大正一二年 三月二二日 病気見舞 硯調製 華族論返却（断簡）

19 大正一二年三月二四日 東京邸家事報告

20 大正一二年 四月 四日 病気見舞華族論朝日新聞ニ掲載セズ

21 大正一二年 四月一五日 東京邸家事報告 中外二華族論掲載ノコト 中田敬義

22 大正一二年四月一六日 東京邸家務報告

23 大正一二年四月二六日 東京邸家務報告

24 大正一二年五月一日 東京邸家務報告病状報告

25 大正一二年 五月一七日 東京邸家務報告

26 大正一二年五月二八日 東京邸家務ノ報告医療器具購入

27 大正一二年六月七日 東京邸ノ家務報告故北白川宮殿下加地吉彦

28 大正一二年六月二五日 東京邸家事報告木戸孝正七回忌

29 大正 年一月四日 東京邸家事報告

30 大正 年一月一六日 （深見秀代書翰 都筑夫人宛）年頃祝詞 伜勝ノ世話ヲ謝ス

31 大正 年一月二八日 北条土地実測報告

32 大正 年二月二六日 東京邸家事報告

33 大正 年三月一三日 東京邸家事報告 金子堅太郎令嬢死去

34 大正 年四月七日 東京邸家事報告

35 大正 年五月一七日 東京邸家務報告病状報告高物買入断簡）

36 火止 年五月二一日 東京邸家事報告 病気見舞（断簡）

37 大正 年月二一日 東京邸ノ家務報告

38 火止 年五月二三日 東京邸ノ家務報告 古沢諮人

39 大正 年六月一八日 東京邸家事報告

40 大正 年六月二一日 東京邸家務報告

41 大正 年七月一五日 東京邸家事報告

42 大正 年七月二二日 東京邸家事報告



43 大正 年七月三〇日 東京邸家事報告

44 大正 年八月九日 東京邸家事報告

45 大正 年八月一二日 東京邸家事報告

46 大正 年九月二一日 東京邸家務報告長岡外史ヨリ書物到来

47 大正 年一〇月一〇日 東京邸家事報告

48 大正 年一〇月一九日 野烏福次ノ無断出邸ヲ報ズ

49 大正 年一一月三日 東京邸家務高田慎蔵見舞報告

50 大正 年一一月二四日 東京邸家務報告

51 大正 年一二月一日 東京邸家務報告宮内劣ヨリ鴨下賜

52 大正 年一二月二日 東京邸家事報告

53大正 年一二月六日 東京邸家事報告

二九、 深見勝

1 大正一〇年一〇月二〇日 病気見舞 就職依頼

2 大正一〇年一〇月二〇日 （都筑夫人宛）就職斡旋ヲ謝ス

3 大正一〇年一〇月二二日 教訓謝辞

4 大正一〇年一二月一日 就職ニ関スル注意ヲ謝ス

5 大正一〇年一二月二六日 （都筑夫人宛）写真出来

6 大正二年二月八日 病気見舞日本徴兵保険会社就職ヲ報ズ

7 大正一一年二月一八日 病気見舞就職謝辞

8 大正一二年三月二七日 病気見舞団琢磨

9 大正一二年四月 二日 参邸厚遇ヲ謝ス

10 大正一二年四月三〇日 病気見舞病父ノ近情 事由義文二依頼ヲ謝ス

11 大正一二年五月一二日 病気見舞病父見舞ノ謝辞

12 大正一二年六月六日 病気見舞

13 大正 年五月二一日 病気見舞厚遇謝辞

14 大正 年五月二一日 蔀筑夫人宛一参邸厚遇ヲ謝ス

15 大正 年二月一六日 病気見舞画幅ノ謝辞（断簡）

三〇、福原錬二郎

1 明治四〇年七月二九日 （福原錬二郎・田所美治連名）音信返書（絵ハガキ）

大正五年四月一日 落痛訪問不能 二一二ー6

大正五年五月九日 招待拝辞 二三九ー3

三一、福原俊槌

1 明治三〇年三月三日 代理購入報告

福沢桃介

大正一一年一〇月二二日 音信 二七〇ー11

船越欽哉

明治二八年三月八日 在朝鮮公使館新築引受ヶ打合セ事項 二六五ー6



三二、船越光之丞

1 明治四〇年七月一六日 御依頼書籍書店ニ注文

2 明治四〇年 八月一日 「日露ノ将来」送付者不明

大正二年四月一〇日 今回ノ出来事新紙上ノ通りニ○名ヲ失イタルハ遺憾御教示ノヨウ油断セズ努力セン 二六六ー8

大正一一年 八月一日 当方ノ意見発表後ハ放置 彼等ヨリ協議中入レアレバ春以来ノ経緯ヲ以テ反劣ヲ要求 彼ニソノ勇

気アルマジ ッイテハ彼ヲ相手ニセズ所信猛進ノツモリ 二六九ー6

大正一一年八月一一日 教示通リ捨テ置ケ主義御送付ノ別紙ハ有権者へ送付今後弁明セズノ方針 二六九ー7

大正 年六月二七日 時候挨拶選挙二際シ厚情感謝勝算ノ見込 二六九ー5

古市公威

明治二七年 月一九日 石黒出張ハ議会開会前二帰京ヲ要ス 右二合セ海軍訪求二応ズベシ 二六一ー13

大正六年一一月一九日 近況報告 独乙強国ノ理 二一一ー6

大正一〇年七月一六口 見舞品謝辞 二三七ー9

大正 年一〇月一七日 病気見舞謝辞 名井九介 二三七ー10

年七月一二日 病気見舞自分病状ヲ報ズ 二三七ー8

古沢滋

明治二八年 月一三日 貴族院議員云々総理大臣へ依頼 欠員ハ岩崎小二郎予定 郷筑ハ先キガアレ.ハ急グ要アルマジト 二

六五ー13

明治二八年四月三〇日 三国干渉遺憾 大隈反対運動カ 後藤モ画策 政府鎮圧ヲ希望 賢台遺憾アルベキカ伝承ノコトアリ

心配 現在内務枢要ノ地位ニアリ 一二ノ人ト意見衝突モアラソ注意アルベシ 二六一ー7

明治二八年一二月一八日 （江木・小野田・都筑宛）当県元来自由党多シ 大阪控肝院長北昌ノ大法螺ニテ貴衆議員改進

党二傾ク 仙田理太郎・松尾徳三郎同党外 只政報告 二六四ー3

明治四一年一〇月九日 井上馨訪問日時間合セ二二ー4

明治四一年一一月二二日 井上若夫人並二千代子病気見舞当地地所ノコト 二一一ー

明治 年九月一四日 政界紛紙ナキヤ 白根ハ辞任カ 今朝ノ話堅ク他言無用 田中ヨリ中入レ 二六五ー14

明治年一〇月 一日 病気見舞二〇五ー13

古谷久綱

大正七年一一月二五日 東京郊外地所購入 山梨県補欠選挙出張 一二八ー1

三三、古屋竹三

1 明治三四年一二月九日 米国政界ノ事情 ペン書

二上兵治

大正九年五月九日 学位授与祝電謝辞 皇室問題 二三ー12

大正一〇年 六月九日 本会議通知 二三九ー13

大正一〇年一二月二九日 歳暮見舞 贈品謝辞 二六七ー4

大正一一年四月一日 病気見舞ツェルニン世界戦争讃落手 二六七ー5

三四、藤井直次郎

1 大正七年六月一一日 藤井安司学資支給ヲ謝ス

2 大正七年六月二三日 黒崎姉ノ病気見舞金ヲ謝ス



3 大正 年九月六日 （藤井直次郎・深沢佐敏連名都筑しづ子宛）馨六病気見舞

三五、藤井安司

1 大正七年六月七日 帰校報告

2 大正七年六月一〇日 学資支給ヲ謝ス

3 大正七年六月一五日 病気見舞 賜書ノ返事

4 大正 年三月二七日 （都筑静子宛）病気回復報告開業医ノ内意ヲ報ズ

5 大正 年四月一日 （都筑静子宛）病気見舞医ノ修業ノ意ヲ陳ブ

6 大正 年四月五日 病気見舞 医修業ノ意ヲ述ブ

7大正年月二四日 近況報告新潟築港（絵ハガキ）ペン善

三六、藤井ハナ子

1 大正七年六月二五日 近況報告 コンノート殿下 ペン書

三七、藤井啓之助

1 大正 年三月二七日 支那近況報告（断簡）

三八、藤井邦一

1 年一一月一六日 桜井兼経病気

藤井三郎

明治二八年四月一六日 留守中報告 板垣入閣 陸奥快癒 二三七ー11

三九、藤村義朗

1 明治四〇年九月六日 猟銃別送 右ハ御渡炊記念トシテ益田氏ヨリ贈呈

2 年九月二三日 三井三郎助等渡米ペン書

四〇、藤波言忠

1 大正五年三月一二日 病気見舞謝辞主馬頭辞任ノ和歌ヲ贈ル

2 大正五年九月二九日 病気見舞京都旅行ヲ告グ ペン書

年一月二四日 官吏論拝受礼状 二四九1ー3

四一、藤沢利喜太郎

1 大正一二年五月二五日 （藤沢利喜太郎・五代竜作連名）希季十四年会通知 活版

藤田伝三郎

明治三六年一月三〇日 （井上馨宛一本願寺問題地租通過困難久原房之助都筑馨六 渥美契縁 二二二ー3

明治三六年二月二日 （井上馨宛）本願寺内紛 二二一ー10

明治三六年四月二七日 夫人病気見舞 画幅ノコト 二二一ー2

明治三六年一一月一七日 対露問題意見 探幽・文晃画差出シ 二二一ー3

明治三七年五月二〇日 絵ノ返却ヲ求ム 二〇五ー2

明治三七年五月二四日 （杉孫七郎宛）画幅返却依頼 二〇五ー3

明治三七年七月三一日 呉春画幅 二二一ー5

明治三七年八月三日 大観・呉春等ノ画幅 二二一ー4



明治四一年六月七日 東京倶楽部寄付金 二二一ー7

明治四一年九月一一日 井上馨病状 二二一ー8

明治 年二月二〇日 鴻池家整理ニツキ井上・鶴原・都筑・藤田・原田・室田等相談出入ノコト 二二一ー6

明治 年九月二七日 新納品物ノコト返報ナシ二二一ー1

年一二月 日 オ約束ノ騨風呈上周文ノ印アレド世外伯ノ鑑定如何 二六五ー9

藤田平太郎

年一月一九日病気見舞二二二ー7

四二、藤田四郎

大正四年二月二六日 例ノ一件本人理解解決 二四二ー16

1 大正五年一月三〇日 （伊藤博邦・都筑馨六宛）井上馨ニ関スル会合 益田孝 馬越恭平 毛利五郎 久原房之助 早川千吉郎 有賀

長文

2 大正五年三月一一日 井上馨墓地建設馬越恭平 有賀長文

3 大正七年六月一二日 病気見舞謝辞土地債格ノ協議

大正七年一二月六日 電気マッサージノコト 二二二ー8

大正七年一二月二三日 尊意先方二通ゼズ 申出アレバ御注意ヲ逮スベシ 〓〓〓ー9

大正八年 月 日 玉川村土地物色一後半欠 二四三ー1

大正九年三月二〇日 病状邨告 二四三ー2

4 大正一〇年五月二九日 病気見舞

5 大正一〇年一一月二八日 野田・山下両氏ニ交渉ノ件

6 大正一〇年一一月三〇日 人ヲ遣ス

7 大正一二年五月三日 病気見舞

大正 年三月一一日 駒沢地所買入レ 二二二ー10

8 大正 年五月五日 病気見舞井上園遊会

大正 年一二月一四日 地所貫入レ 二二二ー11

四三、井下多美雄

1 大正七年六月二七日 病気見舞 鉄道部提出条件 実行二到ラス

2 大正一一年二月一七日 南満氏学堂ノ大学昇格ノ依頼

四四、飯田盛敏

1 大正一〇年五月二九日 病気見舞 地方官交迭二院シテ依頼ス

今泉雄作

年六月五日 探元画幅鑑定 二三一ー9

四五、今村俊子

1 大正一〇年七月二一日 家庭内ノ事ヲ報ズ 英祐ノ病気 真鍋嘉一郎・三筆鉱一ノ詳察

四六、今村積子

1 大正一二年五月二三日 時候見舞 英祐病状ヲ告グ 真鍋嘉一郎診察

印東昌綱



明治三五年八月二九日 写真謝辞 音問 二四九ー4

井上角五郎

大正一〇年六月一日 会社伝達ノ報告 二四八ー8

井上馨

明治一九年一〇月一〇日 法相決答ナシ延引ヲ求ム 二五四ー6

明治一九年一一月二一日 磯部ニテ勉強シタシ 民法商法・法令裁判所・行政法・華族令・自治制度ソノ他必要法書オ揃

工願ウ 二五四ー11

明治二二年一月二日 入閣 自治党等ヲ報.ス 一九六ー1

明治二二年七月一九日 山県欧行随員外交官好マザル由勝之助再入学希望公使館奉職ヲ希望セシ所以内務省転勤同意 二

五四ー4

明治二三年一二月一二日 山口県下静養報知 士族救助金 二五四ー13

明治二四年二月三日 議院全焼 来訪謝辞 一九九ー1

明治二四年一二月一三日 磯部行同行ヲ求ム 共許可ヲ内相品川弥二郎二求ム 一九九ー2

明治二四年一二月二〇日 ドイツ公使プリンタリー招宴 斎藤修一郎・都筑馨六答相伴 カークード来翰 毛利五郎 広沢金

次郎 島村氏婚姻 一九九ー4

明治二四年一二月二四日 諸事用意済ミトナレバ極密帰京セン 品川大臣ソノ他ニモ帰京セスト中開キアリタシ 本田・

島村ヘモ秘密確約得ラレタシ 二五五ーl

明治二五年一月四日 衆議院立候補中止ヲ勧告 二五三ー14

明治二五年五月二二日 婚儀済ミ慶祝光子今後ヲ依頼祝歌 二五四ー2

明治二五年六月一五日 議会情勢藤田・古沢等ヨリ伝承 閣内変動再発カ 帰東見込立クズ 政界機運報道願ウ ママノ病気

ソノ治療 池田謙斎 三田尻転居 二五五ー3

明治二五年 六月二五日 ママノ病気 河野ヨリ上阪催促 伊東来書二八松方ヨリモ上阪要請 駆込人足ハ御免姑息ノ治療ハ

政府二有害 登阪謝絶 二五五ー4

明治二五年 月二五日 永平寺改革 一九九ー3

明治二六年五月四日 千家尊福ト相談 無軌道電車ノ布設 伊藤博文・阪谷芳郎ノ意見 一九八ー3

明治二六年一〇月一九日 囚人ノ件失念 二五四ー9

明治二七年四月一二日 曹洞宗取調 僧爵令意見書松本家婚姻 一九八ー4

明治二七年七月八日 土木会出席伝達依頼 二五四ー5

明治二七年一二月五日 内相野村靖輔佐ノ依頼人生訓露国衆朝鮮策 安広伴一郎 二五四ー12

明治二八年 七月一六日 明朝下関着 一八日着任予定 朝鮮公使高永喜二面会 同人依頼ニヨリ賢台紹介 オ世話願ウ 二五

五ー6

明治二九年一月一二日 対外関係ヨリ平穏ヲ祈ル 品川弥二郎国凡協会二苦心 杉孫七郎娘河村卜婚約ノ世話 白板専一 野

村靖 二五五ー2

明治三二年一〇月一五日 穂積会合日打合セ 二五四ー8

明治三二年一〇月二〇日 集会ハ穂積ノ都合ニテ三井集会所ソノ他ニテヨシ 二五四ー10

明治三三年一月一〇日 佐藤進退同感穂積ノ三井合資会社草按出米都合ノ日集会セン 一二五四ー7

明治三三年一〇月二二日 渡辺国武及ビ政友会ノ猟官運動 一九七ー1

明治三四年一月九日 増税案軍備拡張 北清事変後ノ対露関係 パクレフスキー氏トノ面談 一九六ー2



明治三四年一月一〇日 露国交渉 一九六ー13

明治三四年三月二一日 第九銀行継続問題 田中平八銀行・儲蓄銀行ノ非況 西園寺八郎ノ独国留学 一九八ー1

明治三四年八月二八日 三井家憲起草 伊藤博文・桂太郎卜会談英国ヨリ三国同職勧誘卜露仏トノ関係 一九五ー7

明治三六年一月二日 京都僧侶相互非難 一九六ー4

明治三六年四月二一日 本願寺改革 一九八ー5

明治三六年四月二一日 本願寺問題鴻池家内情 一九八ー6

明治三七年一二月九日 三井家憲及ビ同族会議 旅順露艦隊ノ沽況 一九七ー5

明治三九年七月 三日 西園寺第一次内閣総辞職 病気見舞 一九五ー6

明治四二年一月二八日 病気見舞桂首相伝言長局持参一九六ー5

明治四二年二月二三日 別紙桂首相ノ尽カニヨリ下命貴族院議員辞退遮カナルガヨシ 一九七ー9

明治四三年八月三日 井上勝死去 一九九ー5

明治四三年一〇月二〇日 光子不始末ノ件地所ノコト 一九九ー8

明治四三年一〇月二三日 光子還籍病気見舞 口比翁介所有地 一九九ー7

明治四三年一二月一五日 地所購入調査 一九九ー9

明治四三年一二月一五日 地所購入 井上勝之助漏朝 一九九ー10

明治 年二月一二日 武田千代三郎ヲ本願寺顧問ニ推挙ス 一九七ー6

明治 年二月一七日 武田千代三郎書状 一九七ー7

明治 年二月二二日 救護会発起 一九七ー8

明治 年三月四日 斎藤某採用依頼 蜂須賀茂紹 歴伝ノコト 二五四ー1

明治 年三月九日 千家男来訪伝言願ウ 一九七ー10

明治 年一二月一二日 松本夫婦ノ件 二五三ー15

明治 年四月五日 写謝辞 一九八ー2

明治 年五月二日 本願寺整理 一九五ー1

明治 年六月一日 後日面談 一九五ー2

明治 年六月一七日 ステット招待ノ回答 一九五ー4

明治 年六月一七日 ステット送付書物ニ関シテ面談 一九五ー3

明治 年六月一九日 二年前病気再発ノ由池田・ベルツ・橋本病気徴候時が肝要勝之助夫婦動諦野村娘嫁入リ一条 相手

林太郎ノ人物 二五四ー3

明治 年七月三日 片山某ノ三井就職斡旋 一九五ー5

明治 年七月九日 至急用談希望 二五五ー5

明治 年八月一一日 外国新聞摘要 一九九ー6

明治 年一〇月二二日 園田孝吉火力電気発起人辞退 一九五ー8

明治 年一一月 七日 有賀呼寄セ 同族会協議 毛利家ノ件 一九七ー2

明治 年一一月八日 植木謝礼大阪築港給料武者小路会見 一九七ー3

明治 年一一月二二日 尽力多謝 一九七ー4

明治 年一一月二八日 面会時間通知 二五五ー7

四七、井上武子

1 大正 年三月一六日 井上三郎結婚媒酌人ノ打合



四八、井上勝之助

1 明治三四年一〇月二七日 伊藤博文ノ訪独ヲ望ム ホルレイベンノ住所ヲ答ウ

2 明治三四年一一月八日 伊藤博文ノ訪独ヲ望ム 博文ト青木周蔵ノ関係

3 明治三四年一一月一五日 伊藤博文来訪ノ頃ハ皇帝不在ノ報

4 明治三四年一一月一八日 伊藤博文来独ノ時期打合

5 明治三四年二月二九日 （英文）都筑随行渡欧 訪独準備

6 明治三四年一二月二一日 （英文）都筑随行渡欧 訪独首尾

7 明治三四年一二月二四日 （英文）都筑随行渡欧 L伯ヘノ書翰露大使館へ送付

8 明治三五年一月一二日 （英文）都筑随行渡欧 訪独首尾

9 明治四〇年六月一一日 伏見宮貞愛親王・山木権兵衛ノ来独

10 明治四〇年六月一六日 ヘラルト紙ノ悪口 林董ヨリ賜暇帰朝命令到達

11 明治四〇年 月 日 ヘラルト紙ノ悪口 伊集院艦隊キール入港 山本権兵衛ノ米独

年四二一日 勲章一件外務大臣意向ニテ返戻仏側ニテ誤解ナキヨウ在仏公使へ依軟袖原竹子 二六四ー3

年 月一六日 ブリンクレ氏ヨリ返答ナシ 二六四ー2

四九、井上末子

1 大正五年一月二日 （英文）独艦魚窃攻撃赤十字看穫婦ノ帰国 英国兵力菓国貴族ノ生活等ノ報

2 大正五年一月二四日 （英文）赤十字訪英団帰国 独軍空襲陸軍病院等ノ報告

3 大正五年二月九日 （英文）第一次大戦中ノ英国状況井上馨莞去ノ思出

大正八年一月四日 病気見舞 勝之助帰朝 二二四ー16

大正八年二月二七日 消息 二二五ー1

大正一〇年三月二日 勝之助病状 某氏調査依頼 日高栄三郎 二五一ー2

4 大正一〇年六月八日 病気見舞 家庭近況

5 大正一〇年 六月一八日 病気見舞 宮様病状 家庭ノ近況 鍋島直大死去等

6 大正一〇年 七月二四日 病気見舞 家庭ノ近況 興津近況ヲ報ズ

大正一一年八月五日 近況消息 二六九ー4

7 大正 年七月一七日 病気見舞家庭ノ近況ヲ報ズ

8 大正 年八月二二日 病気見舞家庭近況ヲ報ズ

大正 年一二月二七日 新子洋服世話西園寺同船本野清一 伊藤真一 二二四ー15

井上三郎

大正 九年三月三日 英米独留学挨拶 二四二ー8

井上毅

明治二五年六月一八日 昂政論寄贈謝辞 二五九ー3

明治 年九月二九日 内務・文部両省交渉会議ノ打合セ 二五九ー1

明治年月日セメント入札及ビ宮崎県道路補助ノ件上院本議場ニテノ説明草案作製依頼 二五九ー2

井上正一

大正九年二月一八日 松本重敏博士推薦 二四七ー1

五〇、入江貫一



1 大正五年三月八日 山県有別ノ病状ヲ報ズ

石黒五十二

大正八年五月三〇日 病気見舞 藤田・室田二面会 肺炎病状ノ報 二一五ー4

石黒忠悳

大正七年七月一六日 病気見舞 大橋図書館協議員辞意ニッイテ 二二五ー4

大正九年二月一七日 枢密顧問官拝任ノ報 二四五ー9

大正九年七月一六日 病気見舞 平井政遒ト病状協議 二四五ー10

大正九年八月一日 昇爵祝詞謝辞 枢密顧問官拝命 二二五ー5

大正一〇年一月一四日 病気見舞 土肥慶蔵来訪 二四五ー11

大正一〇年一〇月一四日 病気見舞 井上勝之助・大橋新太郎 二四五1ー2

大正一一年二月七日 寒中見舞華府会議所感深カラン山県公爵死去樺山伯モ重病トカ二六六ー9

大正一一年八月七日 暑中見舞二六九ー9

石原健三

大正一〇年三月七日 小生身上ニツキ高諭感嘱 今回ノ不行届誕慎中 二四〇ー7

五一、石原助熊

1 大正五年三月一一日 病気見舞謝辞

大正五年三月二七日 音聞妻病気見舞謝辞玻璃鏡寒暖計買入 二一八ー7

大正五年三月二八日 都筑母病気見舞 妻病状 青山茂訪問 二一八ー8

大正五年四月二二日 青山茂就職依頼 二一八ー9

大正七年一二月二五日 書生雇入レ 二一八ー10

大正八年六月三日 肥料買入レ 二一八ー11

2 大正一〇年十二月三〇日 歳暮ノ挨拶

石川舜台

明治三六年一月二六日 （藤田伝三郎宛）本願寺整理問題 二二二ー4

明治三六年二月 一日 （藤田伝三郎宛）本願寺負債整理問題 二二二ー1

石川千代松

大正七年四月一二日 病気見舞 病状報告 二一五ー1

大正八年一月二〇日 音聞 二一五ー3

大正八年二月二五日 音聞 二一五ー2

五二、 石川長吉

1 大正一二年四月五日 （都筑夫人宛）馨六ノ病気見舞

五三、 石川八十井

1 大正一〇年一一月二六口 三井尚光結婚祝仙贈ル

石渡敏一

明治三七年二月一六日 韓国出張祝辞 捕獲審検所手続意見 二一四ー5

明治三九年九月二四日 独乙人接待ノ件 二〇五ー12

大正九年二月一〇日 松本重敏博士推椛 二四七ー8



大正九年三月二八日 松本直敏博士推薦 病気見舞 二一四ー6

磯部四郎

大正九年二月八日 来示拝承 二二八ー10

一木喜徳郎

明治二八年九月一二日 試験問題奥田委員ト相談取極メ 明日試験前意見伺イタシ 、二六一ー14

明治四一年五月二九日 安全剃刀恵与謝辞 二〇九ー12

五四、 伊藤博文

明冶三一年一月二二日 宜殿下内命通知謝辞出京困難ノ事情注意方山県ヘモ伝言アリタシ 二五二ー1

明冶三四年二月二二日 （井上馨宛）都筑馨六増税反対戒諭願ウ 二〇〇ー4

1 明治三四年一〇月二日 （高平公使宛電信覚書）シンジケート成立見込ミ ソノ根拠如何

2 明治三四年一一月一五日 （覚書） 日英同盟草案 独逸加入有無 支部ノ区域 朝鮮処分ノ三点緊要

明冶三七年二月 日 日露戦中紀元節御宴ノ詔 二〇〇ー1

明治三八年 月 日 （桂首相宛）勅語奉答執奏ヲ乞ウ案 二〇一ー10

明治年月三日 井上馨ノ帰京ヲ求ム 二〇一ー7

伊藤梅子

大正七年一一月一七日 病気見舞 悔状礼状 二二四ー14

大正九年四月二日 病気見舞 病気見舞謝辞 二五一ー1

五五、 伊藤博邦

1 大正年月二七日 明日往訪ノ報佳品拝謝

2 大正年月三日藤田ノ書翰ヲ廻ス

伊東巳代治

明治二〇年一月一九日 伊藤大臣在邸ノ報 二五九ー4

明治二〇年六月二二日 外務省ヨリスタイン一条公信発ノヨシ 総理大臣ヨリスタインへ返答ノ都合アルニヨリ 外務大

臣決意ヲ承知イタシタシ ソノ趣骨相へ報告スベシ 二五九ー5

明治三八年一月一二日 遊猟招待謝辞 二〇七ー1

明治三九年一二月二六日 公式令枢府通過 二〇七ー3

明治四〇年一二月一八日 井上馨訪問 公式令下付 委員ノ通報迅速好都合 二〇一ー3

明治 年二月三日 増補案通過礼状 二〇三ー6

明治 年五月二五日 病気見舞 二三五ー14

明治 年九月二一日 病気欠席 二〇七ー2

岩倉具定

明治三七年二月一九日 面談ヲ求ム 二一九ー2

岩佐程蔵

明治二八年五月一〇日 （写）韓国改革新法規雨ノゴトク降下 度支部新条規日本丸写シノ状況 斎藤修一郎 井上公使病

状 二七二ー1

明治二八年一一月四日 （写）井上伯随行京城再訪 到着報告 二七二ー2

五六、 岩田松涛



大正四年二月一五日 音聞 二三二ー12

大正六年三月六日 西園寺・井上へ抵候揮毫 二三二ー4

1 大正七年六月一七日 書画費買

2 大正七年六月二〇日 書画ノコト（付）二宮乾一書翰 岩田宛 六月一九日付 一通

大正七年一〇月一九日 病気見舞謝辞 二三二ー6

大正七年一一月八日 鍛子表装延引 二三二ー7

大正七年一一月二六日 音聞 二三二ー9

大正七年一二月二一日 礼状 二三二ー10

大正七年一二月二六日 歳暮謝辞 二三二ー11

大正八年五月六日 病気見舞 心臓・腎臓病苦 二三二ー14

大正八年六月一九日 井上家訪問 狂歌 二三二ー15

大正年八月二九日 病気見舞諸家へ揮毫報告 二三二ー5

大正年二月二二日 見舞菓子恵与謝辞 二三二ー8

大正 年 月 日 道者元ノ書蘭画ノ出来 二三二ー13

大正 年 月 日 柳所懐第三ノ巻所感杉家画帖 二三二ー16

五七、 巌谷季雄

1 明治三四年一二月一四日 都筑随行渡欧 訪問時刻打合セ

明治三六年八月一〇日 暑中見舞戯文 二四九ー2

明治三七年八月七日 俳句添削 二三〇ー9

明治三九年五月二〇日 厚遇謝辞 貴稿拝見 二二〇ー8

大正七年二月一六日 入会謝辞 二三〇ー11

大正七年四月五日 千馬会開会ノ報 二三〇ー12

大正七年八月二八日 病気見舞貴作添削 二三〇ー13

大正 年二月一三日 病気見舞 二三〇ー10

樺山資紀

明治三九年一二月二二日 招宴 二〇一ー4

貝島太市

大正五年五月三一日 父病気見舞謝辞 二二三ー9

柿沼谷蔵

年六月一六日 病気見舞謝辞 二二三ー8

五八、 賀古鶴所

1 大正五年二月四日 井上馨ヲ弔スル歌 二宮熊次郎

2 大正五年二月七日 井上馨ヲ弔スル歌

大正六年一二月一五日 青山胤通授爵 危篤 二二五ー11

大正六年一二月一八日 病気見舞 二宮一周忌 欧米廻遊会ノ模様 二二五ー10

大正七年一月六日 消息 狂句 和歌 二二六ー2

大正八年一月一三日 病気回復祝 幸田延子 二二六ー1

大正八年一〇月七日 近況報告時勢推移嘆息森鴎外 二二六ー3



大正八年一二月二三日 火災見舞謝辞 病気見舞 二二六ー4

大正一〇年七月二九日 佳什謝辞 近況ヲ報ズ 古市公威病状 佐藤進死去 二四六ー2

大正年六月一〇日 近況音悶井上馨 近況ヲ報ズ 二四六ー1

大正年一二月一七日 音信 二六九ー10

上山満之進

大正三年七月三〇日 小平権平農商務省就職依頼 二〇二ー1

大正五年四月一〇日 病気見舞 二三九ー6

大正七年二月二七日 病気見舞 押川則吉弁明 自分ノ進退 二一二ー11

大正七年五月一七日 病気見舞 二一二ー10

大正八年四月二四日 音聞 二一二ー12

大正九年三月二〇日 貴族院議員トシテ万国商事会議出席ノタメ渡仏 二三九ー8

大正九年三月二五日 井上家不幸悔ミ状 外遊挨拶 病気見舞 二三九ー7

大正一〇年五月一六日 漢詩 病気見舞 二三九ー9

大正一〇年一一月二〇日 病気見舞 二三九ー10

大正一一年一〇月二三日 音信自著発行予定ペン書 二六九ー15

神山閏治

大正八年七月一四日 病気見舞 二一六ー12

大正一〇年一二月二一日 贈品謝辞 二四一ー1

金井之恭

明治二九年四月三日 （斎藤修一郎宛）二男雄独逸留学中ノ進退依頼 二六四ー7

年八月二八日 蘭進呈 二一一ー1

金子堅太郎

明治四〇年四月二〇日 特命全権大使任命 バークレイ著書贈呈 二〇〇ー6

大正七年九月一二日 音問 二〇七ー5

大正八年九月三日 大橋翠石画 二〇七ー6

大正八年九月一〇日 大橋翠石画 二〇七ー4

大正八年一一月一九日 病気見舞 大橋画ノ評価 白木屋奥田竹松氏へ側合セアレ 二三六ー2

大正八年一一月二四日 翠石画代価ノコト 二三六ー3

嘉納治五郎

明治二三年一月 一日 （写）当地着公使館中不在ニテ委託品渡セズ 二七二ー5

明治二三年三月二三日 （写）本国へ帰任ノヨシ 自分荷物オ持チ帰り願イタシ 二七二ー4

笠井愛次郎

大正 年一二月二九日 贈品謝辞 二七〇ー4

五九、笠原寛美

1 大正七年六月一五日 病気見舞料理人就職ノ世話

柏木勘八郎

大正五年五月三日 母堂五七忌弔詞 二四九ー6

片山繁雄



大正 年七月一五日 暑中見舞 二七一ー3

加藤晴比古

大正七年一二月一一日 音聞 北海道産薯ヲ贈ル 二二四ー1

大正八年一二月三一日 原田ト交渉 新設銀行整嚇二苦労 二二四ー2

六〇、 加藤平四郎

1 大正一〇年九月二六日 近況見舞 往訪中止ノ報

大正一一年五月六日 小原吉之助貴家採用ノ件 二六七ー8

大正一一年五月一一日 小原吉之助ノ件 二六七ー9

加藤弘之

明治一二年一二月一八日 （井上参議宛）東京大学文学部理財学生徒都筑馨六紹介 二六一ー11

明治一五年 一月一一日 別包パリ着ノ上ベルリン公使館加藤照麿宛オ送リ願ウ 二六一ー12

明治三五年一〇月一五日 夫人病気見舞 二男御世話御礼 二一〇ー1

明治三五年一〇月一九日 長谷川善作（小柴舟著述）身上 二一〇ー2

明治三五年一〇月二一日 掲載記事取消ノ件 二一〇ー3

明治三五年一〇月二七日 夫人病気見舞貴下並二両氏へ謝意表スル件 一二〇ー4

明治四〇年三月二一日 病気見舞 二一〇ー5

明治 年七月一七日 学習ハ地二止マリ沈着勉強スベシ 一応書中ハ文部七二送付シオクベシ二六一ー10

六一、 加藤常七郎

1 大正一〇年八月一九日 徳島県教育行政ヲ告グ ペン書

六二、 加藤匡平

1 大正一〇年七月一六日 画幅

2 大正一〇年七月一八日 金円ヲ贈ル

3 大正一〇年九月一九日 画幅買却

大正 年五月三日 金子贈与御礼 二六八ー7

4 大正 年八月一一日 音聞揮毫謝辞

5 大正 年一〇月四日 賞勲局雇拝命ヲ報ズ

加藤高明

明治二九年六月一六日 山県大将随行早々欧州辞去 面曙ヲ得ズ残念 二三五ー12

明治四一年九月一六日 任官祝詞ノ謝辞 二〇四ー1

大正一〇年一月二六日 西伯利亜引揚ゲ居留民ノ損害 賠償要求権利ノ有無未ダ調査セズ 日露戦争ノ例 少数居留民ノ為

メ大軍駐兵ノ無駄居留民引揚ゲ撤兵コソ陸軍モ望ムトコロナラン 二三五ー13

明治 年四月二四日 法科大学競漕勝利祝宴出席勧誘 二六二ー2

加藤恒忠

大正一一年二月八日 近況消息中原邦平賀古鶴所西園寺公望 二六七ー2

大正一一年三月二七日 近況賀古鶴所松方正作山東撤兵見物二大陸行脚予定 二六七ー3

大正一一年一〇月一七日 病状報告 二六九ー14



六三、 勝間田稔

1 明治二九年一〇月六日 懸ケ違イ面昭ヲ得ズ 示諭賛成

桂太郎

明治三七年二月二二日 捕獲審検所条例改正 二〇〇ー3

明治四〇年一二月二五日 枢密院会議開催 勅令発表通常手続好都合 二〇一ー5

明治四二年一月二九日 （井上馨宛）都筑枢府入リヲ相談 二〇四ー7

明治 年二月一六日 ベルツ及ビリヨンホルム欧州近況 二〇〇ー2

年一二月二五日 相談ノ主意ニテ纏マリ感謝 二〇一ー12

川合玉堂

明治三六年一二月一八日 オ申越ノ焚火図供覧 二三一ー7

明治三六年一二月二一日 焚火図買上謝辞 二三一18

六四、 河井鶴次郎

1 大正一〇年五月二五日 音聞 木戸孝允書状明治七年四月一五日附一写ヲ贈ル

川喜田孝介

大正二年一〇月一七日 伜孝一就職依頼 二二四ー9

河北俊弼

明治二二年一〇月三一日 （写）伝、百山県伯へ伝達同伯冊朝条約改正問題波欄外相賞揚百相更迭日本ノ将来如何 二七

二ー6

六五、 河村金五郎

明治三〇年五月一二日 身上ニツキ配慮感謝 倉知ヨリ枢密院転任観想 東京転住ハ希} 万事依頼ス 二六四ー11

大正四年三月一二日 御尽カニ酬イ得ズ遺憾人事 二三九ー11

1 大正五年三月二四日 病状入院ヲ報ズ

川崎肇

大正 年一二月一二日 宇原直宣当社就職依頼拝承 二七〇ー6

六六、 加地吉彦

大正二年一〇月一五日 時候見舞贈品 二一八ー5

1 大正五年一〇月一五日 栃木県立商業学校長転任ヲ依頼 松浦鎮次郎

2 大正五年一〇月一六日 栃木県立商業学校長転任ノ尽カヲ依頼

3 大正一〇年八月一五日 病気見舞

4 大正一二年三月二五日 三越呉服店ヲ辞職ス 酒井良明

5 大正一二年 五月二八日 病気見舞 父ノ病状 東京市立商業学校長拝命ヲ報ズ 松井巳代治ヲ養子トス

梶田半古

年一〇月七日 依頼画才届ケ 二三二ー2

六七、 毛戸勝元

1 大正五年二月二七日 病気見舞

大正七年七月三〇日 贈品謝辞 二二九ー5

大正八年一一月二七日 贈品添状 二二九ー6



大正九年二月二三日 松本重敏博士推薦 二四八ー6

木戸孝正

明治四一年一一月二〇日 病気見舞 叙爵祝賀・加藤高明赴任送別・由布帰朝祝賀会ヲ十四年会開催 二一九ー4

六八、 木住野喜造

1 大正 年三月二四日 病気見舞辞職ノ挨拶

六九、 木村清四郎

大正六年二月一五日 病気見舞 欧洲大戦 政海情勢 二二二ー12

大正七年九月二四日 病気見舞陞叙祝電御礼 二二三ー1

大正八年九月三日 病気見舞 公債買入保管ノ件 二二三ー2

大正八年九月一九日 公債買入ノ件 二二三ー3

大正一〇年六月一四日 音聞 令息病気見舞 二四三ー7

大正一〇年六月一七日 音聞 二四三ー8

1 大正 年六月一九日 見舞品ヲ贈ル

岸浪柳渓

大正七年 三月二二日 画料謝意 二三二ー17

北里柴三郎

明治二九年 二月二九日 露国出張祝宴ヲ催シタシ 二六四ー8

木内重四郎

大正八年一二月三一日 奇禍見舞謝辞 二一六ー10

大正九年一月二二日 小生奇禍ニ付芳情感謝 検事横暴ノ事実慨嘆 二四〇ー12

七〇、 清野長太郎

大正五年一一月一三日 兵庫県知事就任後同地ノ政情 二一六ー6

大正八年一二月一六日 巷間 奈良・高松・山科史蹟古美術行脚 二四一ー3

1 大正一〇年 六月 九日 近江・京都・奈良・高野山遊歴ヲ報ズ

2 大正一〇年一〇月一四日 病気見舞 妻及ビ長子ノ病状ヲ報ズ

3 大正一二年五月二〇日 音聞 亡母納骨ノ為二京都二至ル（絵ハガキ）ペン書

清浦杢吾

明治二五年一〇月二三日 無任所外交官ノ本俸処置ニ関スル勅令案手許二廻付内報ス 二六〇ー14

大正四年三月一三日 意見交換欣喜少数意見起草拝受蜂須賀・惰部町顧問宜二柵談 二三五ー8

大正九年三月一八日 木内慰籍会発起人辞退 二三五ー9

明治 年八月一六日 井上伯訪問ノ来旨敬承 二六〇ー5

明治 年 月 日 阿蘇惟教図書局御系譜係二推薦 二六〇ー6

木場貞長

大正九年一月二九日 病気見舞 松本重敏ノコト了承 二四〇ー1

児玉源太郎

明治二九年一一月 六日 廿下部工学士採用内定 俸給ニツキ官制上内閣ト協議中 二六〇ー3

明治 年 九月二九日 井街清顕紹介 二六〇ー2



七一、児玉秀雄

1 大正 年四月七日 児玉神社害附金ノ謝辞後藤新平

児玉少介

明治三六年九月一二日 礼状風祭地所ノコト 二二九ー13

久我常通

大正 年二月二四日 通久病気見舞謝辞 二一九ー3

七三、 興国義会

1 大正一二年三月二八日 日支郵便約定ノ政府ノ措置ヲ難ズ 謄写版

小松原英太郎

明治一八年一二月九日 普国州郡村民会予算表其筋へ依頼 入手次第送付 原敬到着ノヨシ 二六一ー8

大正八年七月一〇日 病気見舞謝辞 二〇八ー4

小村寿太郎

明治三〇年四月二四日 蜂須賀文部大臣宛一伊国新任公使ノ件 栗野公使へ大臣ヨリ訓令照会 伊政府検討中 ナオ伊宅帝

刺客遭難ノ混雑中 二六三ー10

七三、小村重太郎

1 大正一一年 一月二三日 為替受取ノ報

2 大正一二年四月二五日 近日オ迎エノ為メ参上セン

3 大正一二年四月 日 病気見舞

4 大正 年 月 日 中立吐酔ノ兄訪問ノ件

近衛篤麿

明治 年四月四日 論文供覧 二三五ー2

七四、小山善

1 明治三四年一一月 五日 侯爵一行健勝大慶 侯爵冷浴那翁ノ轍 湯治ノコト

2 明治三四年一一月二八日 侯爵健勝同慶 不眠症ノ由其地ニテ安眠療法アレ 時岡療法ハ伯林ニテ自分治療セン

古島一雄

大正七年一二月一八日 病状報告 世界大戦ノ講和ト政治思想 人道岡題 二二九ー2

高津仲次郎

大正 年七月二七日 暑中見舞 二七〇ー12

久保徳太郎

大正二年一一月二二日 近況消息 二七一ー5

久保田政周

大正七年一二月三日 快気祝賀 肺炎病状 二一五ー10

大正一一年五月三一日 自分進退ニツキ懇書拝受感謝 病気報告 二六七ー6

久保田譲

大正 七年四月二九日 病気見舞 二〇八ー5

窪田静太郎

大正九年三月二日 音聞 病気報告 松本重敏博士推薦ノ件了承 二四一ー4



七五、工藤三郎

1 大正一二年四月一六日 一等兵ノ近況報告

久原房之助

大正四年一二月一〇日 留守中訪問挨拶 二四四ー5

大正五年五月二七日 病人見舞謝辞 二四四ー6

九鬼隆一

明治年三月二五日 来訪延期ヲ求ム 二六一ー9

九鬼縫子

大正 年二月一六日 周造病気見舞謝辞 二五一ー4

熊谷八十三

大正一〇年七旦三〇日 病気見舞 西洋杏ノコト 二四二ー10

久米民之助

大正一一年一月二〇日 娘死去弔電謝辞 二六八ー4

七六、 倉知鉄吉

1 明治三四年 九月 三日 外務省農萌務劣兼務ノ事情

2 明治三四年一〇月一五日 農尚務省転任問題

3 明治四〇年六月二四日 機密費ノ精算書 ペン書

4 大正五年二月八日 佐々木信綱二入門ス

5 大正一〇年八月五日 朝敵代金支払 履歴書斡旋

6 大正 年八月一二日 別荘貸借ノ件

栗原広太

明治四〇年二月四日 皇族会議令・典範増補案枢密院諮詞 二一七ー1

日下部弁二郎

大正八年七月二三日 東京市歩車両道・下水架橋施行意見 二四一ー6

七七、 国谷末之輔

1 大正五年一〇月 九日 安司病状

2 大正五年一〇月一一日 安司病状

3 大正五年一〇月一四日 安司ノ病状

七八、 黒木三次

1 大正一二年三月 日 照木為禎死去弔意ノ謝辞 活版

七九、黒崎れい

1 大正七年六月二二日 病気見舞ノ謝辞

馬淵鋭太郎

大正九年三月一四日 礼状 二四一ー2

万里小路通房

年三月二四日 謝辞 二四九ー11



年四月七日 飼犬 二四九ー12

馬越恭平

大正五年五月八日 問合セ 二四四ー7

大正五年五月九日 参会不能ノ詫ビ 二四四ー8

牧野伸顕

大正二年一二月二四日 ブロックホース叙勲 二三五ー10

大正五年三月三一日 母堂逝去弔詞 二六一ー2

八〇、真鍋嘉一郎

大正七年二月一八日 病気見舞 二二七ー4

1 大正七年六月二四日 病気見舞

大正七年七月一五日 病状忠告 二二七ー5

大正七年一二月一〇日 療養注意 二二七16

大正七年一二月三一日 病気見舞 二二七ー7

大正八年一月六日 療養注意贈品謝辞 二二七ー8

大正八年八月七日 病気見舞 二二七ー9

大正八年一二月三日 和田岬運輸公認斡旋謝辞 二二七ー10

大正九年一月四日 流感予防注射注意 伝染病研究所見解 二二七ー11

大正九年二月九日 薬剤ノコト 二二七ー12

大正九年三月一七日 快気祝ノ贈品謝辞 （付）画幅鑑定書 一通 二四六ー3

大正九年三月二〇日 贈品拝受行違イ陳謝 二四六ー4

大正九年一〇月二一日 病気見舞 皇后行啓一件過分ノ配慮感謝 大森鍾一 三条公輝 二四六ー5

2 大正一二年七月 二日 和歌ヲ復ス

増田増蔵

大正八年四月三〇日 近火見舞謝辞 二二四ー4

大正 年八月三一日 珍菓恵贈御礼 二二四ー3

八一、 益田孝

明治三八年一月二八日 台湾六三解決後藤新平安堵 藤田ト会合斡旋依頼 二二〇ー6

明治三九年六月一八日 恩給金内規協議希望 二二〇ー7

明治三九年七月六日 病気見舞謝辞 奈良ノ件御注意アリガクシ 鉄牛ヲ寺へ派遣 二二〇ー8

明治三九年一一月一五日 病気見舞謝辞 三井同族会園遊会招待 二二〇ー9

1 明治四〇年七月七日 三井家組織改正ノ為米国視察ヲ望ム 栗野慎一郎 井上勝之助 ペン書

2 明治四〇年七月八日 欧州旅行日程 面会希望 藤村義朗

3 明治四〇年七月二六日 倫敦ヨリ日本食品ヲ贈ル ペン書

4 明治四〇年七月二八日 欧州財界ノ情勢 ペン書

明治四一年五月一八日 健康留意ヲ求ム 二二〇ー10

大正七年二月二日 朝吹英二弔意謝辞 二二〇ー12

大正九年一月一三日 病気見舞 二二〇ー14

大正一〇年二月 七日 弟英作死去弔詞ノ謝辞 二四二ー14



明治 年一月六日 生糸救済法案 二〇三ー1

大正年一月五日賀正書幅進呈 二二〇ー5

大正 年四月一五日 病気見舞謝辞藤原期作地蔵噂進呈 二二〇ー4

大正 年九月二六日 維新以来井上馨上二井家ノ関係 二二〇ー1

大正 年一一月一二日 夫人快気祝辞 二二〇ー3

大正 年一一月二〇日 スッポンスープ贈ロモ 二二〇ー13

大正 年一二月二八日 病気見舞病状報知 二二〇ー2

股野琢

大正 二年一二月二八日 祝詞謝辞 二〇一ー6

大正 七年二月九日 音聞 二一一ー2

松田正久

明治三九年六月七日 法律取調委員嘱託 二〇五ー6

明治三九年七月二五日 法律取調委員会起草委員選出 二〇五ー7

明治 年一二月二七日 深川伝次郎紹介 二〇四ー2

八二、 松平慶民

大正九年九月二八日 男子出生忠永ト命名 二五〇ー1

1 大正一二年三月一二日 外国よりの音聞（絵ハガキ）

2 年四月一六日 シヤクルトン遠征記返却

松平定教

年五月一六日 蜂須賀万亀次郎招宴案内 二五〇ー2

松平頼和

明治三〇年四月二四日 就任御礼 二六四ー4

八三、松井茂

1 明治三四年一二月一二日 欧州二於ケル動静 伊藤博文 井上勝之助 ペン書

大正九年二月六日 松本博士推挙手筈 二四一ー7

大正九年二月二五日 松本君来訪 御配慮同人感謝 弁護士・明治大学方面手配 二四一ー8

八四、 松井慶四郎

1 大正五年一月一三日 欧行 八坂丸遭難救助ノ状ヲ報ズ ペン書

松方正義

年六月二四日 独逸ノ潜勢力送付謝辞 独逸ノ根本精神発起 二三五ー5

八五、 松方正作

1 明治三四年一一月一六日 伊藤博文欧洲巡遊

2 明治三四年一二月一二日 伊藤博文欧洲巡遊

八六、 松方幸次郎

1 大正一二年五月三日 賠償・物償問題ノ講演筆記ヲ贈ル 活版

2 大正一二年六月 日 「英国新蔵相ノ通貨収縮政策批判」・「良貨ノ不利益」添状活版（付）英国新蔵相ノ通貨収縮 政策批判



大正一二年五月 活版 一冊

八七、松本安正

1 大正一〇年六月一八日 原田積善会ノ近況 家庭ノ近況

2 大正 年六月二日 病気見舞

八八、松本重敏

大正七年一一月二日 父病気見舞謝辞 二二九ー7

大正七年二月二日 病気見舞宅地探索 二二九ー8

大正八年一月 四日 病気見舞宅地買入 二二九ー9

大正八年一月一八日 宅地買入 二二九ー10

大正九年二月六日 博士推薦問題岩田宙造 鵜沢総門 二四八ー7

1 大正九年三月三日 土地実見 女婿同道訪問

2 大正九年三月八日 博士推薦

3 大正九年三月一九日 往訪真鍋嘉一郎

4 大正一一年一月一二日 下田ヨリ音聞（絵ハガキ）

5 大正一二年四月二五日 函館ヨリ音問（絵ハガキ）

6 大正一二年四月二九日 小樽ヨリ音聞（絵ハガキ）

7 大正一二年四月二九日 札幌ヨリ音聞（絵ハガキ）

8 大正一二年五月一八日 俳句ヲ送ル

9 大正一二年六月四日 真鍋嘉一郎ノ訪問池田米次郎交渉星加精一推薦

10 大正一二年六月七日 池田米二郎採用

11 大正 年三月一五日 土地購入真鍋嘉一郎診断

大正 年一二月七日 浅野世話人永石へ具体案提示ヲ求ム 二二九ー11

八九、 松永敏太郎

1 大正九年三月一七日 林田亀太郎博士推薦謄写版・活版

九〇、 松野史郎

1 大正一〇年一二月二六日 音聞

松尾臣善

年九月二八日 新聞切抜送付 二一三ー2

九一、 松岡均平

1 明治四〇年七月二二日 ヘルマンニ依頼シ外国脚本調査ヲ報ズ ペン書

2 大正 五年三月二五日 父ノ病気見舞ノ謝辞

大正 九年二月二四日 松本重敏博士推薦 二四八ー4

松岡康毅

明治二八年二月九日 書面ニチハ尽シ難シ来訪ヲ乞ウ 二六一ー4

明治二八年三月 二日 意見書二気附カズ法制局引受ト思込ミ失礼県治局意見書オ届ケ願ウ 二六一ー5

明治二八年五月一日 病気見舞謝辞 古沢書面披見 事実不明 外国干渉ヨリ数日ヲ経ズ京阪地方マデ流伝オカシ 又省中意



見合ワズトスルモ不明 二六一ー6

明治二八年 月一一日 昨夜ノ内訓ハ秘密 県官ノ尽力ハ間接 表面二出ルハ拙 民心啓発ノ一方策 訓令補完ノタメ 警保局

長ト相談 追加訓令アリタシ 二六一ー3

三島通庸

明治二〇年 四月二八日 鳥居坂総裁〔井上〕邸へ案内敬承 二六四ー5

九二、 三井高保

明治三二年七月一日 （井上伯宛）三井家内部ノ事情 益田孝・中上川彦二郎へ協議二一九ー15

大正八年八月六日 銀行増資井上等尽力謝辞 二一九ー16

1 大正一一年一月二日 病気見舞謝辞

九三、 三橋信方

1 明治三四年一一月一六日 伊藤博文欧州巡遊

2 明治三四年一一月二五日 伊藤博文欧州巡遊

3 明治三五年 一月 一日 賀状（絵ハガキ）

三浦安

明治三三年六月二二日 腐蝕事件起訴 二一一ー3

九四、宮岡恒次郎

1 明治二九年六月一二日 暗号電報釈文届ケ添状

2 明治四〇年七月一四日 書物購入ノ件 清水精三郎吉田伊三郎 植原書記官

年一月一三日 米国・加奈陀弁護士協会出席朝鮮高等法院出頭近況報告 二一六ー9

九五、溝口禎次郎

大正四年一月二七日 博物館鑑査官推挙ノ謝辞 二四九ー1

1 大正七年六月二〇日 画本ヲ贈ル

大正八年二月一〇日 研師石川周八紹介 二三一ー18

大正八年四月二日 景光ノ研出来 二三一ー19

大正八年六月二一日 光起・粛白ノ二幅修理ノ件 二三一ー20

大正八年一〇月一六日 貴蔵二幅修理出来 二三一ー1

2 大正一〇年二月七日 定家切真蹟ト鑑定

3 大正一〇年六月二三日 源頼朝画像ノ鑑定

4 大正一〇年八月一二日 抱一・栗山ノ書幅偽物ト鑑定

5 大正一〇年一〇月二五日 書幅表装ノ件

大正一一年三月一六日 錦鷲図一幅送達受取 二六八ー1

九六、 水木要太郎

1 大正五年三月 九日 書幅ノ紹介（絵ハガキ）

九七、 水野錬太郎

明治二九年三月四日 病気拝曙ヲ得ズ 露国出張慶賀 二六二ー10

1 明治四〇年六月一一日 都筑馨六ヲ博士会二推薦当選ス



大正五年三月三一日 母堂逝去弔詞 二六二ー11

大正六年一月六日 興津・熱海両地気候比較 安河内知事二照会 別紙報告供覧 二六六ー5

大正六年九月二日 長女死去悼電ノ謝辞 二一〇ー10

大正七年九月九日 病気見舞 二一〇ー11

大正九年二月二〇日 病気見舞松本推薦了承 二三七ー2

桃谷音三

大正九年三月二二日 井上伯母死去弔詞 二三九ー8

九八、 森正隆

明治二九年二月一一日 （写）内相辞任 先生掛冠残念 二七二ー11

明治二九年二月二八日 露国出向壮行会出席ノツモリ 知事ヨリ帰県命アリ留守中参上 二六五ー5

1 大正七年七月五日 病気見舞 滋賀県赴任 コンノート殿下来日

大正七年一二月二五日 滋賀県知事赴任報告 二一六ー11

大正一〇年六月一二日 内務省退官挨拶 二四二ー1

2 明治 年四月一一日 教諭感謝 県政事情

明治 年九月一〇日 面晤ズ知事命ニヨリ帰任挨挨 二六五ー4

九九、森祐三郎

1 大正五年二月一六日 上京中ノ厚意ヲ謝ス

2 大正一一年二月一六日 病状等ノ近況ヲ報ズ

一〇〇、森田茂吉

明治二九年一〇月一九日 御伝言知事へ伝達 知事停車場ニテ総理へ談話 二四八ー9

1 明治三〇年四月二八日 政情ヲ報ジ忍耐ヲ求ム

明治三〇年 月二六日 （写）文部執務連絡二七二ー12

一〇一、森山慶三郎

1 大正七年六月二三日 病気見舞ノ謝辞 摂津乗艦行動

大正一一年一月二一日 新年挨拶華府会議所感 長岡春一 二六八ー2

本野一郎

大正七年四月二八日 病気辞任挨拶 二〇九ー2

一〇二、望月小太郎

1 明治二九年四月八日 欧州情勢 清ハ旅順ヲ魯へ譲渡ノ約 東亜ノ将来容易ナラズ イズレ仏都ニテ拝顔ヲ得ベシ 山県大使

大正八年一〇月二五日 病気見舞謝辞 二四八ー10

大正九年一月二九日 療養注意感謝 二二九ー1

2 大正一〇年 九月 五日 太平洋協定論 「軍備制限ト日米関係」

一〇三、室田義文

大正一一年六月四日 近況消息 二七〇ー3

1 年 月 七日 出迎時間ヲ下関二報知ヲ求ム 陸奥宗光

明治 年七月八日 書類処理大臣ノ指示ヲ求メラレタシ 二五五ー9



明治 年一二月二五日 後藤猛太郎学資ノ世話 二五五ー10

一〇四、陸奥広吉

1 明治三〇年六月二一日 栗野慎一郎ノ電報訳文ヲ送ル

2 明治三五年一月一日 賀正 当地通過ノ節八面曙ヲ得タシ（名刺）

3 大正五年一月三〇日 近況ヲ報ズ ペン書

4 大正五年二月三日 鎌倉郵便局昇格ノ件 ペン書

5 大正五年二月八日 鎌倉郵便局昇格ノ件

大正六年一月二三日 病気見舞謝辞 園丁雇入謝拒 二一九ー8

大正 年六月一九日 鶏卵贈呈 二一九ー9

6 年 月 日要用メモ

一〇五、永堀政利

1 大正一二年六月 一日 （都筑夫人宛）病気見舞馨六重態

2 大正一二年六月二三日 時候見舞

3 大正一二年六月二四日 （都筑夫人宛）贈物ノ謝辞

4 大正一二年六月二六日 病気見舞

5 大正一二年 月一四日 （都筑夫人宛）馨六病気見舞

6 大正年月二七日（都筑夫人宛）時候見舞

一〇六、長井勇

1 明治四〇年八月八日 暑中見舞（絵ハガキ）

一〇七、永井環

1 明治二八年三月二日 長野県行政事務二精進ノ近況報告

長森藤吉郎

年月三一日 犯罪成立困難 二一八ー3

一〇八、長岡外史

1 明治三四年一二月五日 日本人会案内

一〇九、中川小十郎

1 明治四二年一月二二日 （中川小十郎・愛久沢直哉連名）児玉神社維持基金寄附ノ謝辞

中橋徳五郎

明治三〇年七月三〇日 拓殖法並ニ序文ノ謝辞 二六二ー9

中居曠谷

明治三九年一一月一三日 画買上謝辞 二三一ー17

一一〇、中村富次郎

1 大正一二年三月一九日 所蔵品入札ノ相談

2 大正一二年六月五日 栗田口国久代金受取

3 大正一二年六月 日 某伯爵家蔵品入札値段



中村雄次郎

明治三九年二月二二日 例会出席 二〇四ー5

大正一〇年二月一七日 宮相辞任 二三七ー3

中西清一

大正八年七月七日 井下法学士推挙 二一六ー7

中野健明

明治二五年八月二二日 自治政論一〇〇部落手 御文面ノ趣旨ヲ以テ配布 二六四ー12

年二月一二日 令息逝去弔詞 二四三ー3

一一一、中田敬義

1 明治四〇年六月二六日 万国平和会議出席ノ件

2 大正五年三月一二日 賀古鶴所二病気治療ヲ受ク 浅田徳則子息ノ結婚式出席貴族院推薦辞退山県有朋

3 大正五年九月二六日 病気見舞荒川巳次

大正七年九月八日 寺内伯二推薦謝辞 後継内閣西園寺公望ノ呼声 二一七ー2

大正七年一一月二六日 就職ノ件 休戦祝賀会 講和使節 二一七ー3

大正七年一二月二五日 病気見舞 二一七ー4

大正八年一月一一日 西園寺侯出発見送リ 井上勝之助帰朝面会 二一七ー5

大正八年三月一二日 病気見舞角田竹冷「鎌倉日記」中都筑病状 二一七ー6

大正八年四月四日 病気回復報告 二一七ー7

大正八年四月六日 俳句 角田竹冷病死 二一七ー8

大正八年四月二七日 藤田氏往訪周旋謝辞 四男肋膜ノ報 二一七ー9

大正八年一一月二六日 欧州大戦終結後ノ危険ヲ憂慮 二四四ー11

大正九年三月二五日 病気見舞 井上侯爵ノ不幸 株価昇騰 二四四ー12

大正九年一〇月三日 音聞 野田卯太郎・山県伊三郎ノ揮毫カ 二四四ー13

4 大正一〇年八月八日 病気見舞

5 大正一〇年一〇月二五日 病気見舞

6 大正一一年七月二日 東京市会議員当選ノ事情

大正一一年七月一六日 新境涯二御来示感謝井上敏夫 二七0ー5

中山寛六郎

大正 年一〇月二三日 老公主催例会通知 二三九ー4

中島久万吉

大正八年一〇月一四日 横浜電線株処置 二一九ー14

年一月九日 御承引ヲ得古河満足ナラン 二四三ー5

根本雪蓬

明治三九年一一月三〇日 オ買上愚父作画幅清国送リ先照会 愚父渡清ノ心算カ 二三二ー1

一一二、 二宮熊次郎

1 大正五年一月三一日 病気見舞謝辞貴族院ノ近況 平井政酒賀古鶴所

2 大正五年二月三日 音問 山県有朋帰京貴族院ノ硬化 平田東助ノ活躍

3 大正年二月八日 近況音聞大隈内閣ノ命脈尽ク 平田東助寺内内閣ヲ準備ス



4 大正五年三月二日 近況報告 山県有朋病状 欧州戦況 賀古鶴所 入江貫一 平井政道

5 大正五年三月八日 村瀬秋水ノ画

6 大正五年三月一七日 近況ヲ報ズ 平井政酒

大正五年三月二七日 音問病懐ヲ報ズ 山県有朋病状 二三〇ー5

年一〇月八日 福善斎画鑑定二〇二ー7

年月一六日 二宮直方就職依頼（付）二宮直方履歴書 二三〇ー7

年月二七日 訪問厚遇謝辞 ホーヘンローエ自伝謝辞 二三〇ー6

一一三、 新納忠之介

明治三六年一一月二〇日 上京中厚遇謝辞 白石秘蔵地蔵尊売却斡旋依頼アリ 慈恩大師画ノコト 二三四ー1

明治三六年一一月二三日 白石地蔵処分ノ内情 年代考証定朝作カ 大師絵ノコト 二三四ー2

明治三六年一一月二七日 地蔵譲渡白石承諾 （付）白石書翰 新納忠之介宛 一一月二三日付 一通 二三四ー3

明治三七年二月二日 絵画紹介周旋 二三四ー8

明治三七年四月二九日 絵画買入 薩摩探元ノ筆画 二三三ー1

明治三七年五月一二日 絵画買入斡旋 戦局捷報慶賀 探元筆絵画 二三三ー2

明治三七年六月二二日 仏像斡旋ノコト 河野知事地蔵羨望 二三四ー4

明治三七年八月二七日 弘仁仏斡旋博覧会出品像買取リ先斡旋願ウ （付）杉村辰蔵売却証 一枚 二三四ー5

明治三七年九月二日 買取リ先斡旋御承諾拝謝 弘仁仏印相ニッイテ 二三四ー6

明治三七年九月八日 仏像写真送付 印相ニツッイテ 二三四ー7

明治三八年三月一六日 上京中ノ厚遇ヲ謝ス 二三三ー3

明治三八年九月一日 滞京厚遇謝辞 骨董品買入ノ件 二三三ー9

明治三八年九月一四日 東京ノ騒動心配 毘沙門天買入困難 二三三ー5

明治三八年一〇月一日 獅子頭ノ件 二三三ー6

明治三八年一一月二日 平和克復獅子頭ノコト 古写経領収書到着 二三三ー7

明治三八年二月二五日 毘沙門天買入ノ件 日韓契約成立 二三三ー8

明治三八年一二月二二日 渡韓無事帰国ヲ祝ス 毘沙門天・獅子頭台二点送付 伊藤侯韓国統監 内閣辞職 大臣就任期待二三三ー4

明治三九年四月二六日 岡倉天心・片野来地 名品探訪 二三三ー10

明治三九年六月二六日 興福寺破仏事件紛絃 益田氏落札 二三三ー11

大正四年一月二八日 飯器ノコト 二〇三ー4

1 大正五年二月二日 彫刻進行ノ状ヲ報ズ

2 大正五年二月一〇日 彫刻完成送附ス

3 大正五年三月一五日 訪問期日ヲ報ズ 伊藤博文書幅ニ印章ナシ 末松謙澄

明治 年四月二一日 画軸買入レ斡旋（付）佐藤八万次書翰新納忠之介宛四月一八日付一通 二三四ー9

明治 年六月四日 大黒天修理遅延 二三二ー18

明治 年七月一日 大黒天発送 同像ノ評価唐櫃 高村光雲 西徳二郎 二三二ー19

明治 年七月一〇日 唐櫃ノコト 奈良蔭山家売払品 慈恩大師画幅井上伯ニ如何 二三二ー20

一一四、 西源四郎

1 明治三五年一月三日 都筑随行渡欧 英国訪問好結果ヲ祝ス



2 明治四〇年九月二三日 巴里二立寄リヲ望ム ペン書

3 明治四〇年一一月二五日 賜暇帰朝ノ報

大正一〇年一一月一七日 公使任命祝詞謝辞 原敬葬儀 二三七ー14

4 大正一二年三月三〇日 欧州ノ近況

5 明治年一月一五日 牧野公使へ伝言伝達新聞送付ノコト

年四月九日 病気見舞林伯手記 伊藤博文 二三七ー13

6 年一一月九日 欧州巡遊

年月一九日 贈品謝辞 二三七ー12

一一五、 西 寛二郎

1 明治四〇年九月二八日 ロッテルダムヨリロンドンニ赴ク報

一一六、 西 徳二郎

明治三七年二月一二日 捕獲検査掛ヲ命ゼラレ帰京 二〇五ー8

1 明治四〇年六月一八日 申越ノ件取消ノ必要アラバ返電ヲ乞ウ（電信）

西ケ谷可吉

大正一〇年一二月二〇日 病気見舞謝辞 二四九ー10

新田忠純

大正七年一一月九日 新田満純墓碑再建法会執行 二一九ー13

一一七、 新田道丸

1 明治三四年一一月五日 伊藤博文随行中へ音信 家事ソノ他

一一八、 野田藤馬

大正五年四月六日 礼状 二二四ー5

1 大正七年六月二九日 病気見舞娘縁談依頼

大正一一年四月二四日 離京以後ノ報告母病状 二六七ー12

2 大正一二年五月三日 愛媛県銀行大会二参列ス（絵ハガキ）

一一九、野田卯太郎

1 大正五年二月八日 音聞俳句ヲ贈ル

2 大正七年六月二〇日 津久井竜雄ヲ斡旋ス

大正七年九月九日 病気見舞国民新聞虚報ノコト 二二八ー6

大正一〇年三月七日 病気見舞 二三六ー10

大正年一月一八日 揮毫進呈 二二八ー5

大正 年一二月二七日 面会ヲ求ム 二二八ー7

野村竜太郎

大正七年一月一三日 病気見舞真鍋嘉一郎往診 二一五ー6

大正一〇年四月八日 満鉄事件二連坐 議会ニテ党争ノ具トナリ遺憾 二三九ー2

野村靖

明治二四年二月一七日 王位論・憲法解釈論返却 国家論著述アレ 二五六ー7



明治二八年九月 六日 高田後任ニ後藤新平 香川・岐阜県治ゴタゴタ 井上伯帰朝待望 二五六ー14

明治二九年二月二七日 山県随行欧行決定一安心 二五六ー8

明治二九年七月二九日 無事帰朝御土産多謝 二五六ー13

明治二九年一〇月七日 航海奨励法ニヨリ奨励金額多額ニ上リ懸念 法律修正ノ要 改正ノ要処不明ニテ困却 仏国法案ヲ

参照要点明示願ウ 二五七ー1

明治二九年一〇月一〇日 我奨励法ハ船数増加主義 仏等ノ主義如何 我法予算建テ難ク困却 法改正ノ方法 経済上ノ諸点

ヨリ一工夫願ウ 今議会二提案シタシ 二五七ー2

明治二九年一一月一二日 宮内大臣提出書面黒田議長へ差出シ然ルベシ 土方自身カ貴兄又ハ田中カ大臣ト談合アリタシ

二五七ー4

明治二九年一一月一四日 御紙面ニテ安心 慎重処理ヲ要望 命令ニヨリ動クトノ主意捧持アレ 二五七ー5

明治二九年一二一月一六日 松方ヨリ返書未到残念 御進退伺イソノ要ナシトノ御沙汰土方ヨリ聞ケリ 二五七ー6

明治二九年一二月三〇日 新聞等取締ニツキ仏国上院ノ決議 独国議会提出条項等翻訳送付願イタシ 貴族院議員ヨリノ

依頼ナリ 二五七ー7

明治三〇年一月一二日 今夕来訪ヲ待ツ 二五七ー3

明治三〇年四月二九日 森田ヲ経由蜂須賀文相ノ意見ヲ聞クニ文相モ同意見 森田ヨリ承知ナラン 老兄又ハ安広ヲ以テ

更迭スルハ習風一洗ノ目的 毀誉ニ関セズ大事成就が肝要 二五六ー10

明治三〇年五月三〇日 吉田庫三兵庫県学校長辞退 二五七ー11

明治三四年九月一八日 脱党決行ヲ希望 満洲・朝鮮処分問題 二〇二ー5

明治年二月二五日 穂積八束人物調査問合セ 二五七ー8

明治 年三月六日 鉄道議事規則二抵触セズソノ他事実無根新聞記事ノ出所モ判明 二五六ー99

明治 年三月一五日 嫁入仕度ニツキ打合セ 二五七ー9

明治 年四月一二日 結納式挙行ニツイテ二五七ー10

明治年五月一四日 御内話ノ件急ニハ行イ難カルベシ 二五六ー11

明治 年五月二七日 委員会・議場ニテ両伯ヲ侮辱暴言二対スル政府態度二五六ー12

明治 年六月四日 晩餐招待 二〇五ー5

明治 年六月二八日 見舞謝辞 荷物差出 二五七ー12

明治 年一〇月二七日 書翰謝辞二五七ー13

一二〇、 野崎広太

1 大正五年三月 六日 病気見舞病状ヲ報ズ 井上馨墓建設委員会伊藤博精

大正七年九月 七日 病気見舞 二二三ー7

2 大正一三年一二月二五日 （有賀長文宛）都筑馨六伝ノ編纂史料ヲ送ル

一二一、 野島福次

大正一一年三月二八日 学校選択ノコト 二六八ー9

1 大正一一年一〇月二〇日 都筑家ヲ無断デ退職ス

2 大正一一年一〇月二三日 （小林市太郎宛）都筑家ヲ無断デ退ク

大江卓

明治三七年九月二二日 京城ニ赴任韓国内廷事情 伊藤博文招聘問題 （付）鈍作署名書翰 大江宛 韓廷内情探索 報告九月

五日付 一通 二二八ー1



明治三七年一〇月二二日 伊藤博文招膀ニ関スル韓国内廷事情 玄夫妻淳貴妃 関泳縞 李載克 二二八ー2

明治三八年二月二四日 （写）伊藤侯着韓韓廷空気一変ノヨシ 新条約発布内治ノ改革高望ノ人総顧問ヲ必要トセン 顧

問官・参与官設置ノ際ハ韓国七年ノ経歴アル自分推薦願ウ 二七二ー3

一二二、 荻野万之助

1 明治四一年一月八日 帰朝祝詞

一二三、 小原吉之助

1 大正一〇年一〇月二日 訪問謝辞

大正一一年五月一四日 建物修理ノ件 二六八ー8

2 大正一二年五月二九日 日常家事等

3 大正 年三月二三日 音聞

4 大正 年五月二四日 病気見舞 書幅相談ス 清野長太郎 野崎広太

5 大正 年五月二八日 病気見舞 有賀長文

6 大正 年六月一五日 （沢田章宛）電話ノ旨鎌倉へ伝達

7 大正 年一〇月二〇日 書生都筑家々出ス

8 大正 年一二月八日 病気見舞海苔値段

大橋翠石

大正八年九月二日 （金子堅太郎宛）画応需 二〇七ー7

大正八年九月一六日 病気見舞 画作依頼謝辞 二三一ー12

大正八年一二月二五日 贈品謝辞 注文画オ届ケ 二三一ー13

岡実

大正九年二月一六日 帰朝挨拶 松本重敏博士推薦 二四八ー2

岡百世

大正五年五月一一日 古沢滋作詞出典 宋史滄浪亭記 二四八ー13

大正九年三月四日 御下問ノ書目中拙蔵書籍供覧書目解説 二四八ー14

大正一一年六月一日 三井高辰逝去供物ノ件報告 二六七ー11

岡倉覚三

明治三七年一月七日 本願寺残額送リ済了承 二三一ー2

年一二月二七日 贈品謝辞 酒井抱一絵〓識 二三一ー1

岡野敬次郎

明治三九年一一月二七日 下岡忠治秋田県知事任命 武井・上山満之進ノ人事 二一三ー7

岡崎邦輔

大正二年一一月一八日 不在謝辞 二二八ー8

大正七年 月八日 病気見舞 二二八ー9

岡崎正也

大正一〇年 二月 五日 近火見舞謝辞 二四八ー3

一二四、奥田竹松

1 明治三四年一〇月六日 ウイン赴任ヲ報ズ ペン書



大正一一年八月一九日 近況消息 二七〇ー8

大正 年三月八日 下命ノ品好便オ届ケ 二四五ー8

大正 年七月八日 寺崎広業展覧会 二二四ー12

大倉喜八郎

明治二〇年五月二四日 井大臣帰京日問合セ 二六五ー10

明治二〇年五月二九日 大臣帰京 横浜迄オ迎エスベキトコロ前約果セズ オ詫ビ願ウ 二六五ー11

明治二〇年五月二九日 本日大臣帰館 オ出迎エノ後光来アリタシ 二六五ー12

一二五、恩田鉄弥

大正八年八月四日 病気見舞 二一八ー6

大正二年七月二一日 植木ノコト 二七〇ー14

大正一一年八月一〇日 植木ノコト 二七一ー1

1 大正 年七月二五日 音聞井上馨

大正 年一二月一一日 温州密柑 二四二ー9

一二六、小野田元煕

1 明治二九年四月九日 板垣退助入閣 知事ノ交迭 原保太郎 北垣国道 井上勝之助

明治二九年五月二一日 地方官会議 御料局鉱山払下問題 井上伯山口発興津ニテ地所購入 大隈・松方・後藤同盟ノ説 二

四〇ー10

大正七年一一月二〇日 シベリア還送軍隊訪問出張 大演習出張 江木衷重患 二一五ー15

大正七年一一月二六日 病気見舞 江木衷病気 二一五ー14

大正七年一一月二七日 地所買入 二一六ー1

大正七年一二月二五日 病気見舞謝辞 二一六ー2

年一二月七日 北海道答弁書大臣提出 古物商法案意見反対 二一五ー13

一二七、 大栗磯二

1 大正一〇年五月三日 邸内住宅設計 ペン書

2 大正一〇年六月一二日 鎌倉別邸用ポンプ入手云々

3 大正一〇年六月二八日 手押ポンプヲ送附ス

4 大正一〇年一一月二九日 訪問謝辞

5 大正一二年四月 四日 音問

6 大正一二年六月二四日 別邸増築

7 大正 年三月二一日 邸宅増築（断簡）

8 大正 年一一月二九日 邸内樹木

大森鍾一

年一〇月一七日 病気見舞大学行啓配意感謝 二三六ー11

大岡育造

大正七年五月一日 津久井身上報告 二二八ー4

明治 年一〇月 三日 鉄道抵当法案返却 二二八ー3

大島健一



大正四年一二月二四日 家職候補者推薦 二三七ー4

大正八年一月二六日 青島占領四年ノ発展 二〇九ー6

明治 年一一月二八日 山県有朋病気招待返事欝路 二〇四ー4

大正 年一一月二六日 欧洲出兵不可能政府モ同感 二〇九ー5

太田稲主

大正五年四月二三日 新田満純墓碑建設調査 二一八ー4

一二八、 大鷹正次郎

1 大正五年二月四日 学資受取報知

2 大正五年三月五日 学資受取

3 大正一〇年七月二一日 ハナムケ受取

4 大正 年三月二一日 伯林ヨリ音聞（絵ハガキ）ペン書

大谷光瑩

明治三六年一月一日 井上本願寺世話謝辞光演改悟云々 二一九ー5

明治三六年二月二〇日 小松宮病気 井上東本願寺整理斡旋二同行依頼 二五〇ー3

明治三六年六月一日 （大谷光蛍・光演連名）井上本願寺財務整理謝辞 安楽顧問官.白石会計部長招膀 二一九ー6

一二九、 大谷光演

1 大正一二年三月 日 大谷光蛍死去弔詞ノ礼状活版

一三〇、大浦兼武

明治二八年一月一三日 山田幹処分水害一件古市技監石州出張調査 臨時県会開会ヲ希望 二六二ー12

明治二九年九月八日 高見適中 柏田盛文探索 清浦不在ニテ会ワズ 佐藤暢着京セバ明朝判明セン 二六三ー3

明治二九年九月一〇日 ソノ後ノ形勢如何 柏田・佐藤・松伯二聞クトコロ大蔵ノミ確保ノ趣 首相ハ西郷予定ノ模様 白根・品

川ハ松方・大隈ナレバ出デザル模様 御工夫ナキカ 二六三ー4

明治二九年九月一三日 本日井伯二御面会カ 参上オ伺イイタシタシ 二六一二ー5

明治二九年九月二五日 文部決定セズ 桂一件ニテ大騒動 平田ノコトハ元ノママ 二六三ー6

明治二九年九月二六日 黒田ノ法制局ヲ本官枢密兼務ノ平田追出シ策 結局平田枢密二止マリタルハ山県・白根ノ筋書 賢台ヲ吾

党が推スハ国家ノタメ 今ニシテ退陣論ハ閉口 蜂須賀文相未ダ決定セズ 議長ハ近衛 二六二ー14

明治二九年九月二六日 平田枢密ダケヲ受ケ 首相ハ貴兄ヲ持込ム手筈 只今談判中ノ筈 二六二ー15

明治二九年一〇月二五日 ソノ後形勢伺イタシ 榎本転任ハ如何 樺山内相演説新聞論説奇妙 山口県下郡衙移転騒動 二六三ー7

明治二九年 月一五日 内報拝承 高説ノゴトクナレバ近日出産カ 産後ノ病イ困難ナラン 小生ハ出産困難ノ観測 目白二帰セザレ

バ天下難治 内田山奮起ヲ待望 陸軍内定ノ桂変更ノ気配野村心配 二六三ー2

大正四年九月一日 来訪謝辞 井上馨重態見舞 二三五ー15

1 大正一〇年 九月二七日 音聞

明治 年五月一三日 訪問時刻照会 二六二ー13

明治 年九月一八日 病気見舞スッポン贈呈 二〇八ー2

明治 年一〇月三日 内相ノ方着手中 平田ヨリ拒絶伝承 貴兄全権公使ハ大賛成 君ハ将来ノ外相 二三大国公使歴任至極妙

ナレドヤムヲ得ズ 予算ハ海軍ダケ調査中 二六三ー1



一三一、 大屋幾久雄

1 大正一二年 五月一九日 亡父弔問ノ礼状 活版

小沢富然

大正九年三月二〇日 病気見舞 骨董 故福原栄子弔慰謝辞 二四九ー7

李家隆介

明治二九年 一月二一日 転任ニツキ配慮感謝 彼ハ薩人ナレド同窓協調ニ自信 奉務所信 二六五ー2

大正一〇年一一月一八日 下関港修築問題 二四〇ー11

西園寺公望

大正七年四月一三日 西伯利亜出兵可否論 首相・外相病気二〇六ー2

大正七年九月二八日 大命降下拝辞 二〇六ー1

大正九年六月五日 揮毫添状 二三五ー4

大正一〇年一二月二五日 首相凶変二善後策 摂政御就任終了 華府会議大所ヨリ見レバ前途二希望 二六六ー1

明治 年一一月一六日 応需贈詩 二五五ー8

年三月二二日 揮毫ノ件 二〇六ー1

西園寺八郎

大正七年一月七日 贈品謝辞 二一六ー14

大正八年一月八日 従四位勲五等ノ嘆二一六ー13

大正九年一月一日 オ申越シノ件興津へ伝達セン 二四二ー6

大正一〇年二月一六日 洋行挨拶 二四二ー7

斎藤修一郎

明治二八年四月二〇日 （写）平和条約締結前途好手腕ヲ要スル時機改革事業ノ見込ナキニ親父ヲ労スルハ無益親父二

秘シ内議ノ計画 二七二ー7

明治二九年八月五日 帰朝慶賀 政界形勢非 首相少々ブランデー過ギズヤ 二六四ー6

一三二、 斎藤達三

1 明治年月一九日 畔上楳仙住職任命ノ件

一三三、 坂田重次郎

1 明治四〇年七月一日 書物買入ノ件 ペン書

2 明治四〇年七月九日 本日郵送 代金纏メテ送付願ウ（ハガキ） ペン書

3 明治四〇年七月一三日 音信 小林大使大陸旅行（絵ハガキ）

4 明治四〇年九月一九日 送金受取ル（ハガキ） ペン書

5 大正七年五月一八日 音間馬徳里ノ近状報ズ（絵ハガキ） ペン書

一三四、 阪谷芳郎

明治三六年五月二日 政友会増税案二代ルニ借金政略ハ国家ノタメ不利益 二〇〇ー7

大正九年二月一七日 松本重敏選挙尽力セン 二三六ー7

1 大正九年三月六日 （阪谷芳郎他四名連名）法学博士推薦ノ件 添田寿一 山崎覚次郎 佐野善作 塩沢昌貞 謄写版

2 大正九年三月一〇日 （阪谷芳郎他五名連名）服部文四郎ヲ法学博士ニ推薦ス 添田寿一 加藤正治 花井卓蔵 小川郷太郎 塩沢

昌貞



大正一一年四月四日 公正会ヨリ脱会者ヲ出スハ遺憾会内一同万難ヲ排スノ意気 二六六ー3

大正一一年四月七日 公正会脱会組研究会ト連合親和会ヲ組織公正会破滅ノ陰謀某大臣等援助 将来ノ禍根警告ヲ発シ置

ケリ 協同会・公正会ニ後援願ウ 二六六ー2

桜井錠二

大正七年六月六日 ロンドン国際学士院代表者会議出席ノ報 二二六ー5

一三五、 桜田助作

1 大正一〇年一一月二七日 病気見舞華府会議後ノ不況対策意見 ペン書

鮫島武之助

大正一一年一月一七日 賀正 病気見舞謝辞病気見舞 二六六ー6

三宮義胤

明治三七年一二月二八日 病気見舞礼状 二〇五ー10

明治三八年一月二二日 八田氏ノ件東伏見宮へ歎願 二〇五ー14

一三六、 三遊亭円遊

1 明治三九年七月 日 （三遊亭円遊他五名連名）円朝七回忌ノ案内 円右 小円朝 円馬 円喬 藤通二周 活版

三条実美

明治 年六月一五日 来訪日時通知 二三五ー1

佐々木信綱

大正六年一二月二九日 謝辞 二三〇ー2

佐竹義準

大正二年七月二一日 阪谷・船越二伝言両人感謝漢詩 二六九ー8

一三七、 佐藤愛麿

1 明治四〇年一一月一五日 蘭国ソノ他ト全権委任ノ有無ノ交渉始末（附仏文）

一三八、 佐藤三吉

1 大正七年六月八日 音聞学長就任

一三九、 佐藤安次郎

大正一〇年 四月 四日 大陽里山林管理報告 二四二ー11

1 大正一〇年七月一〇日 地主会心費

2 大正一〇年 九月一六日 小作料送附

3 大正一〇年一〇月一一日 朝鮮ヨリ小作料送金

4 大正一〇年一〇月一九日 謝金受取

沢田章

大正八年七月二七日 病気見舞 二三〇ー14

大正二年七月二四日 音信 二七〇ー9

一四〇、 関口四郎

1 大正一〇年 九月二八日 土佐光起三幅対価格相談

2 大正一〇年一〇月 四日 紹介ノ迷惑ヲ謝ス



千賀鶴太郎

大正九年二月一八日 松本推薦当大学出来ザルノ事情 二四七ー9

大正九年三月二三日 松本推挙ニ関スル京都大学ノ内情 二四七ー10

大正九年四月一日 博士推薦実現セズ残念 二四七ー11

大正一一年一月二〇日 岡松参太郎逝去 学士院会員欠員補充ニ自分推薦願ウ 二六六ー13

大正一一年一月二五日 病中ヲ知ラズ依頼寛恕ヲ乞ウ 山県公大患トカ養生ヲ願ウ 二六六ー12

大正一一年三月二一日 病気見舞 推薦依頼 二六六ー11

千家尊福

明治二八年一一月二五日 井上伯帰京 県会多忙ニテ失礼 自由党提携ヨリ首相進退風評 二三六ー4

明治二九年二月二八日 俄カノ御辞職驚樗 江木茨城転出 政界ノ動静如何 東京日々井伯ノ記事不可解 近々露国出向ノヨ

シ珍重 二六三ー12

明治四〇年八月一二日 平和会議委員引受祝詞 二〇八ー11

明治四一年一月一四日 帰朝祝贈呈 二〇八ー12

明治四一年八月九日 授爵祝辞 二〇五ー11

明治 年二月一七日 中田憲信起案ノ法案金子堅太郎ヨリ廻付 別紙法案 二〇八ー9

明治 年七月一二日 名画御礼 二〇八ー10

明治 年一一月六日 小畑辞表提出本人志望ハ宮中顧問官又ハ宮内省二相当ノ任大臣へ其旨伝工尊台モ配慮願ウ 二六一

二ー13

明治 年一二月二六日 出京通達県会紛議 議員改選多忙 出京見合セ 二三六ー5

千頭清臣

明治三六年 八月一二日 夫人病気見舞 面暗ヲ得タシ 二四〇ー3

明治三六年九月六日 鹿児島県下山林処分 木材支那輸出ノコト 銅山 小松原入閣セバ後任ニ入社高説如何 二二〇ー11

明治三六年九月二四日 大阪事情判明小原二利益ナク取消 三池ヨリ技師来リ大島へ出発 調査結果ヲ待チ申上ゲン古島

ニ他意ナシ 陸不日帰京 日本新聞貴兄ニ不都合ナキョウイタスベシ 二四〇ー2

一四一、 柴毅

1 大正 五年三月一一日 薬代受取

大正 年七月一四日 配慮謝辞 二二七ー14

一四二、 柴田駒三郎

1 明治四〇年九月二一日 音問 ペン書

大正五年五月三〇日 病気見舞 歓待謝辞 二一六ー8

渋沢栄一

明治二一年一月八日 西園寺威太郎留学 米国大学校入学ニ決定 二六五ー8

明治三六年三月一〇日 病状報知 伊藤渡韓随行 二一九ー17

明治三九年一〇月 二日 独代議士来遊歓迎ノ件 二〇二ー6

大正 五年四月二一日 正雄病気見舞ノ謝辞 二四二ー12

大正 五年四月二四日 正雄病気見舞ノ謝辞 二四二ー13

一四三、庄司甲一



1 大正一〇年一〇月九日 病気見舞 三井社員淘汰

一四四、庄司松太郎

1 大正一〇年一〇月一六日 周旋ヲ謝ス

島村速雄

明治四一年八月四日 叙爵祝詞 二〇四ー3

大正六年九月三〇日 音聞 二〇九ー7

大正九年 九月二七日 新見正興日記英訳書 榛名砲塔ノ変事 二三七ー6

大正九年一〇月 五日 フライシャー手記拝受 二三七ー7

大正一〇年十二月二二日 華府海軍軍縮会議 八八艦隊 米国案 日英米比率 三全権会談 米案承服ノ交換条件 二三八

清水清三郎

大正一一年五月一〇日 建物修理ノ件 ペン書 二六八ー10

清水澄

大正一〇年二月一八日 亡父弔詞謝辞 二四二ー3

大正一一年一二月二〇日 密柑御礼 二六九ー16

下村観山

明治三五年九月二三日 欧州留学周旋謝辞 二三一ー11

志村源太郎

大正一〇年四月一五日 関口四郎金融調査報告 二四三ー9

品川弥二郎

明治二四年七月四日 官吏社会腐敗ニ対シ内訓考エタシ 草按依頼 二五六ー6

明治二五年三月二四日 僧侶神官ノ争論 神官教会ノ処置 古沢滋 高崎五六 二五六ー1

明治二五年四月二日 神官僧侶ノ紛議 神宮一条調査着手ノ由 小山田死去 教会顧問高崎五六暗躍 彼ノ手段二陥 ラヌヨウ処分ア

リタシ 二五六ー2

明治二五年 四月一八日 自治行政論印刷部数 雑誌国光掲載 華族論 外務云々虚説カ 林退職スルモ軽挙勘考アルベシ 二五六－5

明治二五年五月一六日 民政論オ持タセ拝謝 今日ノ議会ハ関カ原 干渉論ハ何新聞二廻サレタルヤ 二五六ー3

明治二五年五月一八日 民政論余部ヲ求ム 二五六ー4

明治三〇年二月九日 佐々友房渡支洋行面談アリタシ 白根専一病気 二五五ー12

明治 年三月一八日 民政論・自治行政論残部問合セ 二五五ー13

一四五、 篠野乙次郎

1 明治四〇年七月一二日 平和会議 日米関係 ペン書 （付）新聞切抜 一葉

2 明治四〇年八月一二日 ブタペストヨリ音信（絵ハガキ） ペン書

白根専一

明治 年六月五日 明朝来訪ヲ求ム 二五九ー11

白仁武

明治二九年五月一五日 大使一行御苦心拝察 板垣入閣後政界事情 二四〇ー8

添田寿一

大正九年二月二六日 答書 二四三ー4

桑門志道



明治三六年一月二二日 （藤田伝三郎宛）本願寺整理調査問題内局会議 二二二ー2

明治三六年一月二六日 （藤田伝三郎宛）本願寺整理問題 内局日誌写 二二二ー5

園田孝吉

大正 七年一二月 日 祝詞ノ謝辞 二二〇ー15

大正 年九月一八日 自家栽培梨ヲ贈ル 二四二ー15

一四六、 末広清次郎

1 大正五年三月六日 井上馨墓所案ヲ報ズ

2 大正五年三月六日 井上三郎結婚

末松謙澄

明治年月日 朝顔御礼 二五九ー6

明治年月日 オ申越シノ件行違イガアルカ 自分裁可ヲ求ムルノ位置ニナク 閣議ニテ伊東書記官長ヨリ発言アリ 自分内

相トモ主意同感 裁可ノコトハ書記官長各大臣ノ決判ヲ得ルノ必要アリ 自分依托ニヨリ持参シタルマデナリ 二五九ー7

明治 年 月 日 番号取極メ受験者ガ聞込ミタル事実ナシ 二五九ー8

明治 年 月 日 都筑兼吉新聞ニツキ懇談アリ 隣国旅行出発 貴君聞取リ都合ニテ内相ヘオ話願ウ 二五九ー9

明治年月日 内報感謝 松方内閣崩壊ニ 自分言動関係アリノ感触松方伯ニアラン 従ツテ御厚意ヲ空シクスルコトハ避ケ

タシ 二五九ー10

末松生子

大正一〇年二月二六日 病気見舞 春彦結婚祝謝辞 二五一ー3

一四七、 末松偕一郎

1 明治四〇年八月一一日 日清交渉未ダ解決セズ（断簡カ） ペン書

杉孫七郎

明治二八年五月二五日 井上伯病気貴兄渡韓ノ件 別紙電報ニヨリソノ必要アルマジトノ山県伝言ナリ （付）診断書 電

文 二六〇ー12

明治二九年一月六日 御配慮ノ一条先方所望ナレバ拙家申合イ返答イタスベシ 二六〇ー11

明治二九年一月九日 松子縁談 河村金五郎 井上馨 二六〇ー7

明治二九年二月二七日 山県大使随行露国行キ多忙拝察 図書頭帰朝後モ担任願イタシ 結婚一条オ陰ニテ進捗 竹二郎・

梅三郎留学先ノコト 勝間田知事河村人物推賞安心 二六〇ー10

明治三〇年五月二一日 河村金五郎身上本人都下奉職ヲ希望 貴君ヨリ平田書記官長ヘ申達伝聞 小生ヨリモ品川ヘ依頼

セリ 二六〇ー8

明治三〇年六月六日 栄転慶賀 河村金五郎枢密希望 今一応考慮願ウ 品川ヨリ平田ヘ依頼セリ 二六〇ー9

明治三〇年七月一日 松子女児分娩金五郎転任ノ件 ソノ後ノ様子問合セクレトノ依頼 書記官長ヘオ尋ネ一報願ウ二六

〇ー13

明治三五年 一月一〇日 伏見宮洋行費別紙 有馬伯ハ小松宮随行ナレバ費額不明 二六一ー1

明治三七年五月二五日 藤田返却要求伝達 二〇五ー4

明治三八年一一月八日 伊藤特派大使韓国派遣随行 二〇一ー1

明治四一年一〇月二四日 病気見舞 二〇二ー8

大正二年八月一二日 世外鎌倉静養 二〇二ー4



大正四年四月一六日 老母病気見舞 井上馨園遊会 二〇〇ー5

大正六年三月一七日 病気見舞 二〇七ー8

大正年一〇月一五日 病気見舞 二〇七ー13

大正 六年一〇月一五日 病気見舞 二〇七ー14

大正 七年一月二七日 病気見舞 二〇七ー9

大正 七年一一月二二日 病気見舞 二〇七ー11

大正 八年 一月 六日 病気見舞 二〇七ー12

明治 年五月八日 杉梅三郎ノ件 二〇五ー1

年一月一六日 音聞 二〇三ー3

年二月五日 礼状 二〇三ー7

年三月一三日 病気見舞 二〇七ー10

年月日戯画歌 二〇一ー11

一四八、 杉村虎一

1 明治三四年一一月一〇日 外相ラムスドル伯藤侯来遊ヲ希望 栗野駐露公使任命ノ件

2 明治三五年一月六日 都筑随行渡欧 当地外相伊藤侯面会希望ノコト

一四九、 杉山四五郎

明治二八年一一月一九日 面会謝辞 本省転任依頼 二六五ー1

1 明治三四年九月 二日 欧州政局ノ近況ヨリ本国ノ前途ヲ思ウ ペン書

2 明治三四年一一月一四日 欧行ノ祝詞

鈴木華村

年一〇月三一日 珍菓謝辞 二三一ー15

田所美治

明治二九年 三月 四日 露国出張ヲ送ル辞 二六四ー15

大正 七年九月二六日 貴族院議員拝命祝電謝辞 二一三ー1

高田慎蔵

大正五年三月三一日 母堂死去弔詞 二六五ー13

大正五年五月一一日 病気見舞謝辞 病状報告 二四三ー6

一五〇、 高橋三郎

1 大正一〇年一〇月二九日 三井就職ノ件 有賀長文

2 大正一一年一月一六日 厚遇謝ス

高橋作衛

大正 九年二月二一日 松本重敏博士推薦 江木翼 板倉卓造 牧野義智 二四七ー7

一五一、 高橋義雄

1 大正一二年三月 日 徳川家蔵什品展覧案内 活版

一五二、 高平小五郎

1 明治三四年一〇月三日 （伊藤博文宛） （英文）伊藤博文ノ詰問ニ答ウ ペン書



2 明治四〇年一一月一九日 皇帝謁見ノ件 伊藤博文伊国王謁見ノ例

一五三、 高石真五郎

1 大正 年六月五日 亡父弔慰ノ謝辞

高根義人

大正九年三月五日 松本重敏博士推薦 二四八ー5

一五四、 財部彪

1 大正一二年六月 日 海相就任ノ挨拶 活版

高島張輔

大正七年九月一〇日 病気見舞 二一五ー9

明治 年一〇月二九日 某氏手跡ノコト 二一五ー7

明治 年 月一五日 画幅鑑定 二一五ー8

一五五、 武田千代三郎

明治三六年二月一五日 山県長官ニ選挙干渉ノ事情説明 中央新聞記者ノ追及ヲ受ケ困却 二四O15

明治三六年六月二〇日 左遷ヨリ休職希望 原田告発 豊永贈賄 二四〇ー6

1 大正一一年六月九日 深見某ノ近況

明治年二月九日 自分進退内陳二〇四ー8

竹越与三郎

年五月二七日 音聞二三〇ー1

一五六、 武井友貞

1 大正一〇年六月八日 画幅費買 永戸思孝

竹内盧風

年 月 日 絹本受取 二三一ー16

滝本誠一

大正 九年 二月二三日 松本重敏博士推薦敬承 二四七ー13

一五七、 滝尾達也

1 大正一一年一月一八日 亡父弔問ノ謝辞

一五八、 田村鎮

1 大正五年二月七日 邸宅工事ヲ報ズ

2 大正五年一〇月三日 邸宅修復工事

大正 年七月二七日 建築ノ件 二七一ー4

一五九、 田村直臣

1 年八月四日 友人ヲ紹介 妹尾房四郎書翰同封 川島才兵衛ペン書

一六〇、 田辺新之助

1 大正一二年三月 日 鎌倉高等女学校卒業式案内 活版

大正年一月二〇日 菓物恵贈御礼 二二四ー8



棚橋一郎

明治二二年 九月 日 （写）条約改正一件御苦心ナラン（後文欠） 二七二ー8

一六一、 田中文蔵

1 大正五年二月一五日 唐筆ノ事ニツイテ謝辞

大正九年三月一六日 庄司甲一紹介採用応答 二四五ー3

大正九年四月五日 庄司君本店機械部採用 二四五ー4

大正一〇年二月二五日 男成文死去ノ弔電並ニ香典謝辞 二四五ー5

大正一〇年四月一三日 寺田素海外勤務ノ機会 二四五ー6

2 大正一〇年五月二八日 自動車ノ世話

3 大正一〇年六月一日 筆墨ノ支那注文

大正 年一〇月一三日 病気見舞庄司甲一ノコト了承 二四五ー7

一六二、 田中銀之助

1 大正一〇年六月一〇日 王子製紙旧株買入

2 大正 年五月一八日 日本ペイント製造ノ株費却

田中不二麿

年六月二一日 貴音謝辞二〇八ー1

一六二、 田中稲城

1 大正 五年二月六日 和歌ヲ評ス

田中光顕

明治二九年九月一八日 矢土勝転任依頼 二五八ー1

明治二九年一一月一四日 例ノ一条当方請求通リ決定 二五八ー2

田中頼章

明治三六年一二月二七日 金受領 二三一ー14

一六四、 田中次郎

大正六年二月一二日 身上教示感謝 ソノ他雑件 二二三ー11

大正八年一月四日 甲州名物恵贈御礼 二二三ー10

大正一一年八月一日 音信 ぺン書 二七〇ー7

1 大正年月日 音聞（絵ハガキ）

一六五、 谷伊兵衛

1 大正五年一〇月一四日 蒲原町ノ病気見舞

谷了然

明治三六年一月二六日 （石川舜台宛）本願寺問題 免役務辞令書ニ関スル顛末書 二二二16

立作太郎

大正八年九月三〇日 出発並ニ帰朝祝謝辞 二一四ー8

大正九年二月二〇日 松本重敏博士推薦了承 二四七ー12

竜居頼三



大正年一月三一日 杉野史郎就職ノ相談野田俊作 二四四ー10

田島信夫

大正七年一二月 一日 病気見舞謝辞 二二四ー10

一六六、 寺田泰

1 大正一二年一月一九日 木股トキ子縁談 佐々木光枝

2 大正一二年一月二五日 書類ヲ返却ス

寺崎広業

明治三七年三月六日 画譜出版 伊藤博文額字依頼 二一二一ー3

大正七年二月二八日 病気見舞 児ノ死去弔詞謝辞 二三一ー4

寺崎遜

明治二二年一一月二一日 （写）山県大臣横浜安着 政界ノ大混雑ニ捲キ込マレ大多忙 帰国後ノ景況身辺消息 二七二ー

9

一六七、 寺崎武男

1 明治四〇年六月二四日 伊国ノ政情（絵ハガキ） ペン書

2 明治四〇年一一月三〇日 絵画買入 ペン書

大正八年一二月二八日 法隆寺画禅居士拝受 三十日出帆予定 二三二ー3

3 大正一二年四月二八日 額縁注文（ハガキ） ペン書

4 大正一二年五月二五日 病気見舞（ハガキ） ペン書

5 大正 年四月二六日 病気見舞 額縁買入

6 大正 年五月一三日 （夫人宛）養育係ヲ推薦

7 年五月一三日 掛物 夫人病気見舞

寺内正毅

明治三九年二月二二日 短刀拝見 昇級祝詞謝辞 二〇一ー2

大正四年九月一一日 井上馨薨去 政海修復大慶 支那帝政変更カ 二宮渡鮮待望 二三五ー7

大正六年二月一三日 病気見舞議会解散 二〇六ー4

大正六年四月二二日 病気見舞総選挙二〇六ー5

大正七年四月一八日 病気見舞 病気見舞謝辞 二〇六ー7

大正七年一一月二四日 病気見舞 病気辞任報知 秋月子爵ノ件 二〇六ー8

大正八年一月二二日 病気見舞 二〇六ー9

明治 年一二月二二日 緊急勅令ヲ枢密院ニ付ス 二〇四ー9

明治年月一八日 意見提出済内議ニヨツテハ延引ノ用意 二六〇ー1

大正 年八月三日 欧州情勢減税ヲ許サズ 挙国一致政策ノ必要 後藤新平書状来着 二〇二ー2

大正 年一一月 一日 病気見舞 夫人病気見舞謝辞 二〇一ー6

一六八、 力石敬一郎

1 大正一一年六月七日 音聞

東郷茂徳

大正一一年三月三〇日 贈品御礼結婚高配ニアズカリ感謝 二六七ー10



床次竹二郎

明治二九年八月一七日 転任挨拶 帰朝祝 二六二ー7

明治三〇年六月一九日 桜桃贈呈 二六二ー8

徳川家達

年二月一三日 拝借書返却 二三五ー3

一六九、 徳川頼倫

1 大正九年三月二二日 病気見舞謝辞 活版

一七○、 徳富猪一郎

1 明治四一年一月八日 帰朝祝詞 通信員紹介（電信）

大正六年九月二日 病気見舞 活躍ヲ望ム 二二九ー15

大正年一〇月九日 面会謝辞 二二九ー14

富井政章

大正九年二月一八日 松本重敏博士推薦 二四七ー2

大正九年二月二八日 博士推薦ノ協議 二四七ー3

大正九年三月 六日 博士推薦ノ協議 二四七ー4

戸水寛人

明治三〇年 六月二〇日 訪問礼状 二六四ー10

大正九年二月四日 松本重敏推薦賛成 二二八ー11

富谷銑太郎

大正八年三月七日 母死去弔意謝辞 二三三ー8

大正九年二月二〇日 松本重敏博士推挙了承 二四七ー5

大正一〇年六月一一日 転任祝電謝辞 二四七ー6

大正一一年二月二七日 貴族院議員拝命祝電謝辞二六六ー10

鳥越貞敏

明治三六年二月二八日 東本願寺問題 万朝報記事 老伯ノ意見伺イタシ 二五〇ー5

坪野平太

大正一一年七月一〇日 病気見舞二七〇ー1

坪谷善四郎

大正八年七月二日 揮毫御礼 大橋図書館援助謝辞 二二四ー6

大正一〇年一月二二日 図書寄贈謝辞 大橋図書館改築 尾崎紅葉・大橋乙羽蔵本ノ寄贈 二四九ー3

一七一、 津久井利行

1 大正七年六月二一日 資治通鑑買入 桂園一枝買入

大正八年二月七日 姪死亡弔電謝辞 病気見舞 二一八ー2

2 大正一〇年八月一六日 次男病状ヲ報ズ

3 大正一〇年九月二五日 長男死去ノ弔意ニ謝辞

4 大正一〇年一一月二六日 （津久井季子書翰 都筑夫人宛）次男病状

大正一一年一〇月八日 音信 二七一ー2



5 大正一二年 四月 三日 音問 現内閣ハ安全カ

津久井省己

大正一〇年四月七日 藤井操診断報知 二四六ー6

大正一〇年四月九日 藤井操療養処置ニツイテ 二四六ー7

大正一〇年四月一一日 藤井操診断 二四六ー8

角田真平

大正 七年一二月一九日 俳句 二三〇ー3

年一二月一九日 病状報告 佐々木政吉 佐々廉平 岩佐新 内野念明 二三〇ー4

一七二、堤定次郎

1 大正 五年三月九日 病気見舞政界ノ変兆

一七三、 辻善之助

1 大正一二年四月 日 史料編纂掛展覧会案内 活版

一七四、都筑馨六

1 明治二七年 月三一日 （野村靖宛）奈良県治監獄改修問題ノ報告

2 明治三八年六月三〇日 （益田孝宛）貴家ノ仏像ヲ夢ム

3 明治四〇年七月七日 （書翰案）法学博士授受御礼 穂積陳重 奥田義人 岡野敬次郎 水野練太郎 清水澄宛 ペン書

4 明治四〇年七月二四日 （宮岡宛）書物謝辞 ペン書

5 明治四〇年八月六日 （栗田直八郎宛）久通宮御手書ノ謝辞 ペン書

6 明治四〇年九月二八日 （西宛）会議終リテ訪問ス ペン書

7 年 月 日 （書翰案）松本重敏推薦

8 年 月 日 （書翰案）円満解決慶賀 閣下ソノ衝ニ当ラザルハ遺憾 原氏従来ノ政策変更ノ要 閣下ノ出馬ヲ熱望

一七五、 都筑孝子

1 明治二二年三月八日 音信 荘清次郎 末広重恭

一七八、 都筑光子

1 明治四〇年六月一三日 蘭国安着ヲ祝ス（絵ハガキ） ペン書

2 明治四〇年六月一八日 音聞（絵ハガキ） ペン書

3 明治四〇年六月一九日 学位受領祝詞（絵八方キ） ペン書

4 明治四〇年六月二一日 音聞（絵ハガキ） ペン書

5 明治四〇年六月二一日 音聞（絵ハガキ） ペン書

6 明治四〇年六月 日 学位受領祝詞等音聞 ペン書

7 明治四〇年七月一二日 音聞（絵ハガキ） ペン書

一七七、都筑静子

1 大正 年 四月一七日 （吉田某宛）主人病気見舞ノ謝詞

一七八、 宇高忠高

1 明治四〇年 九月二三日 船越光之丞ノ依頼物ヲ預ル ぺン書



浦四三子

大正八年 五月一六日 父死去悼詞謝辞 二二五ー3

大正 年一月八日 礼状 俳句 二二五ー2

一七九、 漆間真学

1 大正一〇年一一月二五日 （漆間真学カ 電信）陛下容態云々 摂政発令 二通

大正一一年五月一〇日 近況伺イ 内閣改造中止モ高橋子ノ意志ハ初志遂行カ 政界動向 二六七ー13

大正一一年七月九日 加藤友三郎内閣成立後ノ政情 二七〇ー10

一八〇、 内田康哉

明治四〇年一月一日 賀正 二〇九ー3

1 明治四〇年二月一三日 襖国来遊ヲ待ツ

内田良平

大正 九年一〇月二三日 病気見舞 英文雑誌経営難 二四八ー12

内山小二郎

大正一〇年一一月二八日 受爵祝詞謝辞 二三七ー5

内海忠勝

年七月三一日 （井上馨宛）法律上・行政上ノ権能調査 二〇八ー3

和田維四郎

大正 九年一〇月一八日 病気見舞謝辞 二三九ー5

一八一、 若林粂蔵

1 大正 五年三月一日 奉公中ノ娘結婚ノ為暇ヲ乞ウ ペン書

若槻礼次郎

大正九年一月一日 賀正 二三六ー8

大正九年二月一五日 亡母弔慰感謝 二三六ー9

大正一一年一月二日 年頭祝詞 二六六ー4

渡辺国武

明治二七年一二月一七日 亨病気退官願 二五八ー17

明治三〇年六月一五日 蔵原惟郭就職依頼 二五八ー18

渡辺千秋

明治二七年八月二七日 亨病気療養ノコト 二五八ー11

明治二七年一二月 七日 （江木県治局長・都筑土木局長宛）参事官甲斐宗治実業転進希望 中井前知事承諾 後任ニ新潟

県参事官西沢正太郎ヲ内相ニ請願 然ラザレバ北門ノ白仁武 斡旋ヲ願ウ 二五八ー16

明治二八年四月一三日 招宴案内 近衛公爵 清棲伯爵 二五八ー6

明冶二八年四月一三日 今夕御来車待ツ 古沢知事モ同席手筈 二五八ー7

明冶二八年四月一三日 御先約残念見合スベシ 二五八ー8

明冶二八年五月二三日 内相下問ノ土木法等総掛リニテ準備 近日提出出来得ベシ 澱川工事配慮願ウ 地方官召集ノ拝、

昭ヲ得ン 二五八ー9

明治二八年八月一日 地方水害国庫補助論等起ラン ニ府一県淀川熱モ上騰 知事連ノコレマデノ経緯モアリ英断願ウ二



五八ー10

明治二八年九月八日 電気鉄道敷設軌道条例意見 二五八ー5

明治二八年一〇月二一日 澱川改修一条 火野委員等ヨリ老閣ヘ斡旋願申出 既ニオ耳ニ人レ済ミナレド一応オ含ミ願 一

一五八ー12

明治二八年一一月 五日 公共河川法トハ別ニ澱川改修法提出ノ請求アルヤモ知レズ 参考マデニ申シアグ 二五八ー13

明治二八年一一月二九日 南部ヘオ示シノコト内相ヘ申入レ置カン 二五八ー14

明治二八年一二月 六日 滋賀県参事官渡辺長謙公用上京 澱川改修工事ソノ他オ世話ニナルベシ 二五八ー15

明治 年二月九日 亨身上内務参事官ニ転ジ審判官兼任藤田局長ニ依頼 コノ件相談願ウ 二五八ー3

明治 年三月二二日 亨参事官兼審判官拝命御尽力拝謝 二五八ー4

一八二、 渡辺専次郎

1 明治三四年一二月二六日 明日ノ約束取消シ 今夕光来アレ ペン書

2 明治三四年一二月三一日 （英文）ラソスダウン訪問慶賀 ベルリン離別後ノ近況

3 大正五年二月一三日 （渡辺マリア書翰） （英文）災難見舞謝辞 井上末子 ロンドン空襲

渡辺廉吉

大正一一年二月八日 貴族院議員拝命祝電謝辞 二六六ー7

八木貞次

大正二年四月七日 ヨット部品価格報告 二二四ー11

山田三良

大正五年四月七日 雑誌「法華」贈呈 二四九ー5

山県有朋

明治二三年 三月二七日 仏国軍団配置図・ブリヤルモンド将軍兵書謝辞 普国憲法国王ニ対スル大臣責任明示多謝 本邦

立太子式ニツキ陳述敬承 学期終了帰朝予定カ 面昭ヲ待ツ 二五二ー4

明治二三年九月七日 病養ナレバ来訪ニ及バズ ニ五二ー5

明治二三年一〇月一八日 明朝来訪ヲ求ム 二五二ー6

明治二五年二月二〇日 小松若宮帰朝旅行中ノ名義ニテ挨拶願ウ 井上代理公使帰国ヨロシク敬意願ウ 二五二ー8

明治二五年八月二六日 法相官舎ニ来訪ヲ求ム 一九四ー4

明治二七年二月一〇日 長女摩須子死亡弔詞 一九四ー3

明治二八年五月二〇日 世外翁病状貴電ニテ安心 大総督宮明晩神戸凱旋 還幸予定 二五二ー10

明治二八年五月二四日 世外病気回復安心 貴殿朝鮮行帰京ノ杉ニ愚意托シ置ケリ 月末還幸トナラン 二五二ー11

明治二八年六月一日 井上病状医師報告一読 朝鮮滞留ハ無理 朝鮮国情ヲ見テ一時帰朝ノ連絡首相ヨリ伝聞 二五二ー12

明治二八年六月二三日 土木法案議会提出然ルベシ 強制施行多少ノ議論ハアルベシ 井上無事帰朝陸奥外相訪問ノヨシ

二五二ー13

明治二八年九月七日 別翰ハ欧州ニテ応接セシ人ノ書翰ナルベク 回答ノ要否一考クダサレタシ 二五二ー14

明治二八年九月二五日 襖国クルメッキー氏ヘノ回答書調製感謝 二五二ー15

明治二九年三月七日 朝鮮政府ヨリ撤兵云々及ビ露外相ヨリ西ヘ朝鮮国王云々モ一切承知セズ 露国微行妙アルや熟考ス

ベシ 二五二ー3

明治二九年八月一八日 復命書送付多謝露ロバノフ外相面会日時政海情報内報願ウ 二五二ー17

明治二九年九月一〇日 本野紹介書調整依頼 二五二ー18



明治二九年九月一〇日 貴諭ノ如ク英文然ルベシ 明朝来訪ヲ願ウ 陸軍大臣・亜細亜局長ノ都合如何 本野ノ知己ノ人々

ナリトカ 二五三ー1

明治二九年九月二四日 野村来訪 奉命説諭中 二五三ー2

明治二九年九月二八日 ヲーガック大佐出迎謝辞 二五三ー9

明治二九年一〇月一〇日 来訪多謝 ソノ節オ話セシ黄白落手 出発時未確定 露ヒトロボー未亡人書翰 二五三ー3

明治二九年一〇月一七日 出立後ノ状況報知多謝 黄白ノ一事前通リ川崎ニ依頼 清浦来訪閣情聞ク 二五三ー7

明治二九年一〇月二二日 露国勲章嘱用ノコト ヲーガック氏来朝世話一任 二五三ー5

明治二九年一〇月二九日 露国ヲーガック大佐来朝世話多謝 リチャルドソンヘノ贈品添状依頼 萩原守一 世外伯旅次日

程一報願ウ 新内閣行政上緩和カ 二五三16

明治二九年一一月一日 新内閣ノ行政整理及ビ対議会策ノ所見 図書寮記録整理 二五三ー10

明治二九年一一月五日 リチャールドソン氏宛書翰執筆依頼 世外伯旅行通知多謝 来春迄滞留ナラン 行政権ノ切売リ如

何 二五三ー4

明治二九年一一月一一日 李氏宛書翰記名廻付 欧米ヨリ来書ハ一読願ウ ニ六世紀宮相攻撃裏ニ東京謀士アラン 二五

二ー7

明治三〇年一月二五日 オ申越シ一事宮内省ト談合 メッケル及ビバーデフル宛書翰多謝 二五三ー8

明治三〇年二月八日 儀式ニ脱帽ノ意見賛成 一九四ー6

明治三〇年二月一六日 二宮生一事安心 片山紹介書 金貨本位論旨了承 実地貿易上懸念 二五二ー16

明治三〇年二月二〇日 領事採用小村ヘ相談願イタシ 広島・熊本ヘ出発 二五三ー11

明治三〇年三月二六日 都下近情報道多謝 朝鮮関係協議書ノ目的達成見込安心 バーデッフル書翰 二五三ー12

明治三〇年四月四日 政党員行賞ノ督促想察 昨年勧告ノ一事文相ノ決答ハ快心 躊〓ナク決行アリタシ 二五三ー13

明治三五年五月二日 ステット氏著書抄録謝辞 一九一ー1

明治三五年七月一日 露国親王来京 一九一ー4

明治三五年七月四日 露国公使訪問 一九一ー7

明治三六年二月一日 ステットヨリ伊藤博文・井上馨・大隈重信等ト共ニ時事談ヲ求メラル 阪谷芳郎斡旋 一九三ー2

明治三六年二月七日 夫人病気見舞 一九三ー4

明治三六年七月一日 バクダット鉄道 一九一ー5

明治三七年四月一七日 独逸軍隊弊害概要ノ翻訳謝辞 一九三ー7

明治三七年五月一〇日 ベルツ博士人種論及.ヒスコベレツノ忍耐論翻訳謝辞 一九一ー2

明治三七年一二月二一日 日本能カヲ論ズル著書翻訳謝辞 一九二ー8

明治三八年九月二八日 日露講和談判 日英同盟ノ報告 レッサー小伝ヲ読ム 一九二ー4

明治三九年二月三日 皇室典範増補委員会可決 鉄道庁官制ノ任用令改正決定ノ希望 一九三ー3

明治三九年六月四日 満洲経営意見 ブロンザール大佐ヘ回答云々 一九一ー3

明治三九年八月二二日 カール殿下ヘ回答起草依頼 一九一ー9

明治三九年八月二七日 アントン殿下宛書翰代筆謝辞 一九二ー1

明治三九年九月八日 病気見舞 一九二ー2

明治三九年一〇月二一日 ホソジイ氏満洲関係書送付ヲ謝ス 一九二ー5

明治四〇年九月一三日 第二回万国平和会議ニ出張 韓国皇帝密使事件井上勝之助伯林ニ出発 一九四ー7

明治四一年一月二五日 帰朝復命勅語拝受ノ祝詞 一九三ー1



朋治四四年一〇月三一日 夫人病気見舞 九州大演習ニ赴ク 一九二ー6

明治四五年三月二三日 病気見舞礼状 一九三ー6

大正四年七月二七日 独乙我国ニ単独講和申入レ始メテ承知 岡市之助ハ不知 加藤外相ノ秘密主義ニテ何国ニモ話サズ

一九四ー8

大正八年七月三一日 書翰写真謝辞 病気見舞一九四ー10

明治年一月六日 来訪ヲ求ム 一九四ー2

明治年一月二一日 喚前首相タアフェ伯死去報知多謝 巡欧中知己ノ一人弔詞送付願ウ 二五二ー9

明治年一月三一日 大森鍾一呼返シ電報案送付願ウ 二五二ー2

明治 年三月一二日 来訪ヲ求ム 一九三ー5

明治 年五月三一日 夫人同伴来訪並二小女病気見舞謝辞 一九四ー1

明治 年七月一日 書籍返却 一九一ー6

明治 年七月二一日 来訪謝辞 井上馨近況 宮中情弊 一九一ー8

朋治 年八月一三日 安広至急帰京ヲ求ム 一九四ー5

明治 年九月二二日 ロバーツ卿国防論翻訳謝辞 一九二ー3

明治 年一二月一〇日 フォルトナイトリー・レヴィユウ翻訳依頼 一九二ー7

明治 年一二月二六日 病気見舞 一九二ー9

大正年一月一六日病気見舞 一九四ー9

山県伊三郎

明治二九年一月一五日 小生辞表一件 知事内務大臣ニ相談 進達ノ理由ナシト却下 小生意思貫徹セズ遺憾 世間ニ対シ面

目ナシ ゼヒ進達方斡旋願ウ 二六四ー1

明治三六年一一月一九日 北海道官制改正 松本採用ノ件 二〇五ー9

明治三九年一〇月一一日 井上伯招待病気辞退 二〇八ー7

明治三九年一一月一三日 田中文蔵訪問 娘縁談ノコト 二〇八ー8

大正 八年一二月二二日 中井博士ニ相談 横浜植木会社伏木ニ老樹診断 二三六ー12

大正 八年一二月二三日 伏木診断 老樹手入レ法 二三六ー13

大正 八年一二月三〇日 御希望ノ老父短冊送付 二三六ー14

明治 年 六月二六日 病気院議欠席 仲小路次官差出 主管議案通過ヲ願ウ 二〇八ー6

明治年月一八日 区会解散総会提出総 辞職早急ニナキ模様 区会不信任ハ相談中ノヨシ 牛込区会ハ議決セントイゥ 二六

三ー14

明治年月一九 日来示了承明日参上セン 二六三ー5

一八三、 山川端夫

大正七年一二月 五日 渡欧祝詞ノ謝辞 二四二ー4

大正八年八月三〇日 帰朝祝電謝辞 二一七ー10

大正一〇年三月九日 帰朝挨拶 松本重敏推薦了承 二四二ー5

1 大正一二年五一六日 海牙会開催ノ報

山元春挙

明治三七年二月一一日 海軍大勝祝詞 美術工芸取調ノ為メ米欧視察農商務省補助オロ添工乞ウ 二三一ー5

明治三七年二月二八日 農商務省周旋謝辞 二三一ー6



一八四、 山本頼三

1 大正 五年 九月二七日 転職謝辞

一八五、 山梨半造

1 明治四〇年一一月一五日 眼鏡ノ調製

2 明治四〇年一一月二二日 眼鏡ノ調製

山根武亮

明治三九年八月二〇日 昇進祝詞礼状 二〇四ー6

大正七年七月一三日 祝電謝辞二〇九ー9

山之内一次

明治二九年二月二九日 （写）意見衝突ヨリ退任敬服 図書頭拝命・山県大将随行慶賀 二七二ー13

一八六、 山崎房吉

1 大正二年一月三一日 伜庄司ノ解雇 土地曹買困難

山崎竜太郎

大正二年四月八日 地所ノ件 二六八ー11

大正一一年五月四日 金子受取 二六八ー12

大正一一年五月八日 金子処理報告二六八ー13

山下亀三郎

大正一〇年一一月二四日 音聞 社員採用骨相及第が条件 藤田令息御紹介ナレドオ含ミ願ウ 二四五ー1

大正一〇年一二月一七日 藤田令息入社謝絶 二四五ー2

大正一一年一月二五日 藤田令息弊社中繰合セツカズ 不悪諒解願ウ 二六八ー5

山屋他人

大正五年六月二一日 上海新聞送付礼並ニ講読ノコト 二〇九ー10

安川敬一郎

大正七年四月一八日 新聞誰伝見舞自分退隠ノコト 二二三ー5

大正年九月一五日 不幸見舞 面談日時打合セ 対支事業着手前ニ政局意見伺イタシ 或イハ山県公ニ紹介願ウコトトナル

カ 二四四ー4

安河内麻吉

大正六年一月五日 （水野博士宛）熱海・興津気温等本県衛生課長ニテ取調べ別紙報告二六五ー7

横田国臣

大正 九年 二月一七日 松本重敏博士推薦 二四六ー10

横山観

年 五月二一日 岡山展覧会尽力謝辞 二三一ー10

芳川顕正

明治三八年2二一月二七日 青木磐雄統監府推挙依頼 二〇一ー9

一八七、 吉本清太郎

1 大正五年三月二五日 母堂診察報告

大正八年一月六日 賀正 二二七ー13



一八八、 吉和田純

1 大正七年六月一八日 家事報告

2 大正七年六月二〇日 家事報告 高崎親章 （付）華族会館案内状 一通

3 大正七年六月二一日 家事報告

4 大正七年六月二二日 病気見舞侍従

年二月三〇日 真鴨下賜 二六九ー1

一八九、 不明書翰

1 明治三四年一〇月一九日 （水谷某書翰）「トラストト法律ノ関係」ノ書籍購入ノ件

2 大正一二年四月一一日 （加藤某電信）新聞誤伝安心アレ

年一二月一七日 妻別紙依頼ノ件伝達 二一九ー12

李容翊

明治三八年二月一一日 日本視察厚遇謝辞 二二九ー12

一九〇、 欧文書翰

1 Allain,B.P 一通

2 Ashworth,Edwyn 一通

3 Aston,W.G. 一通

4 Bacon,Gertrude 一通

5 Bashford,J.L 一通

6 Bateman,Geroge 一通

7 Beerpoortugael,Sen 一通

8 Belerman,A. 一通

9 Belevedi,Giacomo Gobbi 一通

10 Benedict, G. 一通

11 Bevon,Mishel 一通

12 Boissonarde,G. 一通

13 Brand,Willhelm F. 二通

14 Brpcklehrst,John 一通

15 Burne,Ella 二通

16 Choate,Caroline S. 二通

17 Castle,Constance 一通

18 Cook,John I.w. 一通

19 Crawford,N A. 一通

20 Crawford,J.U. 一通

21 Crown,A. 一通

22 Davis,M.L. 一通

23 Davis,R.W. 一通

24 Deschamps,Philippe 一通



25 Detchon,Adelaide 一通

26 Diosy,Arthur 一通

27 Divers,Edward 一通

27 Dorn, 一通

29 Elliot, 一通

30 Enison,Grace 1霞

31 Ely,Robert Erskine 一通

32 Erard,P. 一通

33 Erchert,von 一通

34 Fabyace,W. 二通

35 Failer,Amelee 一通

36 Farge,John la 一通

37 Fry,E.W. 一通

38 Foerster,W. 二通

39 Froissard,J. 一通

40 Foklewski, 一通

41 F.Schneider&Cie, 一通

42 Griscon,Llyd 一通

43 Grisard, 一通

44 Hanon,Cesar 一通

45 Hausen,Getrude 一通

46 Hauss,C. 一通

47 Hedema,Jules 一通

48 Hennecart,Raphal1 一通

49 Hermann Bahr's Buchhandlung 一通

50 Holleber,L.von 一通

51 Horne,W.C.van 1輿

52 James,Edmund J. 一通

53 Kennedy,J.Russel 一通

54 Khan,M.Samad 一通

55 Kirby-Smith,Herbert 一通

56 Labry,Capitanidne de 二通

57 Lalande,Editha de 三通

58 Lansdowne, 一通

59 Leleu,Paul 一通

60 Lonholen,L. 一通

61 Lorn, 一通

62 MacGwan,David B. 一通



63 MacLeod,N. 一通

64 Marin,Emesto 一通

65 Marshall,Frederick 一通

66 McAlpin,W.L. 一通

67 MiIovanovitch,Marie M. 一通

68 Ministere de Affairs Etrangeres,France 一通

69 Mizuno,K. 三通

70 Meulemans,JuIes 四通

71 MUldner,Rudorf 一通

72 Muler,Hugo 一通

73 Mu1mann,von 一通

74 Onoda,R. 一通

75 Ostheim,Alfred 三通

76 Paterni,Leonida 一通

77 Pavorini,L. 一通

78 Paris-Nouvelles 一通

79 Parsons,Jas.Ramsey 一通

80 Paudech,Furst D. 一通

81 Polder,Leon van de 一通

82 Rallin. 一通

83 Reali,G.Giardnieri 一通

84 Revon,Michel 一通

85 Salisbury, 一通

86 Seidenader,Gustav 一通

87 Siebold,A.von 七通

88 Smith,W.L.一通

89 Stark,M. 一通

90 Stead,Alfred 一五通

91 Stead,Elaine 一通

92 Stead,W.T. 二通

93 Strocchi,Pio 一通

94 Tanaka,Z 一通

95 The Art Director,the Illustrated London News 一通

96 Toled,Mde 三通

97 Tornelli,G. 一通

98 Tornelli,Hector 一通

99 Treres,Fratelli 二通

100 Yarrow,A.F. 一通



101 Watney,Charles 二通

102 W.C.Home&Sons.Ltd. 一通

103 Weidemann 一通

104 Weissbrich,Max 一通

105 Witte,Sergei 一通

106 不明書翰 二通

一九一、 手翰 第一集第一巻 九通一巻

山県有朋書翰 九通

一九二、 手翰 第一集第二巻 九通一巻

山県有朋書翰 九通

一九三、 手翰 第一集第三巻 七通一巻

山県有朋書翰 七通

一九四、 手翰 第一集第四巻 十通一巻

山県有朋書翰 十通

一九五、 手翰 第一集第五巻 八通一巻

井上 馨書翰 八通

一九六、 手翰 第一集第六巻 五通一巻

井上 馨書翰 五通

一九七、 手翰 第一集第七巻 十通一巻

井上 馨書翰 十通

一九八、 手翰 第一集第八巻 六通一巻

井上 馨書翰 六通

一九九、 手翰 第一集第九巻 十通一巻

井上 馨書翰 十通

二〇〇、 手翰 第一集第十巻 七通一巻

伊藤博文書翰 二通

桂 太郎書翰 二通

杉孫七郎書翰 一通

金子堅太郎書翰 一通

阪谷芳郎書翰 一通

二〇一、 手翰 第一集第十一巻 十二通一巻

杉孫七郎書翰 二通

寺内正毅書翰 一通

伊東巳代治書翰 一通



樺山資紀書翰 一通

桂太郎書翰 二通

伊藤博文書翰 二通

穂積陳重書翰 一通

芳川顕正書翰 一通

股野琢書翰 一通

二〇二、 手翰第一集第十二巻 八通一巻

上山満之進書翰 一通

寺内正毅書翰 一通

杉孫七郎書翰 二通

野村靖書翰 一通

渋沢栄一書翰 一通

林董書翰 一通

二宮熊次郎書翰 一通

二〇三、 手翰 第一集第十三巻 七通一巻

益田孝書翰 一通

安藤謙介書翰 一通

杉孫七郎書翰 二通

後藤新平書翰 一通

伊東巳代治書翰 一通

新納忠之介書翰 一通

二〇四、 手翰 第一集第十四巻 九通一巻

加藤高明書翰 一通

松田正久書翰 一通

島村速雄書翰 一通

大島健一書翰 一通

中村雄次郎書翰 一通

山根武亮書翰 一通

桂太郎書翰 一通

武田千代三郎書翰 一通

寺内正毅書翰 一通

二〇五、 手翰 第一集第十五巻 十四通一巻

杉孫七郎書翰 二通

藤田伝三郎書翰 二通

野村靖書翰 一通

松田正久書翰 二通



三宮義胤書翰 二通

山県伊三郎書翰 一通

千家尊福書翰 一通

石渡敏一書翰 一通

古沢滋書翰 一通

西徳二郎書翰 一通

二〇六、 手翰 第二集第一巻 九通一巻

西園寺公望書翰 三通

寺内正毅書翰 六通

二〇七、 手翰 第二集第二巻 十三通一巻

伊東巳代治書翰 三通

金子堅太郎書翰 三通

大橋翠石書翰 一通

杉孫七郎書翰 六通

二〇八、 手翰 第二集第三巻 十二通一巻

田中不二麿書翰 一通

大浦兼武書翰 一通

内海忠勝書翰 一通

小松原英太郎書翰 一通

久保田譲書翰 一通

山県伊三郎書翰 三通

千家尊福書軸 四通

二〇九、 手翰 第二集第四巻 十二通一巻

後藤新平書翰 一通

本野一郎書翰 一通

内田康哉書翰 一通

波多野敬直書翰 一通

大島建一書翰 二通

島村速雄書翰 一通

秋山好古書翰 一通

山根武亮書翰 一通

山屋他人書翰 一通

浜尾新書翰 一通

一木喜徳郎書翰 一通

二一〇、 手翰 第二集第五巻 十一通一巻

加藤弘之書翰 五通



穂積陳重書翰 四通

水野錬太郎書翰 二通

二一一、 手翰 第二集第六巻 十通一巻

金井之恭書翰 一通

股野琢書翰 一通

三浦安書翰 一通

古沢滋書翰 二通

古市公威書翰 一通

江木千之書翰 四通

二一二、 手翰 第二集第七巻 十二通一巻

江木千之書翰 四通

江木衷書翰 四通

有賀長雄書翰 一通

上山満之進書翰 三通

二一三、 手翰 第二集第八巻 九通一巻

田所美治書翰 一通

松尾臣善書翰 一通

有松英義書翰 二通

林権助書翰 一通

福原錬二郎書翰 一通

岡野敬次郎書翰 一通

富谷鍵太郎書翰 一通

穂積八束書翰 一通

二一四、 手翰 第二集第九巻 八通一巻

穂積八束書翰 四通

石渡敏一書翰 二通

土方寧書翰 一通

立作太郎書翰 一通

二一五、 手翰 第二集第十巻 十五通一巻

石川千代松書翰 三通

石黒五十二書翰 一通

馬場愿治書翰 一通

野村竜太郎書翰 一通

高島張輔書翰 三通

久保田政周書翰 一通

林田亀太郎書翰 一通



安藤謙介書翰 一通

小野田元煕書翰 三通

二一六、 手翰 第二集第十一巻 十四通一巻

小野田元煕書翰 二通

荒川義太郎書翰 三通

清野長太郎書翰 一通

中西清一書翰 一通

柴田駒三郎書翰 一通

宮岡恒次郎書翰 一通

木内重四郎書翰 一通

森正隆書翰 一通

神山閏治書翰 一通

西園寺八郎書翰 二通

二一七、 手翰 第二集第十二巻 十通一巻

栗原広太書翰 一通

中田敬義書翰 八通

山川端夫書翰 一通

二一八、 手翰 第二集第十三巻 十一通一巻

古谷久綱書翰 一通

津久井利行書翰 一通

長森藤吉郎書翰 一通

太田稲主書翰 一通

加地吉彦書翰 一通

恩田鉄弥書翰 一通

石原助熊書翰 五通

二一九、 手翰 第三集第一巻 十六通一巻

有栖川宮附宮内属書翰 一通

岩倉具定書翰 一通

久我常通書翰 一通

木戸孝正書翰 一通

大谷光蛍書翰 二通

渥美契縁書翰 一通

陸奥広吉書翰 二通

青木梅三郎書翰 一通

秋元春朝書翰 一通

新田忠純書翰 一通

中島久万吉書翰 一通



三井高保書翰 二通

渋沢栄一書翰 一通

二二〇、 手翰 第三集第二巻 十五通一巻

益田孝書翰 十三通

千頭清臣書翰 一通

園田孝吉書翰 一通

二二一、 手翰 第三集第三巻 十通一巻

藤田伝三郎書翰 九通

渥美契縁書翰 一通

二二二、 手翰 第三集第四巻 十二通一巻

石川舜台書翰 二通

藤田伝三郎書翰 一通

桑門志道書翰 二通

谷了然書翰 一通

藤田平太郎書翰 一通

藤田四郎書翰 四通

木村清四郎書翰 一通

二二三、 手翰 第三集第五巻 十一通一巻

木村清四郎書翰 三通

団琢磨書翰 一通

安川敬一郎書翰 一通

深井英五書翰 一通

野崎広太書翰 一通

柿沼谷蔵書翰 一通

貝島太市書翰 一通

田中次郎書翰 二通

二二四、 手翰 第三集第六巻 十六通一巻

加藤晴比古書翰 二通

増田増蔵書翰 二通

野田藤馬書翰 一通

坪谷善四郎書翰 一通

愛久保直哉書翰 一通

田辺新之助書翰 一通

川喜田孝介書翰 一通

田島信夫書翰 一通

八木貞次書翰 一通



奥田竹松書翰 一通

橋本豊太郎書翰 一通

伊藤梅子書翰 一通

井上末子書翰 二通

二二五、 手翰 第三集第七巻 十一通一巻

井上末子書翰 一通

浦四三子書翰 二通

石黒忠恵書翰 二通

青山胤通書翰 三通

長谷川泰書翰 一通

賀古鶴所書翰 二通

二二六、 手翰 第三集第八巻 十六通一巻

賀古鶴所書翰 四通

桜井錠二書翰 一通

弘田長書翰 八通

平井政酒書翰 三通

二二七、 手翰 第三集第九巻 十四通一巻

平井政酒書翰 三通

真鍋嘉一郎書翰 九通

吉本清太郎書翰 一通

柴毅書翰 一通

二二八、 手翰 第三集第十巻 十一通一巻

大江卓書翰 二通

大岡育造書翰 二通

野田卯太郎書翰 三通

岡崎邦輔書翰 二通

磯部四郎書翰 一通

戸水寛人書翰 一通

二二九、 手翰 第三集第十一巻 十五通一巻

望月小太郎書翰 一通

古島一雄書翰 一通

早川鉄治書翰 二通

毛戸勝元書翰 二通

松本重敏書翰 五通

李容翅書翰 一通

児玉少介書翰 一通



徳富猪一郎書翰 二通

二三〇、 手翰 第三集第十二巻 十一通一巻

竹越与三郎書翰 一通

佐々木信綱書翰 一通

角田真平書翰 二通

二宮熊次郎書翰 三通

巌谷季雄書翰 三通

沢田章書翰 一通

二三一、 手翰 第三集第十三巻 二十一通一巻

岡倉覚三書翰 二通

寺崎広業書翰 二通

山元春挙書翰 二通

川合玉堂書翰 二通

今泉雄作書翰 一通

横山大観書翰 一通

下村観山書翰 一通

大橋翠石書翰 二通

田中頼章書翰 一通

鈴木華村書翰 一通

竹内唐風書翰 一通

中居曠谷書翰 一通

溝口禎次郎書翰 四通

二三二、 手翰 第三集第十四巻 二十通一巻

根本雪蓬書翰 一通

梶田半古書翰 一通

寺崎武男書翰 一通

岩田松涛書翰 十三通

岸浪柳渓書翰 一通

新納忠之助書翰 三通

二三三、 手翰 第三集第十五巻 十一通一巻

新納忠之介書翰 十一通

二三四、 手翰 第三集第十六巻 九通一巻

新納忠之介書翰 九通

二三五、 手翰 第四集第一巻 十五通一巻

三条実美書翰 一通

近衛篤麿書翰 一通



徳川家達書翰 一通

西園寺公望書翰 一通

松方正義書翰 一通

土方久元書翰 一通

寺内正毅書翰 一通

清浦至吾書翰 二通

牧野伸顕書翰 一通

浜尾新書翰 一通

加藤高明書翰 二通

伊東巳代治書翰 一通

大浦兼武書翰 一通

二三六、 手翰 第四集第二巻 十四通一巻

平田東助書翰 一通

金子堅太郎書翰 二通

千家尊福書翰 二通

後藤新平書翰 一通

阪谷芳郎書翰 一通

若槻礼次郎書翰 二通

野田卯太郎書翰 一通

大森鍾一書翰 一通

山県伊三郎書翰 三通

二三七、 手翰 第四集第三巻 十四通一巻

有松英義書翰 一通

水野錬太郎書翰 一通

中村雄次郎書翰 一通

大島健一書翰 一通

内山小二郎書翰 一通

島村速雄書翰 二通

古市公威書翰 三通

藤井三郎書翰 一通

西源四郎書翰 三通

二三八、 手翰 第四集第四巻 一通一巻

島村速雄書翰 一通

二三九、 手翰 第四集第五巻 十五通一巻

花房直三郎書翰 一通

野村竜太郎書翰 一通

福原鐐二郎書翰 一通



中山寛六郎書翰 一通

和田維四郎書翰 一通

上山満之進書翰 五通

河村金五郎書翰 一通

二上兵治書翰 二通

江木千之書翰 二通

二四〇、 手翰 第四集第六巻 十二通一巻

木場貞長書翰 一通

千頭清臣書翰 二通

荒川義太郎書翰 一通

武田千代三郎書翰 二通

石原健三書翰 一通

白仁武書翰 一通

阿部浩書翰 一通

小野田元煕書翰 一通

李家隆介書翰 一通

木内重四郎書翰 一通

二四一、 手翰 第四集第七巻 十二通一巻

神山閏次書翰 一通

馬淵鋭太郎書翰 一通

清野長太郎書翰 一通

窪田静太郎書翰 一通

荒川巳次書翰 一通

日下部弁二郎書翰 一通

松井茂書翰 二通

安藤謙介書翰 三通

有吉忠一書翰 一通

二四二、 手翰 第四集第八巻 十五通一巻

森正隆書翰 一通

堀田義次郎書翰 一通

清水澄書翰 一通

山川端夫書翰 二通

西園寺八郎書翰 二通

井上三郎書翰 一通

熊谷八十三書翰 一通

佐藤安次郎書翰 一通

渋沢栄一書翰 二通



益田孝書翰 一通

園田孝吉書翰 一通

藤田四郎書翰 一通

二四三、 手翰 第四集第九巻 十四通一巻

藤田四郎書翰 二通

中野健明書翰 一通

添田寿一書翰 一通

中島久万吉書翰 一通

高田慎蔵書翰 一通

木村清四郎書翰 二通

志村源太郎書翰 一通

団琢磨書翰 三通

有賀長文書翰 二通

二四四、 手翰 第四集第十巻 十三通一巻

有賀長文書翰 三通

安川敬一郎書翰 一通

久原房之助書翰 二通

馬越恭平書翰 二通

原田二郎書翰 一通

竜居頼三書翰 一通

中田敬義書翰 三通

二四五、 手翰 第四集第十一巻 十三通一巻

山下亀三郎書翰 二通

田中文雄書翰 五通

奥田竹松書翰 一通

石黒忠恵書翰 四通

平井政酒書翰 一通

二四六、 手翰 第四集第十二巻 十通一巻

賀古鶴所書翰 二通

真鍋嘉一郎書翰 三通

津久井省己書翰 三通

穂積陳重書翰 一通

横田国臣書翰 一通

二四七、 手翰 第四集第十三巻 十七通一巻

井上正一書翰 一通

富井政章書翰 三通



富谷鈍太郎書翰 二通

高橋作衛書翰 一通

石渡敏一書翰 一通

千賀鶴太郎書翰 三通

立作太郎書翰 一通

滝本誠一書翰 一通

穂積八束書翰 一通

穂積重遠書翰 一通

江木衷書翰 二通

二四八、 手翰 第四集第十四巻 十四通一巻

原嘉道書翰 一通

岡実書翰 一通

岡崎正也書翰 一通

松岡均平書翰 一通

高根義人書翰 一通

毛戸勝元書翰 一通

松本重敏書翰 一通

井上角五郎書翰 一通

森田茂吉書翰 一通

望月小太郎書翰 一通

細野次郎書翰 一通

内田良平書翰 一通

岡百世書翰 二通

二四九、 手翰 第四集第十五巻 十三通一巻

溝口禎次郎書翰 一通

巌谷季雄書翰 一通

坪谷善四郎書翰 一通

印東昌綱書翰 一通

山田三良書翰 一通

柏木勘八郎書翰 一通

小沢富然書翰 一通

桃谷音三書翰 一通

相原安次郎書翰 一通

西ケ谷可吉書翰 一通

万里小路通房書翰 二通

藤波言忠書翰 一通

二五〇、 手翰 第四集第十六巻 五通一巻



松平慶民書翰 一通

松平定教書翰 一通

大谷光塋書翰 一通

渥美契縁書翰 一通

鳥越貞敏書翰 一通

二五一、 手翰 第四集第十七巻 四通一巻

伊藤梅子書翰 一通

井上末子書翰 一通

末松生子書翰 一通

九鬼縫子書翰 一通

二五二、 手翰 第五集第一巻 十八通一巻

伊藤博文書翰 一通

山県有朋書翰 十七通

二五三、 手翰 第五集第二巻 十五通一巻

山県有朋書翰 十三通

井上馨書翰 二通

二五四、 手翰 第五集第三巻 十三通一巻

井上馨書翰 十三通

二五五、 手翰 第五集第四巻 十三通一巻

井上馨書翰 七通

西園寺公望書翰 一通

陸奥宗光書翰 二通

青木周蔵書翰 一通

品川弥二郎書翰 二通

二五六、 手翰 第五集第五巻 十四通一巻

品川弥二郎書翰 六通

野村靖書翰 八通

二五七、 手翰 第五集第六巻 十五通一巻

野村靖書翰 十三通

土方久元書翰 二通

二五八、 手翰 第五集第七巻 十八通一巻

田中光顕書翰 二通

渡辺千秋書翰 十四通

渡辺国武書翰 二通



二五九、 手翰 第五集第八巻 十五通一巻

井上毅書翰 三通

伊東巳代治書翰 二通

末松謙澄書翰 五通

白根専一書翰 一通

平田東助書翰 四通

二六〇、 手翰 第五集第九巻 十三通一巻

寺内正毅書翰 一通

児玉源太郎書翰 二通

清浦奎吾書翰 三通

杉孫七郎書翰 七通

二六一、 手翰 第五集第十巻 十八通一巻

杉孫七郎書翰 一通

牧野伸顕書翰 一通

松岡康毅書翰 四通

古沢滋書翰 一通

小松原英太郎書翰 一通

九鬼隆一書翰 一通

加藤弘之書翰 三通

古市公威書翰 一通

一木喜徳郎書翰 一通

鳩山和夫書翰 一通

原敬書翰 三通

二六二、手翰第五集第十一巻 十五通一巻

原敬書翰 一通

加藤高明書翰 一通

後藤新平書翰 二通

花房義質書翰 二通

床次竹二郎書翰 二通

中橋徳五郎書翰 一通

水野錬太郎書翰 二通

大浦兼武書翰 四通

二六三、手翰 第五集第十二巻 十五通一巻

大浦兼武書翰 七通

蜂須賀茂晶書翰 三通

小村寿太郎書翰 一通

千家尊福書翰 二通



山県伊三郎書翰 二通

二六七、手翰 第五集第十三巻 十五通一巻

山県伊三郎書翰 一通

井上勝之助書翰 二通

松平頼和書翰 一通

三島通庸書翰 一通

斎藤修一郎書翰 一通

金井之恭書翰 一通

北里柴三郎書翰 一通

江木衷書翰 一通

戸水寛人書翰 一通

河村金五郎書翰 一通

中野健明書翰 一通

古沢滋書翰 二通

田所美治書翰 一通

二六八、手翰 第五集第十四巻 十三通一巻

杉山四五郎書翰 一通

李家隆介書翰 一通

古沢滋書翰 一通

森正隆書翰 二通

船越欽哉書翰 一通

安河内麻吉書翰 一通

渋沢栄一書翰 一通

藤田伝三郎書翰 一通

大倉喜八郎書翰 三通

高田慎蔵書翰 一通

二六六、 手翰 第六集第一巻 十五通一巻

西園寺公望書翰 一通

阪谷芳郎書翰 二通

若槻礼次郎書翰 一通

水野錬太郎書翰 一通

鮫島武之助書翰 一通

渡辺廉吉書翰 一通

船越光之丞書翰 一通

石黒忠恵書翰 一通

富谷〓太郎書翰 一通

千賀鶴太郎書翰 三通



江木千之書翰 二通

二六七、 手翰 第六集第二巻 十三通一巻

江木翼書翰 一通

加藤恒忠書翰 二通

二上兵治書翰 二通

久保田政局書翰 一通

浜田恒之助書翰 一通

加藤平四郎書翰 二通

東郷茂徳書翰 一通

岡百世書翰 一通

野田藤馬書翰 一通

漆間真学書翰 一通

二六八、 手翰 第六集第三巻 十三通一巻

溝口禎次郎書翰 一通

森山慶三郎書翰 一通

浅越金次郎書翰 一通

久米民之助書翰 一通

山下亀三郎書翰 一通

団芳子書翰 一通

加藤匡平書翰 一通

小原吉之助書翰 一通

野島福次書翰 一通

清水清三郎書翰 一通

山崎竜太郎書翰 三通

二六九、 手翰 第七集第一巻 十六通一巻

宮内省侍従職書翰 一通

有栖川宮家書翰 二通

井上末子書翰 一通

船越光之丞書翰 三通

佐竹義準書翰 一通

石黒忠悳書翰 一通

賀古鶴所書翰 一通

江木千之書翰 一通

江木衷書翰 一通

荒川義太郎書翰 一通

加藤恒忠書翰 一通

上山満之進書翰 一通



清水澄書翰 一通

二七〇、 手翰 第七集第二巻 十四通一巻

坪野平太書翰 一通

早川鉄治書翰 一通

室田義文書翰 一通

笠井愛次郎書翰 一通

中田敬義書翰 一通

川崎肇書翰 一通

田中次郎書翰 一通

奥田竹松書翰 一通

沢田章書翰 一通

漆間真学書翰 一通

福沢桃介書翰 一通

高津仲次郎書翰 一通

林潤書翰 一通

恩田鉄弥書翰 一通

二七一、 手翰 第七集第三巻 五通一巻

恩田鉄弥書翰 一通

津久井利行書翰 一通

片山繁雄書翰 一通

田村鎮書翰 一通

久保徳太郎書翰 一通

二七二、 諸家書翰集（写） ペン書 十三通一冊

岩佐〓蔵書翰 二通

大江卓書翰 一通

嘉納治五郎書翰 二通

河北俊弼書翰 一通

斎藤修一郎書翰 一通

棚橋一郎書翰 一通

寺崎遜書翰 一通

服部一三書翰 一通

森正隆書翰 一通

森田茂吉書翰 一通

山之内一次書翰 一通

書類の部

二七三、 憲法・議会



1 都筑馨六意見書 内閣総理大臣宛 明治二四年一月 墨書 一級

憲法六四・六七条ノ規定ト外国憲法トノ対比

2 憲法六四条・六七条意見案 都筑馨六 墨書 一綴

3 憲法六四・六七条意見 都筑馨六 墨書 一綴

4 憲法六七条・六四条問題草稿綴 明治二四年一月 墨書 一綴

5 憲法六四条・六七条意見 墨書・朱訂 一綴・二枚

6 憲法第六七条ノ歳出ヲ廃除削減スル結果トシテ法令ノ変更ヲ来スカ如キ予算ヲ確定スルヲ得ルや否や 蒟蒻版 一綴

7 憲法六七条及関係法律ニ係ワル支出項目 墨書 一綴

8 リョースレル意見書 明治二四年二月四日 墨書 一綴

予算不認可ノ権

9 ロエスレル答議 墨書 一綴

衆議院ノ予算ニ関スル特権

10 ロエスレル意見 独文 ペン書 一綴

予算ノ議決権ニ付テ

11 ロエスレル意見 独文 ペン書 一枚

憲法六七条問題

12 ゼジウヰック・ゼンクス意見書 謄写版 一綴

両院ニ於ケル予算議定権

13 某意見書 墨書一綴

議員規律

14 金子堅太郎日記抄 謄写版 一綴

英パールグレイブ・独ハイン.ハルジャートノ議院運用ノ問答

15 Some reminiscence about our constisution,by the order of Marquis Ito. ペン書 一綴

（附） 同草稿 鉛筆書 一綴

16 第四回議会ニ起ルヘキ内務省所管問題 明治二五年 蒟蒻版 一綴

選挙干渉問題・岐愛震災費・出版法・版権法・新聞紙法・保安条例・府県制・郡制・市制町村制・北海道問題・予戒

令等

17 第四帝国議会ニ対シ内務省所管ノ事件ニシテ処理スベキ案件 明治二五年 墨書・朱訂 一綴

18 内務省所管問題ノ経過 明治二五年一二月一〇日調 蒟蒻版 一綴

法律上奏建議案及質問ノ目録

19 国会ノ起源 断片 墨書 一枚

20 独乙帝国議会議員歓迎会挨拶草稿 墨書 一枚

21 帝国議会管理関係書類 墨書 一綴

イ 帝国議会議事堂土地建物管理ノ件

ロ 帝国議会ニ関スル事務管轄ノ件

22 山脇玄意見書 内閣総理大臣山県有朋宛 明治二四年二月二三日 墨書・蒟蒻版 一綴

政府提出法案ノ通過順序方法

（附） 参考書



イ 孛国下院議事規則抜萃

ロ 襖国議院法抜萃

ハ リヨソネ氏享国法論抄訳

ニ シュルチェ氏享国法論要約

ホ 瓦敦塗憲法一八一条解釈

ヘ 孛国下院議事規則抜萃

ト 填国議事規則抜萃

チ 喚国議院法抜萃

リ 両院議定権ニ関スル意見書案

23 親和会退会趣旨 中川良長 大正一二年五月一八日 活版 一枚

24 公正会協同会激文 大正一二年六月九日 活版 一枚

25 官報 号外 大正一二年三月七日 活版 一枚

二七四、 選 挙

1 選挙干渉上奏案・選挙干渉決議案・選挙干渉建議案始末 明治二四年 墨書 一綴

2 県下撰挙競争ノ為メ闘争死傷人名 福岡県 明治二五年二月 墨書 一綴

自一月三一日至二月一五日

3 第二回総選挙結果調福岡県 明治二五年二月一五日 墨書 一綴

4 衆議院議員撰挙競争ノ状況概略 福岡県 明治二五年三月六日 墨書 一綴

5 明治二十五年二月臨時総選挙始末 福岡県 明治二五年三月六日 墨書 一綴

6 福岡県下野郡ノ村会議員改選運動状況 明治 年三月四日 墨書 一綴

所轄署長報告書写

7 貴族院男爵議員補閾選挙人確定名簿 大正一二年 活版 一冊

大正十二年六月七旦調

（附） 投票用紙及通知 活版 一通

8 選挙人確定名簿登録ノ無資格者投票効カニ付意見 墨書 一綴

9 選挙権拡張意見断片 朱書 一通

10 下院議員撰挙ニ関スル英国政府干渉ノ顛末並ニ之が私見ヲ附シテ日本ノ同問題ニ及ブ 蒟蒻版 一綴

11 普魯士王国議会解散顛末 墨書 一綴

自一八六二年至一八六五年

（附） 参考資料 墨書 一綴

12 一八九〇年フランス地方選挙 ValーdeーGrace 区選挙資料 一八九〇年 活版 一綴

二七五、 予算

1 明治二四年度地方税収入追加予算案 活版 一枚

2 明治二五年度内務省所管予定経費要求書 墨書 二綴

3 予算査定理由 明治二五年 墨書 一綴

北海道本庁雑給.小笠原地方費・大島地方敬.警察費・北海道製麻会社補助・高知県四国新道修築費補助・横浜築港費補

助・諸官衙及議院建築費他

4 予算費目別調 明治二五年 墨書 一綴



北海道土地調査費・旅費・雑給等廿五・廿四年度対照

5 明治二十五年度地方税追加予算地租戸数割賦課議案修正案 活版・朱訂 一綴

6 明治廿六年歳出襲算内務省 蒟蒻版 一綴

7 明治二十七年度内務省予算概算 蒟蒻版 一綴

8 土木監督区署俸給及諸給 明治二七年 墨書 一綴

（附） 土木監督区署明治二七年度概算

9 明治二七年度概算表 警視庁 明治二七年 活版 一枚

10 集治監俸給及諸給 明治二七年 活版 一枚

11 北海道集治監俸給及諸給 明治二七年 墨書 一枚

12 予算表 墨書 一綴

大蔵省・陸軍省・海軍省・文部省・農商務省・逓信省

13 地理租税派出所予算要求額明細表 墨書 一纏

14 独逸帝国最近年度歳出明細表 自一八九〇年至一八九二年 墨書 一綴

（附） 独逸帝国歳出総計額

二七六、 法律一般

1 徴発令抄 墨書 一綴

太政官布告第四三号 明治一五年八月一二日

2 各種法規改正案 墨書 一綴

イ 会計年度開始前現金支出規則 勅令第九五号 明治二二年七月一二日

ロ 内国旅費規則 閣令第一四号 明治一九年六月八日

ハ 支払命令委任規程 勅令第八九号 明治二二年七月二日

ニ 土地収用法 法律第一九号 明治二二年七月三〇日

3 元老院議事録抜奉 山口尚芳・三浦安 明治二三年九月 墨書 一綴

法律第八四号条項違犯ニ関スル罰則ノ件

4 外国博覧会出品及其附属品海関税免除ノ件法律案 明治二四年九月四日 蒟蒻版 一綴

イ 大蔵大臣申請書 総理大臣宛

ロ 法律案

ハ 同法律案理由書

5 法律延期ニ関スル意見書 江木衷 明治二五年四月六日 墨書 一級

穂積八束.伊藤悌治.岡山兼吉.奥田義人・松野貞一郎・土方寧・中橋徳五郎・朝倉外茂鉄・木槻幸吉ノ見解ヲ纒メテ新

法典実施延期ヲ論ズ

6 法典実施ニ関スル建議 内閣総理大臣宛 蒟蒻版 一綴

前法律取調委員長取調委員報告委員某等ノ民法商法実施延期論ニ対スル反対意見

7 遺族扶助法案 蒟蒻版 一綴

明治七年以後ノ各戦役ニ死残シタル者ノ遺族扶助法

（附） 扶助等級表 一枚

8 日本人事編抄 墨書・鉛筆書 一綴

日英対照 二四七条ー二七〇条



9 借地法案 法律取調委員会 謄写版 四綴

イ 総会議案第一案 大正七年一月一八日 一綴

ロ 総会議案第二案 大正七年二月一六日 一綴

ハ 総会議案第三案 大正七年二月二七日 一綴

ニ 借地法案修正説明書 大正七年二月二七日 一綴

10 少年法案

イ 少年法案 大正八年七月七日 活版 一冊

ロ 少年法修正案 大正八年六月二九日 活版 一冊

ハ 特設少年監ニ於ケル少年受刑者犯罪時ノ境遇調査 謄写版 一綴

11 刑事訴訟法改正案中修正 大正八年五月三〇日 活版 一冊

九五条 一〇三条 一二四条 一三五条 一三七条 一五六条 一五九条 二九六条 四四五条 四四七条ノニ 四八六条

銃砲火薬類取締法施行規則中改正ノ件審査報告 枢密院書記官長ニ上兵治 大正一二年三月二三日 二七七-5

12 銃砲火薬類取締法施行規則中改正ノ件 大正一二年一二月三一日 蒟蒻版 一綴

両院ノ議ヲ経タル司法官試補及弁護士ノ資格ニ関スル法律案ノ件審査報告 審査委員長岡部長職 大正一二年四月一五日

二七七-16

13 両院ノ議ヲ経タル司法官試補及弁護士ノ資格ニ関スル法律案ノ件 大正一二年四月二〇日 蒟蒻版 一綴

14 枢密院通牒 明治 年九月三〇日 墨書 一枚

法律第八四号命令違反ノ罰則ハ憲法違反ノ件

15 少年法抄 謄写版 一綴

第三ー六条 一五条

二七七、 官制

1 内務省官制 蒟蒻版・朱訂 一綴

内務省・警視庁・地方官・中央気象台・土木監督署・北海道庁・北海道集治監.札幌農学校.集治仮留監官制

2 関東庁官制中改正ノ件審査報告 枢密院書記官長ニ上兵治 大正一一年六月三日 蒟蒻版 一綴

3 関東庁官制中改正ノ件 大正一一年 蒟蒻版 一綴

4 枢密院通牒 大正一二年三月二七日 蒟蒻版 一枚

海軍省官制中改正ノ件他五件

5 枢密院議案審査報告 大正一二年三月 蒟蒻版 一綴

海軍省官制中改正ノ件・農商務省官制中改正ノ件・逓信省官制中改正ノ件・陸軍省官制中改正ノ件.奏任文官特別任用

令中改正ノ件・銃砲火薬類取締法施行規則中改正ノ件

海軍省官制中改正ノ件審査報告 枢密院書記官長ニ上兵治 大正一二年三月二四日 一一七七-5

6 海軍省官制中改正ノ件 大正一二年三月三一日 蒟蒻版 一綴

農商務省官制中改正ノ件審査報告 枢密院書記官長ニ上兵治 大正一二年三月二四日 二七七-5

7 農商務省官制中改正ノ件 大正一二年三月三一日 蒟蒻版 一綴

逓信省官制中改正ノ件審査報告 枢密院書記官長ニ上兵治 大正一二年三月二四日 二七七-5

8 逓信省官制中改正ノ件 大正一二年三月三一日 蒟蒻版 一綴

陸軍省官制中改正ノ件審査報告 枢密院書記官長ニ上兵治 大正一二年三月二六日 二七七ー5

9 陸軍省官制中改正ノ件 大正一二年三月三一日 蒟蒻版 一綴



奏任文官特別任用令中改正ノ件審査報告 枢密院書記官長ニ上兵治 大正一二年三月二六日 二七七ー5

10 奏任文官特別任用令中改正ノ件 大正一二年三月三一日 蒟蒻版 一綴

11 枢密院議案審査報告 大正一二年四月 蒟蒻版 一綴

内務省官制中改正ノ件・司法省官制中改正ノ件・奏任文官特別任用令中改正ノ件・世伝御料地ニ地上権ヲ設定スルノ

件

内務省官制中改正ノ件審査報告 枢密院書記官長ニ上兵治 大正一二年四月一四日 二七七ー11

12 内務省官制中改正ノ件 大正一二年四月二〇日 蒟蒻版 一綴

司法省官制中改正ノ件審査報告 枢密院書記官長ニ上兵治 大正一二年四月六日 二七七ー11

13 司法省官制中改正ノ件 大正一二年四月二〇日 蒟蒻版 一級

奏任文官特別任用令中改正ノ件審査報告 枢密院書記官長ニ上兵治 大正一二年四月一四日 二七七ー11

14 奏任文官特別任用令中改正ノ件 大正一二年四月二〇日 蒟蒻版 一綴

15 枢密院通牒 大正一二年四月一六日 蒟蒻版 一綴

両院ノ議ヲ経タル司法官試補及弁護士ノ資格ニ関スル法律案ノ件他三件

16 枢密院議案審査報告 大正一二年四月 蒟蒻版 一綴

両院ノ議ヲ経タル司法官試補及弁護士ノ資格ニ関スル法律案ノ件・大正十二年法律第 号ニ依ル試験ニ関スル件・高等

試験ノ受験資格ニ関スル件・高等試験及普通試験委員官制中改正ノ件

高等試験委員及普通試験委員官制中改正ノ件審査報告 審査委員長岡部長職 大正一二年四月一五日 二七七ー16

17 高等試験委員及普通試験委員官制中改正ノ件 大正一二年四月二〇日 蒟蒻版 一綴

18 枢密院通牒 大正一二年五月一二日 蒟蒻版 一枚

関東庁官制中改正ノ件他三件

19 関東庁官制中改正ノ件審査報告 枢密院書記官長ニ上兵治 大正一二年五月一〇日 蒟蒻版 一級

20 関東庁官制中改正案 大正一二年五月一六日 蒟蒻版 一級

（附） 関東庁官制

21 朝鮮総督府中枢院官制中改正ノ件審査報告 枢密院書記官長ニ上兵治 大正一二年五月九日 蒟蒻版 一枚

22 朝鮮総督府中枢院官制中改正案 大正一二年五月一六日 蒟蒻版 一級

（附） 朝鮮総督府中枢院官制

23 樺太庁官制中改正ノ件審査報告 枢密院書記官長ニ上兵治 大正一二年五月一〇日 蒟蒻版 一枚

24 樺太庁官制中改正ノ件 大正一二年五月一六月 蒟蒻版 一級

（附） 樺太庁官制

25 枢密院通牒 大正一二年六月一六日 蒟蒻版 一枚

判任文官特別任用令中改正ノ件他一件

26 判任文官特別任用令中改正ノ件審査報告 枢密院書記官長ニ上兵治 大正一二年六月九日 蒟蒻版 一級

27 判任文官特別任用令中改正ノ件 大正一二年六月二〇日 蒟蒻版 一級

28 台湾総督府視学官特別任用令中改正ノ件審査報告枢密院書記官長ニ上兵治 大正一二年六月一三日 蒟蒻版 一綴

29 台湾総督府視学官特別任用令中改正ノ件 大正一二年六月二〇日 蒟蒻版 一綴

30 官制改革論 一 河合納言（都筑馨六） 墨書・朱訂 一綴

二七八、 地方制度

1 地方官官制 新案 蒟蒻版 一綴



2 内務大臣訓令 訓第五一〇号 明治一九年七月二〇日 墨書 一綴

今般公布ノ地方官官制趣旨及執行手続

3 府県官職制 明治一一年七月二五日 墨書 一綴

4 府県制施行雑録 墨書・朱書 一綴

監獄署廃設ノ内務省達・郡制施行特例ノ勅令案・郡長行政権委任ノ内務省令他

5 府県制改正案逐条意見 墨書・朱訂 二綴

未定稿

6 東京・京都・大阪特別市制廃止意見 明治二五年 墨書 同文二級

7 都制法律案 第一案 明治二七年四月 墨書・朱訂 一綴

第一条ー第一二四条

8 都制法律案 第二案 明治二七年四月 墨書・朱訂 一綴

第一条ー第一二四条

9 都制法律案 第三案 明治二七年四月 墨書・朱訂 一綴

第一条ー第七条

10 都制法案断片 明治二七年 朱書 一綴

11 郡制改正案及理由書 墨書 一綴

イ 郡制改正案第五章

ロ 郡制改正法律案理由書

12 郡制改正案意見 墨書 一綴

選挙法・郡長公選・助役新置・大地主特権廃止・郡立法権付与・郡組合設置

13 維新前町村制度考 県治局府県課 墨書 一綴

第一章第四款自第四至第二六

第一章第五款井附属

14 郡組合法 墨書・朱書 一綴

大森修正案

15 Law for the organization of cities, towns,and villages 活版 一冊

二七九、 行 政

1 有森新吉意見書 山県有朋宛 明治二三年八月一二日 墨書 一綴

細民生活安定ノ方途 国民的資本蓄積必要 町村貯富条例発布必要 ヘレゴラソド問題英国政策論調

2 内閣会計課通知書 都筑馨六宛 明治二五年一一月二二日 墨書 一枚

勅令九六号ニ依ル俸給令改正ノ為兼官俸給ノ返却ヲ命ズ

3 会計規則追加勅令案 墨書・朱訂 一綴

修正案

4 狩猟規則ニ関スル論議 墨書 一綴

5 執行吏規則草案井ニ説明 活版 一綴

6 都筑馨六意見書伊藤博文宛 明治二八年六月一日 墨書 一通

取締規則発布上ノ注意

7 行政事業意見断片 墨書・朱訂 一綴



8 官庁間ノ権限ニ付意見 都筑馨六宛 墨書 一級

9 内務大臣回答案備考 平岡定太郎 大蔵省宛 墨書 一枚

民有地買上登記請求方ノ件照会ニ対スル回答案

10 都筑馨六質問覚土地整理委員会宛 墨書 一級

11 町村・道路・国税等ニ関スル覚書断片 墨書 五枚

12 監獄改良意見断片 墨一書 一綴

行刑予告法閉門法ヲ用ルベシ

13 警視庁北海道庁府県及ビ集治監判任官ノ特別任用ノ件 勅令案 明治二六年 蒟蒻版 一枚

14 警部長特別任用ノ件 勅令案 明治二六年 蒟蒻版 一枚

15 在留外国人ト不動産所有権 草稿 墨書 一綴

16 殖民地便覧拓殖事務局 大正一二年二月一七日 活版 一冊

17 府県俸給及諸給表 蒟蒻版 一枚

退官賜金 死亡賜金 死傷手当ヲ除ク

18 英国政府官吏員数及俸給表 墨書 一綴

一八九〇年調査

（附） 英国政府歳出予算（シヴィルサーヴィスノ部ノ三）

19 仏国官庁職員員数及其俸給摘要 墨書 一綴

20 普魯士王国官庁職員員数及其俸給摘要 墨書 一枚

大正一二年法律第 号ニ依ル試験ニ関スル件審査報告 審査委員長岡部長職 大正二一年四月一五日 二七七ー16

21 大正一二年法律第 号ニ依ル試験ニ関スル件 大正一二年四月二〇日 蒟蒻版 一綴

高等試験ノ受験資格ニ関スル件審査報告 審査委員長岡部長職 大正一二年四月一五日 二七七ー16

22 高等試験ノ受験資格ニ関スル件 大正一二年四月二〇日 蒟蒻版 一綴

二八〇、 行政裁判

1 行政裁判法 蒟蒻版 一綴

行政裁判ト請願

2 行政裁判法訴願法改正案 墨書 一綴

イ 行政裁判法改正案 明治二三年六月

第一五条・第一七条改正案及理由

ロ 訴願法改正案 明治二三年一〇月

第一条・第二条・第三条・第二条等改正案及理由

3 行政裁判法改正修正案 都筑馨六他 蒟蒻版・朱訂 一枚

第一条

4 行政裁判法改正修正案 蒟蒻版 一枚

第二条

5 行政裁判法ニ関スル質問 蒟蒻版 一枚

行政裁判法四七条ト裁判所構成法第三条

6 都筑馨六等回答書 明治二五年八月三〇日 墨書 一綴

行政事件賠償ニ関スル長野県知事照会ニ対スル回答



7 回答書草稿 明治二五年八月 墨書 一通

長野県知事照会ニ対スル回答草稿

8 行政裁判所評定官樋山資之申立 行政裁判所長官植村正直宛 明治二五年一一月八日 墨書 一枚

村会議員不正選挙取消訴願ノ件

9 町村制第一ニ九条中廃止ノ件 松浦・樋山・山脇評定官 五月三〇日 蒟蒻版 一枚

総会議案第一〇号

10 行政官庁ノ違法虚分ニ対スル意見 蒟蒻版 一綴

11 裁判所構成法改正案 墨書・活版・朱訂 一級

イ 裁判所構成法改正要点及理由

ロ シュールチェ氏学国国法論抜書

ハ 仏国訴訟法撮要抜書

ニ チゾン先生回答抜藁

ホ バール氏独逸訴訟法論抜書

ヘ 増減調

ト 裁判所構成法改正案

12 裁判所庭務規定 明治一九年一一月 活版 一冊

司法省令丙第八号別冊

13 裁判所構成法意見都筑馨六 明治二四年四月二八日 墨書 一綴

14 裁判言渡書 蒟蒻版 一綴

奥印取消訴訟原告田中茂七 被告松尾芳道

15 曽祢書記官被告事件ニ付回答案 墨書 一級

二八一、 土 木

1 道路法修正案 墨書・朱訂 一綴

都筑馨六修正

2 公共道路法修正案 活版・朱訂 一綴

都筑馨六修正

3 二四年勅令第二〇五号ヲ以テ地方人民救済河川堤防費トシテ七拾五万円ヲ国庫ヨリ下付セラレタル顛末及ビ之ニ対スル処分

法案 蒟蒻版 一綴

乙案

4 明治二四年度土木費市町村土木補助費借入及償還規則案 活版・朱訂 一枚

5 The streams of Echu Kaga and harbors required 一八九一年一一月一四日 蒟蒻版 一冊

二八二、 官有財産

1 青木周蔵外務大臣意見書 内閣宛 墨書 一綴

官有財産法第四条修正ノ理由

2 再訂官有財産法及管理規則修正案 青木周蔵 墨書・朱訂 一綴

3 エッチ・ダブルュー・デニソン意見書 英文 一八九〇年 墨書・ペン書 一綴

官有財産法第四条ニ関スル意見

（附） 和訳



4 モッセ氏意見書 英文 墨書・ペン書 一綴

官有財産売却

（附） 和訳

5 官有財産法 蒟蒻版 一綴

6 官有財産法修正案 明治二五年 蒟蒻版・朱訂 二級

7 官有財産管理法案 井上彦左衛門他四名 明治二五年 活版 一綴

衆議院提出案

8 官有財産管理法案ニ対スル内務省意見 墨書 一綴

衆議院議員井上彦左衛門外四名発議

9 官有財産法案 明治二六年一月一二日 蒟蒻版 一綴

大蔵大臣渡辺国武閣議提出案

10 官有財産管理規則 蒟蒻版 一綴

11 官有財産管理規則 中書・朱訂 一綴

12 官有財産管理規則 墨書 一綴

改正理由演説案 一

13 官有財産管理規則 墨書・朱訂 一綴

改正理由演説案 二

14 諸規則手続一覧 墨書・朱書 一綴

官有財産管理規則・医師免許規則・官吏恩給法施行規則・徴兵事務条例等

世伝御料地ニ地上権ヲ設定スル件二件審査報告 枢密院書記官長ニ上兵治 大正一二年四月一四日 二七七ー11

15 世伝御料地ニ地上権ヲ設定スルノ件 大正一二年四月二〇日 蒟蒻版 二綴

イ 南豊島御料地ノ内羽沢

ロ 南豊島御料地ノ内千駄ケ谷

二八三、 地方行政

1 内務大臣伺書案 都筑馨六 内閣総理大臣宛 明治二五年二月二日 墨書・朱訂 一綴

市町村会ノ議決ニ関スル件閣議提出伺

2 内務大臣伺書案 都筑馨六 内閣総理大臣宛 明治二五年一一月 墨書・朱訂 一綴

市町村会ノ議決ニ関スル件閣議提出伺

3 権限争議裁定ノ手続ニ関スル勅令案 明治二五年 墨書・朱訂 一綴

都筑馨六朱訂

4 内務大臣訓令案 府県知事宛 明治二六年四月 墨書 一綴

イ 都筑馨六・安広伴一郎参事官意見

ロ 同参照意見

ハ 内務大臣訓令案 県治局長発議

府県ヨリ本省宛報告事項ノ越権或ハ職権外ニ渉ルヲ戒ム

5 地方庁ノ命令ノ公布式ノ件 勅令案 蒟蒻版 一綴

6 戸長経費及事務 品書 一枚

イ 太政官達 明治一一年七月二二日



ロ 内務省乙達 明治二年一二月

7 郡分合資力一覧表及付録 墨書 一綴

委員修正ヲ参照

8 三重県警部長伺書 小野田元煕警保局長 都筑馨六内務参事官宛 明治 年六月二四日 墨書 一綴

島田三郎・浅香克孝ノ津市演説取締ノ件

9 区会議員ニ関スル市会ノ職権ニ付テ発議 進十六・斯波有造・本田親雄 明治二六年 墨書・蒟蒻版 一綴

10 区会議員ニ関スル市会ノ職権ニ付テ 箕作・斯波・進・渡辺・松浦評定宜 明治二六年 蒟蒻版 一綴

修正案

11 市町村会議決及区会議員身分取扱処置 墨書 一枚

12 県官吏ノ旅費ノ所属ニ付テ回答案 朱書 一枚

13 愛岐両県震災費ニ関スル質問及答弁対照 明治二五年五月二六日 活版 一冊

14 愛岐両県震災費ニ関スル答弁参考書 明治二五年 活版 同文二珊

15 岐阜県下震災備荒金沢費調査書草案 都筑馨六 明治二五年 墨書 一綴

16 岐阜県知事小崎利準勤続請願書類 明治二六年三月 活版 一綴

イ 知事ノ勤続ヲ梱請スル上書 渡辺甚吉他二六二六名 明治二六年三月二三日

ロ 岐阜県治上ニ付上申書 山田省三郎他六名 明治二六年二月二四日

ハ 小崎知事ノ免官 岐阜口々新聞論説 明治二六年三月二五日ー二八日

17 前岐阜県知事小崎利準氏ヲ特ニ優遇アランコトヲ請フ上申書岐阜県下二四郡人民内閣総理大臣伊藤博文宛 明冶二六年五月

六日 墨書 一綴

18 陳情書 奈良県添下郡庄桐村総代村戸覧徳他一四九名 内務大臣井上馨宛 明治二六年四月二一日 墨善 一綴

知事小牧昌業排斥ヲ駁ス

二八四、北海道関係

1 北海道庁官制 明治二四年七月二四日 墨書 一綴

勅令一一一号

2 北海道官制 明治二五年 墨書 一綴

（附） 勅令案 北海道高等官俸給ノ件

3 北海道議会法律案他四案ニ対スル内務省意見 明治二四年一二月 墨書 一綴

4 北海道議会法律案 百万梅治他三名 明治二五年一二月一〇日 活版 一綴

イ 北海道議会法律案理由書

ロ 北海道議会法律案

ハ 衆議院議員提出案

5 高津仲次郎質問主意書 明治二四年一二月七日 カーボン 一綴

北海道殖民事業.北海道官有物払下・北海道勧業委托金処分・札幌製糖会社及製麻会社・北海道土地貸下ニ関スル質問

6 河野広中・工藤行幹質問書 明治二五年五月九日 墨書 一綴

イ 北海道殖民開拓ニ対スル施政方針

ロ 北海道官有物梯下ケノ件

ハ 北海道勧業委托金庭分ノ件

ニ 札幌製糖会社及札幌製麻会社ノ件



ホ 北海道土地貸付ノ件

ヘ 炭鉱鉄道線路変更ノ件

7 北海道行政組織ニ関スル意見書案 明治二六年 鴉書・朱訂 一綴

8 北海道自治制施行意見案 墨書 一綴

9 北海道施政之方針案 墨書・朱訂 一綴

10 法律勅令中除外例トシテ北海道開拓事務局長官ノ職権ニ属セラルベキ条件 里…書 一綴

11 北海道各郡区内交通産業等調査事項表 墨書 一綴

12 北海道各郡内産業等調査事項覚 墨書 一枚

13 将来北海道ニ集治監ヲ増設スル事ノ可否 断片 思妻 一枚

二八五、 外交一般

1 条約改正意見 井上馨 明治二二年一二月 鴉書 一綴

2 条約改正ニ関スル断案 榎本武揚 活版 一冊

3 条約改正参考書 活版 一冊

自明治五年至明治二〇年ノ条約改正始末

4 品川鉄治報告 山県有朋宛 明治二三年一月 墨書 一綴

愛蘭自治党パーネル動向 維廉皇帝陛下之教育ニ関スル御演舌要旨

5 陸奥宗光・マイエット往復書翰 明治二四年三月 墨書 一綴

イ 陸奥宗光書翰 マイエット宛 明治二四年三月一九日

雇用契約解除及ビ叙勲通告

ロ マイエット書翰 陸奥宗光宛 明治二四年三月一九日

雇用契約解除承諾 農商務取調継続希望

ハ 陸奥宗光書翰 マイエット宛 明治二四年三月一九日

農商務取調続行承諾 給与二千七百円ヲ通知

ニ マイエット書翰 陸奥宗光宛 明治二四年三月二〇日

二千七百円受領

ホ 日本政府奉職中凋査シタル事項ノ要件 マイエット 明治二四年三月一三日

6 外国人ノ領事任命ニ関スル件 明治二四年四月 蒟蒻版 一綴

イ 主査提出案

ロ 青木外務大臣申請書 山県首相宛 明治二四年四月一〇日

7 石油課税ニ関スル在露帝国公使ヨリノ往東 英文共 明治二八年六月八日 墨書・ペン書 一綴

ロバノフ・ロストウスキー外務大臣宛 西徳二郎性露公使書翰

8 朝鮮国本邦在留人調 墨書 一綴

従明治二一年至同二八年

9 西徳二郎書翰 陸奥外務大臣宛 明治二九年一月二三日 墨書 一綴

露ノ租借地遼東半島ヘ変更意図 対策意見 帰国辞職希望

10 西園寺臨時外務大臣宛電報 蒟蒻版 一枚

イ 加藤駐英公使電報 明治二九年三月一一日

英独組合清国公債ノ約定書ニ調印



ロ 林監清公使電報 明治二九年三月一二日

英清公債ノ契約調印

11 露清満州撤兵交渉関係電報 一 在独日本公使宛 英文 ペン書 一綴

イ 小村外務大臣電報 明治三四年一〇月二五日

ロ 小村外務大臣電報 明治三四年一〇月二六日

ハ 小村外務大臣電報 明治三四年一〇月二七日

ニ 小村外務大臣電報 明治三四年一〇月二七日

ホ 小村外務大臣電報 明治三四年二月 二日

ヘ 林駐英公使電報 明治三四年一一月 二日

12 露清満州撤兵交渉関係電報 二 在独日本公使宛 英文 ペン書 一綴

イ 小村外務大臣電報 明治三四年一一月 一日

ロ 小村外務大臣電報 明治三四年二月 二日

ハ 杉村在露公使電報 明治三四年一一月二日

ニ 小村外務大臣電報 明治三四年一一月二日

ホ 小村外務大臣電報 明治三四年一一月二日

ヘ 杉村在露公使電報 朋治三四年一一月二日

ト 林在英公使電報 明治三四年一一月四日

チ 林在英公使電報 明治三四年一一月七日

13 露清満州撤兵交渉関係電報 三 在独日本公使宛 英文 ペン書 一綴

イ 林在英公使電報 明治三四年一一月四日

ロ 林在英公使喧報 明治三四年一一月七日

ハ 林在英公使電報 明治三四年一一月 七日

ニ 杉村在露公使電報 明治三四年一一月 七日

ホ 林在英公使電報 明治三四年一一月 七日

ヘ 杉村在露公使電報 明治三四年二月 九日

ト 杉村在露公使電報 明治三四年一一月一〇日

チ 杉村在露公使電報 明治三四年一一月一一日

リ 杉村在露公使電報 明治三四年一一月一二日

14 加地鉄太郎意見書 都筑馨六宛 墨書 一綴

日露両国提携問題

15 条約ノ効力ニツイテ 狸山谷居士 ペン書 一綴

イ 条約ノ効力ニツイテ 狸山谷居士

ロ 危急存亡ノ秋―国際競争ニ対スル我国是ヲ確立シ工業振興ノ根本策ヲ断行スベシ 狸穴隠士

16 意見書草稿 墨書 一通

万国郵便会議全権人選ノ件

17 暗号表 ペン書・鉛筆書 八枚

18 暗合電報 タイプ 一枚

二八六、 朝鮮問題



1 小村駐鮮公使報告 西国寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月一三日 蒟蒻版 一綴

朝鮮国大君主井世子宮露国公使館ニ入御顛末報告 機密第十一号

（附） イ 朝鮮国勅書 漢文 明治二九年二月

趙義淵・万範善・李斗横・李珍鎬・李範来・権〓鎮ノ処分 朴定陽・尹用求・金姫始・趙乗稷・李完用.李允用ヲ招ス

（別紙第一号）

ロ 朝鮮国官報 朝鮮国叙任及辞令 明治二九年二月二日

李載量.金弘集.金允植.前吉溶・魚允中・趨義淵・張博・鄭乗夏・金宗漢・許〓・李載純・金炳始・朴定陽・李充用・

趙東桜・手用求・李在正・安駒寿・李允刑 （別紙第二号）

八 Opeyer 書翰 小村寿太郎宛 英文 明治二九年二月一一日

朝鮮国王蒙塵

ニ John M. Sill 書翰 小村寿太郎等宛 英文 明治二九年二月一一日

朝鮮国王事件

ホ 李完用通牒 漢文 明治二九年二月一一日

朝鮮国王ノ露国公使館逃避

ヘ Ye Wan Yang 書翰 英文 明治二九年二月一一日

ト 李完用書物 小村寿太郎宛 漢文 （別紙第五号） 明治二九年二月一一日

チ 朴定陽・李允用奉勅布告 （別紙第六号） 明治二九年二月一一日

帰.順ヲ込諭示ス

リ 朴定陽・趙乗稷奉勅布告 明治二九年二月一一日

罪魁処分ヲ諭ス （別紙第七号）

ヌ 朴定陽奉勅布告 明治二九年二月一一日

非魁処分ヲ諭シ安撫セシム 前古溶・趙義淵・張博・権〓鋏・李斗横・禺範善・李範米・李軫鎬 （別紙第八号）

ル 朴定陽布告 明治二九年二月一二日

皇帝露国公使館逃避ニ依リ国民ヲ安撫ス （別紙第九号）

ヲ 朝鮮警務庁布告 明治二九年二月一二日

外国人ニ対スル反罪ヲ戒筋ス（別紙第十号）

ワ 朝鮮国官報 明治二九年二月一二、一三日

金春煕・尹致昊・李完用・高永喜等ノ任免処罰 別紙箒十一号）

カ 小村駐鮮公使報告 西国寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月一七日

国王露館ニ潜幸ノ顛末報告 （機密第十二号）

2 小村駐鮮公使確報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月一六日 蒟蒻版 一枚

一一日以来ノ朝鮮事情

3 小村駐鮮公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月一六日 蒟蒻版 一枚

米英独使臣ト交渉ノ始末及ビ対韓処遇

4 内田領事電報 原外務次官宛 明治二九年二月一六日 蒟蒻版 一枚

田中秀一殺害ヲ報ズ

5 萩原領事館事務代理電報 原外務次官宛 明治二九年二月一六日 蒟蒻版 一枚

朝鮮事件ト仁川ノ情勢



6 Yi Wan Yong 外務大臣電報 駐日朝鮮公使宛 明治二九年二月一六日 墨書 一枚

新内閣ノ任命ヲ日本政府ニ報告ヲ命ズ

7 小村駐鮮公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月一六日 蒟蒻版 一枚

朝鮮国王・皇太子ノ露国公使館ニ蒙塵

8 小村駐鮮公使報告 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月一七日 蒟蒻版 一綴

国王露館ニ潜幸ノ顛末報告 （機密第十二号）

9 小付舳鮮公使報告 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月一七日 蒟蒻版 一綴

去一一日事変〓末報告後ノ模様 （機密第十三号）

（附） イ 朝鮮国王勅書 （朴定陽奉書） 明治二九年二月一五日

朝鮮事変ノ処世 （別紙第一号）

ロ 李完用通牒 漢文 明治二九年二月一六日

朝鮮事変ノ処世 （別紙第二号）

ハ 朴定陽 趙乗稷布告 明治二九年二月一四日

関泳駿 閏掴植ノ処分 （別紙第三号）

ニ 朝鮮国司法劣布告 明治二九年二月一八日

関泳駿 閔〓植ノ処分

ホ 朝鮮国王勅書 （朴定陽奉書） 明治二九年二月一六日

王宮還御 （別紙第四号）

ヘ 朝鮮国王勅書 （朴定陽奉書） 明治二九年二月一一日

朝鮮事変ニ対シ勅諭ス （別紙第五号）

ト 朝鮮国王勅書 （朴定陽・朴在正奉書） 明治二九年二月一三日

安民ノ勅諭 （別紙第六号）

チ 朝鮮国王勅書 （朴定陽奉書） 明治二九年二月十三日

安民ノ勅諭 （別紙第七号）

10 西馳露公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月一七日 蒟蒻版 一枚

露外相トノ朝鮮事変交渉始末

11 小村駐鮮公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月一七日 蒟蒻版 二枚

朝鮮国王世子露公使館滞在

12 加藤駐央公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月一七日 蒟蒻版 一枚

朝鮮事変ニツイテ英国政府トノ交渉報告

13 小村駐鮮公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月一八日 蒟蒻版 一枚

露兵ノ朝鮮王宮守衛状況

14 伊津野兵帖司令官電報 川上兵站総監宛 明治二九年二月一八日 蒟蒻版 一枚

忠州暴動報知

15 加藤駐央公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月一九日 蒟蒻版 一枚

朝鮮事件ニ対スル英国ノ態度

16 小村駐鮮公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月二〇日 蒟蒻版 一枚

朝鮮事件ニ対スル公使トシテノ措置報告



17 小付駐鮮公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月二〇日 蒟蒻版 二枚

公使トシテノ朝鮮事件処理方法

18 萩原領事館事務代理電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月二〇日 蒟蒻版 一枚

仁川附近ノ暴騒ノ情況報告

19 曽禰駐仏公使電報 西園寺臨時外務大、臣宛 明治二九年二月二一日 蒟蒻版 一枚

朝鮮事件ニ対スル仏国ノ態度

20 安達臨時代理公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月二一日 蒟蒻版 一枚

朝鮮事件ニ対スル伊国ノ態度

21 青木馳独公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月二一日 蒟蒻版 一枚

朝鮮事件ニ対スル独国ノ態度

22 庸平駐喚公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月二一日 蒟蒻版 一枚

朝鮮事件ニ対スル喚国ノ態度

23 栗野駐米公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月二一日 蒟蒻版 一枚

朝鮮事件ニ対スル米国ノ態度

24 小村駐鮮公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月二二日 蒟蒻版 一枚

魚允中横死ノ事情

25 小村駐鮮公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月二二日 蒟蒻版 一枚

朝鮮事件ニ対スル露国トノ関係

26 小村駐鮮公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月二二日 蒟蒻版 一枚

露国交渉始末問合 朝鮮事件近況報告

27 小村駈鮮公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月二二日 蒟蒻版 二枚

朝鮮事件ト露国公使館トノ関係

28 西園寺臨時外務大臣電報 西駐露公使宛 明治二九年二月二三日 蒟蒻版 一枚

在韓両国公使ヘノ訓令ニ関シ露外相トノ合意報知

29 加藤釜山領事電報 西国寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月二三日 蒟蒻版 一枚

晋州暴徒蜂起報知

30 小村駐鮮公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月二一二日 蒟蒻版 一枚

朝鮮政府内部交迭報知

31 小村症鮮公使報告 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月二四日 蒟蒻版 一綴

新政府ノ現況報告 （機密第十六号）

（附） イ 朝鮮国王勅諭 （朴定陽奉書） 明治二九年二月一八日

民心安撫 （別紙第一号）

ロ 朴定陽訓示 明治二九年二月一八日

比心安撫 （別紙第二号）

ハ 朴定陽・趙乗稷布告 明治二九年二月二〇日

前年一〇月一一日事件ノ服罪者赦免 （別紙第三号）

ニ 朝鮮国官報 明治二九年二月二三日

趙乗稷ノ農商工相任命 李範晋ノ法相任命 鄭寅興・安駒寿ノ中枢院議官任命 権在衡ノ法師協弁任命



李範晋・陸鍾允ノ免官 関商鎬ノ外部交渉局長任命 （別紙第四号）

32 西駐露公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月二三日 蒟蒻版 一枚

日本兵ノ元山駐屯ニツイテ露外相問合

33 内田京城領事電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年二月二五日 蒟蒻版 一枚

不良比及ビ露兵ノ京城侵入 京城邦人引上報知

34 西囲寺臨時外務大臣電報 西駐露公使宛 明治二九年二月二五日 蒟蒻版 二枚

京城事件ニ就テ駐日露公使ニ発牒報知

35 小村註解公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年三月一日 蒟蒻版 一枚

王城前ノ本邦守備隊移転

36 萩原仁川領事官補電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年三月三日 蒟蒻版 一枚

忠清道方而暴徒蜂起

37 加藤釜山領事電報 西園寺臨時外務大臣宛 明治二九年三月三日 蒟蒻版 一枚

馬山・鎮海・威安等ニ暴徒蜂起ノ状況

38 西園寺臨時外務大臣・西駐露公使往復電報 墨書 一綴

イ 西園寺大臣電報 西公使宛 明治二九年二月二〇日

朝鮮事件ニ対スル露国ノ態度

ロ 西園寺大臣電報 西公使宛 明治二九年二月二三日

在韓両国公使ヘノ訓令ニ関シ露外相トノ合意報知

ハ 西公使電報 西園寺大臣宛 明治二九年二月二三日

露国外相ハ在日公使ニ両国間ノ協議ヲ訓令

ニ 西園寺大臣電報 西公使宛 明治二九年二月二五日

外相ヨリ在日露国公使ニ送附ノ通牒報知

ホ 西園寺大.臣屯報 西公使宛

在鮮公使ヨリノ報告

ヘ 西公使電報 西園寺大臣宛 明治二九年二月二六日

露国外相山県有朋ノ派遣同意

ト 西公使電報 西園寺大臣宛 明治二九年二月二九日

露国外相トノ交渉報知

チ 小村公使電報 西園寺大臣宛 明治二九年三月三日

朝鮮ヨリ撤兵ヲ照会

39 小村駐鮮公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 墨書 一綴

イ 小村公使電報 西園寺大臣宛 明治二九年三月二日

閔泳換遣露公使 李夏栄駐日公使ノ任命

ロ 小村公使電報 西園寺大臣宛 明治二九年三月一一日

朝鮮事件ニ罹災セル邦人ノ賠償

40 西園寺公望覚書 一八九六年三月一三日 ペン書 二枚

朝鮮問題ニ対スル日露政府ノ見解

41 伊藤博文復命書草案 明治三八年二月八日 墨書 一通



韓国皇帝慰問特使ノ復命

42 ロイター電報写 （東京発） 七月二五日 タイプ 一枚

日朝新協定調印

43 ロイター電報写 （京城発） 七月二六日 タイプ 一枚

林公使談話

44 林権助電報写 ペン書 三枚

de Bellesciege loan ノ件 朝鮮借款問越

二八七、 山県有朋外遊関係

1 日記 都筑馨六 山県有朋随行 明治二九年三月七日ー四月七日 墨書 一冊

2 山県有朋欧米随行日記 一 都筑馨六 明治二九年三月二七日ー四月一七日 日英文 ペン書・鉛筆書 一冊

3 山県有朋欧米随行日記 二 都筑馨六 明治二九年四月二五日ー七月一九日 英文 ペン書 一冊

4 山県有朋欧米随行日記 一 都筑馨六 明治二九年三月二七日ー四月一七日 軍書 一綴

5 山県有朋欧米随行日記 二 都筑馨六 明治二九年四月二五日ー五月一九日 墨書 一綴

6 山県有朋欧米随行日記 三 都筑馨六 明治二九年五月一九日ー六月一〇日 墨書 一綴

7 山県有朋欧米随行日記 四 都筑馨六 明治二九年六月一〇日ー七月一九日 墨書 一綴

8 伊藤博文・ヒトロヴォ会見記 仏文 一八九六年三月五日 ペン書 一綴

露公使ニ山県特使ノ使命達成協力依頼

9 西駐露公使電報 西園寺臨時外務大臣宛 英文 明治二九年三月一四日 ペン書 一枚

露国戴冠式参列

10 陸奥宗光電報 山県有朋宛 明治二九年四月一六日 ペン書 一枚

パリ到着後曽祢ニ援助ヲ乞ウ

11 徳川篤敬・伊藤勇吉往復電報 英文共 明治二九年五月二ー四日 墨書・ペン書 一綴

山県有朋独逸皇帝謁見ノ件

12 山県有朋宛電報 一八九六年五月四日 ペン書 一枚

三万円電信ニテ送付

13 外務大、臣電報 明治二九年五月五日 墨書 一綴

在朝露国公使側提案要領

14 外務大医電報 明治二九年五月一七日 墨書 一枚

露国修正覚書ニ対スル日本側対案中修正箇所

15 明治二九年五月二〇日モスコウ府ニ於テ山県大使西公使ノ通弁ニ佐リ露国外務大臣ニ提出シタル書類原案 明治二九年五月

二〇日 ペン書 二枚

韓国問題等

16 山県大使ヨリ西公使ノ通弁ニ佐リ露国外務大巨ニ提出セラレタル書面原英文ノ写訳 明治二九年五月二四日 墨書 二枚

朝鮮財政ノ協同援助 軍隊創設 電信線及居留地保護ノ為ノ駐兵制限

17 山県有朋・陸奥外務大臣往復電報 一八九六年五月二四日 ペン書 一綴・一枚

日本管理ノ電信線

18 山県有朋電報 西園寺公望宛 一八九六年六月七日 ペン書 一枚

露国外相六ケ条ニ同意 朝鮮国王畦護一ケ条追加希里



19 陸奥外務大臣電報 山県有朋宛 一八九六年六月一二日 ペン書 一枚

対露交渉経過報告希望

20 韓国問題ニ関スル日露議定書 仏文共 明治二九年六月九日 墨書・ペン書 一綴

秘密条款ノミ

（附） 日露間電信料逓減ニ関スル在日露公使及帝国外務大臣トノ往梅毒輸 一八九七年一〇月

21 西騒露公使電報 青木駐独公使宛 一八九六年六月一七日 ペン書 一枚

山県議定書調印ニ付問合

22 訓令電報訳文 墨書 一綴

交渉原則六ケ条呈示

23 曽祢駐仏大使電報 山県有朋宛 鉛筆書 一通

外相不干渉請合

24 田村電報 山県有朋宛 ペン書 一枚

独逸皇帝山県ト会見ヲ希望

25 電報案 陸奥外務大臣宛 ペン書 一枚

露国外相ト朝鮮問題ニ付会見

26 報告案文 英文 ペン書 五枚

露国外相ト会見 六ケ条ニ付意見交換

27 山県・ロバノフ協定関係資料 明治二九年

イ 会談挨拶草稿 墨書 六枚

ロ 会談演説草稿 英文共 ペン書 四綴・一枚

ハ 提案草稿断片 英文共 ペン書 二枚

第一条ノミ

ニ 請訓電報案 ペン書 一枚

ホ 対案草稿断片 日英文 ペン書 五枚

ヘ 議定書草稿断片 英文 ペン書 三枚

ト 西駐露公使暗号電報 陸奥外務大臣宛 ペン書 一枚

チ 電報案 英文 ペン書 一枚

28 山県・ロバノフ協定関係英文草稿断片 都筑馨六 ペン書 一〇枚

29 山県有朋意見書草稿 明治二九年 墨書 一綴

対露交渉

30 意見書草案 都筑馨六 明治二九年 墨書 一綴

朝鮮ヲ廻ル日露関係

31 意見書草稿 明治二九年 墨書・活版・朱訂 二綴

朝鮮事件ニ対スル日露両国提携

32 意見書草稿 墨書 二綴

欧米諸強国ノ関係及其原因

33 山県有朋復命書草案 西園寺外務大臣宛 明治二九年八月 墨書 一綴

34 山県有朋書翰案 メッケル将軍宛 独文 ペン書 一通



35 ニコライ二世戴冠式資料 一八九六年 活版 一〇点

二八八、 伊藤博文外遊関係

1 伊藤博文・デルカッセ会見記 明治三四年一一月一三日 墨書 一綴

清国問題 朝鮮問.腿 日露関係

2 伊藤博文・デルカッセ会見記 明治三四年一一月一四日 墨書 一綴

東洋ニ於ケル仏国ノ政策 北清事変

3 伊藤博文・ルーベー会見記 明治三四年二月一四日 墨書 一綴

表敬

4 伊藤博文.ニコライ二世謁見記 明治三四年一一月二八日 墨書 一綴

表敬

5 伊藤博文.ラムスドルフ会見記 明治三四年一二月二日 墨書 一綴

朝鮮問題

6 伊藤博文・ウィッチ会見記 明治三四年一二月三日 墨書 一綴

朝鮮問題 日露協和ノ方策 露国財政

7 伊藤博文・ラムスドルフ会見記 明治三四年一二月四日 墨書 一綴

朝鮮問題 日露協商

8 伊藤博文・ウィリアム二世謁見記 明治三四年一二月一四日 墨書 一綴

9 伊藤博文・ランスダウン会見記 明治三五年一月二日 ペン書 一綴

日英協商ノ件

10 伊藤博文・ランスダウン会見記 明治三五年一月六日 墨書 一綴

日英協商ノ件

11 欧州滞在中電報往復綴 明治三四年一一月一四日ー明治三五年一月二〇日 ペン書 一綴

伊藤博文訪欧中

12 伊藤博文宛電報

日英同盟

イ 小村寿太郎外務大臣電報 明治三四年九月三〇日 タイプ 一枚

ロ 桂太郎電報 日英文 明治三四年一一月一一日 ペン書 二枚

ハ 杉村駐露代理公使電報 英文 明治三四年一二月五日 ペン書 一枚

ニ 桂太郎電報 英文 明治三四年一二月五日 ペン書 一枚

ホ 小村寿太郎外務大臣電報 英文 明治三四年一二月八日 ペン書 一枚

ヘ 林駐英公使電報 英文 明治三四年一二月九日 ペン書 一枚

ト 杉村駐露代理公使電報 英文 明治三四年一二月一二日 ペン書 一枚

チ 林駐英公使電報 伯林日本公使宛 英文 明治三四年一二月一二日 ペン書 一枚

リ 桂太郎電報 英文 明治三四年一二月一三日 タイプ 二枚

ヌ 井上勝電報 英文 明治三四年一二月一五日 ペン書 一枚

ル 小村寿太郎外務大臣電報 英文 ペン書 一枚

ヲ 差出人不明電報 英文 鉛筆 一枚

13 小村寿太郎外務大臣電報 伊藤博文宛 ペン書 一枚



14 電報綴 一九〇一年一〇月ー一九〇二年一月 タイプ・カーボン 一綴

15 電報案 明治三四一二月 ペン書 九通

日英同盟

16 日露両国政府合意書草案 英文 ペン書 三点

17 伊藤博文主催レセプション招待状草稿 英文 ペン書 一枚

18 伊藤博文ヘノ質問リスト 英文 タイプ 一枚

二八九、条約一般

1 阿弗利加ニ於ケル火酒類取締ニ関スル条約及議定書 一九一九年九月一〇日調印 活版 一冊

2 Convention sur le reime spritueux en Afrique et protocole,signes a SaintーGermainーLaye. 一九一九年九月一〇旦調印 活

版 一冊

3 阿弗利加ニ於ケル火酒類取締ニ関スル条約及議定書解説概要 外務省 大正一〇年一二月 活版 一冊

4 千八百八十五年二月二十六日ノ伯林一般議定書虹千八百九十年七月二日ノ「ブリュッセル」一般議定書及宣言書ノ改正ニ関

スル条約 大正八年九月一〇日 活版 一冊

5 Convension portant revision de lacte general deBerrlin du 26 fevrier 1885 et de lacte general et dela declara tion

Brixelles du 2 jiollet 1890 signee a SaintーGermainーenーLaye. 一九一九年九月一〇日 活版 一冊

6 千八百八十五年二月二十六日ノ伯林一般議定書拉千八百九十年七月二日ノ「ブリュッセル」一般議定書及宣言書ノ改正ニ関

スル条約ノ解説概要 外務省 大正一〇年一二月 活版 一冊

7 日本帝国「パラグアイ」共和国間通商条約 日英文 一九一九年一一月一七日凋印 活版 一綴

（附） 御批准案 蒟蒻版 一枚

8 常設国際司法裁判所規程及署名議定書 一九二〇年一二月一六日 活版 一冊

（附） 御批准案 蒟蒻版 一枚

9 Statut la cour permanent de justice internationale protocole de signature. 仏英文 一九二〇年

活版 一冊

10 常設国際司法裁判所設置問題経過大要 大正一〇年 活版 一冊

11 支那改訂輸入税率表案 外務省 大正一一年九月二五日 活版 二冊

（附） 支那改訂輸入税率表附註（仮訳文） 支那改訂輸入税率表附属親和（仮訳文）

12 航空法規ニ関スル条約及追加議定書 一九一九年一〇月一三日調印 外務劣 大正一〇年五月 活版 一冊

（附） 国際航空地方図 ヴエルダン 一枚 国際航空一般図 西北部欧羅巴 一枚 御批准案 蒟蒻版 一枚

13 Convention portant regelementation de la navigation aerienne. 仏英伊文 一九一九年一〇月一三日調印 活版 一冊

14 Protocole additionnel a convention du 13 ocotobre 1919,portant reglementation a la navigation aerienne 仏英伊文 活

版 一冊

15 国際航空条約説明書 外務省 大正一〇年五月 活版 一冊

16 枢密院議案審査報告 枢密院書記官長ニ上兵治 大正一〇年九月三〇日 蒟蒻版 一冊

燐寸製造ニ於ケル黄燐使用ノ禁止ニ関スル千九百六年「ベルヌ」国際条約ニ加入ノ件

17 燐寸製造ニ於ケル黄燐使用ノ禁止ニ関スル国際条約 一九〇六年九月二六日調印 活版 一冊

18 Convention internationale sur I'interdiction de I'emploi du phosphore blanc（jaune dans I'industrie des allumettes. 一

九一九年九月二六日調印 活版 一冊

19 燐寸製造業ニ於ケル黄燐使用ノ禁止ニ関スル国際条約ノ成立又共ノ後ノ経過説明苫 活版 一冊



20 黄燐寸製造禁止法 活版 一冊

21 日本帝国及支那共和国間郵便物交換ニ関スル約定 活版 一綴

イ 日本帝国及支那共和国間郵便物交換ニ関スル約定 大正一一年一二月八日調印

ロ Agreement concerning the exchange of correspondence between the Empire of Japan and the Republic of

China.

ハ 日本帝国中華民国互換郵件協定

22 南満洲鉄道附属地郵便協定 日英文 大正一一年一二月八日 活版 一綴

23 外務省公表集 第三輯 外務省 大正一二年一月 活版 一冊

大正二年増補再版

24 枢密院通牒 大正一二年四月一〇日 蒟蒻版 一枚

石井・ランシング交換公文廃案ニ関シ帝国及アメリカ合衆国間ニ公文書交換ノ件

25 石井・ランシング交換公文廃棄ニ関シ帝国及アメリカ合衆国間ニ公文書交換ノ件審査報告 枢密院書記官長ニ上兵治

大正一二年四月一〇日 蒟蒻版 一級

26 石井「ランシング」交換公文廃棄ニ関シ帝国及亜米利加合衆国間ニ公文井交換ノ件 大正一二年四月一一日 蒟蒻版 一綴

イ 米国国務卿ヨリ本邦大使宛公文案

ロ 本邦大使ヨリ米国国務卿宛公文案

ハ Draft of note from the Japanese Ambassador to the Secretary of State.

ニ Draft of the note from Secretary of State to the Japanese Ambassador.

ホ 石井・ランシング協定廃棄ニ関スル件

ヘ 米国国務卿ヨリ石井特命全権大使宛公文 一九一七年一一月二日

ト 石井特命全権大使ヨリ米国国務卿宛公文 一九一七年一一月二日

チ The letter from viscount Ishii to the Secretary of State 一九一七年一一月二日

リ The lerrer from the Secretary of State to Viscount Ishii 一九一七年一一月二日

27 日英間小包郵便約定ノ追加条款締結ノ件審査報告 枢密院書記官長ニ上兵冶 大正一二年五月二日 蒟蒻版 一綴

28 日英間小包郵便約定ノ追加条款 大正一二年五月一六日 活版・蒟蒻版 一綴

イ 日英間小包郵便約定追加条款

ロ Additional articles amending the parcel post. Agreement between the Depertment of Commuーnications of

the Empire of Japan and the Post Office of United Kingdom of Great Britain and Ireland.

ハ 日本帝国逓信省並大不烈顧及愛蘭聯合王国郵政庁間ニ締結セル小包郵便物交換ニ関スル約定

二九〇、 万国平和会議

1 第二回平和会議ニ関スル報告第二 明治四〇年 活版 一冊

2 第二回平和会議第二委員会権任事項ニ関スル報告 明治四〇年 活版 一冊

3 第二回平和会議第三委員会及第四委員会檐任事項並ニ国際捕獲審検所設置問題ニ関スル服告 明治四〇年 活版 一冊

4 海牙平和会議派遣都筑全権大使帰国歓迎会演説筆記 明治四一年三月二四日 墨書 一綴

清浦套吾 都筑馨六 穂積重遠 大岡育造 添田寿一

5 第二回万国平和会議各国委員写真切抜 明治四〇年六月一六日 活版 一枚

Le Journal 切抜

（附） 会議着席図 活版 一枚



6 演説草稿 都筑馨六 明治四〇年 墨書・朱訂 一綴

第二回ハーグ平和会議帰国歓迎会

7 London Post Card News ペン書 三枚

一九〇七年六月二六日 七月九日 七月二三日

二九一、 パリ平和条約

1 同留及聯合国ト独逸国トノ平和条約蚊議定書 外務省 大正八年一一月 活版 一冊

（附） 波蘭国ニ関スル条約 一九一九年六月二八日調印

2 同藍及聯合国ト独逸国トノ平和条約 一九一九年六月二八日調印 活版 一冊

3 Traite de paix entre les puissances et associees et Allemagne et protpcple,signes a Versailles, le 28 juine.1919 仏英文 活

版 一冊

4 Treaty pf peace between the Allied and Associated Powers and Germany and protpcpl. 一九一九年六月

二八日調印 活版 一冊

5 議定書 活版 一級

同盟及聯合国ト独逸国トノ議定書

6 同盟及聯合国ト独逸国トノ平和条約蛙議定書概要 外務省 大正八年二月 活版 一冊

（附） 波蘭国ニ関スル条約概要

7 波蘭ニ関スル条約 一九一九年六月二八日調印 大正九年 活版 一綴

8 Treaty conluded between the principal and Associated Powers and Poland signed at Versailles,

June 28,1919. 活版 一冊

9 「シュレスウィヒ」ニ関スル条約 一九二〇年七月五日調印 翻訳確定案 活版 一冊

（附） 御批准案 蒟蒻版 一枚

10 Treaty respecting Slesvig 一九二〇年七月五日調印 活版 一冊

11 対独平和条約第一正文（英文）追録第二 講和条約委員会印刷部 大正八年七月 活版 一冊

12 対襖平和条約批准関係配布書類目録 大正九年九月二五日 蒟蒻版 一枚

13 同盟及聯合国ト喫地利国トノ平和条約虹議定書 宣言書及特別宣言書 一九一九年九月一〇日調印 活版 一冊

14 Treaty of peace between the Allied and Associated Powers and Austria, protpcpl and declations. （English text） 一九

一九年九月一〇日調印 活版 一冊

15 Traite de paix entre les puissances alliees et associees et I'Autriche, protocole et declaration（texte Francais） 一九一

九年九月一〇日調印 活版 一冊

16 対墺平和条約解説概要 外務省 大正九年八月 活版 一冊

17 対墺平和条約御批准案 蒟蒻版 一綴

18 枢密院通牒 大正一〇年五月一四日 蒟蒻版 一枚

対勃平和条約御批准一件他一件

19 対勃平和条約御批准ノ件審査報告 枢密院書記官長ニ上兵治 大正一〇年五月一三日 蒟蒻版 一綴

（附） 日本帝国「パラグアイ」共和国間通商条約御批准ノ件審査報告

20 同明皿及聯合国ト勃爾牙利国トノ平和条約虹議定書 確定案 一九一九年一一月二七日調印 大正一〇年一月 活版 一冊

一附 御批准案 蒟蒻版 一枚

21 Treaty of peace between the Allied and Associated Powers and Buibaria and protocol. 一九一九年一一月二七日調印 活



版 一冊

22 Traite de paix les puissances alliees et associees et la Bulgatire et protocole. 一九一九年一一月二七日調印 活版 一冊

23 対勃平和条約解説概要 外務省 大正一〇年一月 活版 一冊

（附） 議定書梗概

24 同胞及聯合国ト洪夢利国トノ平和条約並議定書及宣言書 一九二〇年六月四日調印 大正一〇年六月 活版 一冊

（附） 洪牙利国地図 活版 一枚

25 Treaty of peace between the Allied and Associated Poewers and Hungaria, protpcpl and declaration,

June 4,1920. 一九二〇年六月四日調印 活版 一冊

26 Teaite de paix entre les puissances associees et Hongrie,protocole et declation du 4

juin 1920. 一九二〇年六月四日調 活版 一冊

27 対喚対勃対決対独詣平和条約対当条項表 外務古臨畔平和条約雫携局 大正一〇年一月 活版 一冊

28 世界戦争ニ因リ影響セラレタル工業所有権ノ保存又ハ回復ニ関スル取極 一九二〇年六月三〇日調印 活版 一冊

29 Arrangement concernant la conservation ou le retablissement des droite de propriete industrielle atteints par guerre

mondiale. 一九二〇年六月三〇日調印 沽版 一冊

二九二、 国際連盟

1 大正九年十二月十三日国際連盟総会決畿 英文共 大正九年一二月一三日 活版・蒟蒻版 一綴

2 経済封鎖ニ関スル国際連盟第二回総会決議 英仏文共 一九二一年一〇月四日 活版 一綴

3 国際連盟規約第四条改正議定書 英仏文共 一九二一年一〇月五日 沽版 一綴

4 国際連盟規約第六条改正議定書 英仏文共 一九二一年一〇月五日 活版 一綴

各国経費分担率

5 国際連盟規約第六条改正議定書 英仏文共 一九二一年一〇月五日 活版 一綴

六条末項改正

6 国際連盟規約第六条改正議定書 英仏文共 一九二一年一〇月五日 活版 一綴

追加条項

7 国際連盟規約第十二条改正議定書 英仏文共 一九二一年一〇月五日 活版 一綴

8 国際連盟皿規約第十三条改正議定書 英仏文共 一九二一年一〇月五日 活版 一綴

9 国際連盟規約第十五条改正議定書 英仏文共 一九二一年一〇月五日 活版 一綴

10 国際連盟規約第十六条改正議定書 英仏文共 一九二一年一〇月五日 活版 一綴

第十六条第一項後段修正

11 国際連盟規約第十六条改正議定書 英仏文共 一九二一年一〇月五日 活版 一綴

第十六条第二項追加

12 国際連盟規約第十六条改正議定書 英仏文共 一九二一年一〇月五日 活版 一綴

第十六条第三項追加

13 国際連盟規約第十六条改正議定書 英仏文共 一九二一年一〇月五日 活版 一綴

第十六条第四項追加

14 国際連盟規約第二十六条改正議定書 英仏文共 一九二一年一〇月五日 活版 一綴

第二十六条第一項修正

15 国際連盟規約第二六条改正議定書 英仏文共 一九二一年一〇月五日 活版 一綴



第二十六条第ニ項追加

16 国際連盟規約第二十六条改正議定書 英仏文共 一九二一年一〇月五日 活版 一綴

第二十六条第二項修正

17 連盟事務総長ノ書翰 英仏文共 一九二一年一一月二四日 活版 一綴

18 国際連盟規約改正ニ関スル説明書 外務省 大正一一年七月 活版 一冊

19 国際連盟規約抜萃 蒟蒻版 一綴

四条 六条 十一条 十三条 十五条 十六条 二十六条

20 疑義ニ関スル件 大正一一年 活版 一冊

規約第十六条参考 其一

21 疑義悶合ノ件 大正一一年 活版 一冊

規約第二十六条参考

二九三、 国際労働会議

1 千九百十九年第一回国際労働総会ニ於テ採択セラレタル国際条約案及勧告 大正八年 活版 一冊

2 千九百二十年第二回国際労働総会ニ於テ採択セラレタル条約案及勧告 大正九年 活版 一冊

3 第一回国際労働会議報告書外務省 大正九年四月 活版 一冊

4 華盛頓国際労働総会決議解説 外務省臨時平和条約事務局 大正九年一〇月 活版 一冊

国際労働刊行第三輯

5 華府労働条約案ニ対スル各国ノ措置振一覧表 大正一一年四月 活版 一枚

6 第二回ゼノア国際労働総会採択ノ条約案及勧告ニ対スル各国ノ措置振一覧表 臨時平和条約事務局三浦惟一 大正一一年六月

活版 一枚

二九四、 ワシントン会議

1 千九百十五年ノ日支交渉（所謂二十一箇条問題）ニ関シ千九百二十二年二月二日極東総委員会ニ於テ日本国委口幣原男爵ノ

為シタル陳述 日英文 一九二二年二月二日 活版 一冊

2 Agreed terms of understanding recorded in minutes of the Japanese and Chinese Delegation concerning conclusion of

the treaty the settlement of outtanding questions relarive to Shantung. 一九二二年二月四日 活版 一冊

3 枢密院通牒 大正一一年五月一六日 蒟蒻版 一枚

山東懸案解決ニ関スル件

4 山東懸案解決ニ関スル条約御批准ノ件審査報告 審査委員長伊東巳代治 大正一一年五月一六日 蒟蒻版 一綴

5 山東懸案解決ニ関スル条約 大正一一年二月 活版 一綴

イ 山東懸案解決ニ関スル条約 一九二二年二月四日調印

ロ 同英文

ハ 山東懸案解決ニ関スル条約ノ締結ニ付日本国及支那国委員カ一致シタル議事録記載ノ了解事項 一九二二年二月四日

調印

ニ 同英文

6 山東懸案解決ニ関スル条約説明書 外務省 大正一一年四月 活版 一冊

7 山東懸案解決ニ関スル条約（訂正） 活版 一冊

8 山東懸案解決ニ関スル条約ノ締結ニ付日本国及支那国委員が一致シタル議事録記載ノ了解事項一訂正 活版 一冊

9 枢密院通牒 大正一一年六月二四日 蒟蒻版 一枚



海軍軍備制限ニ関スル条約御批准ノ件他一件

10 海軍軍備制限ニ関スル条約御批准ノ件審査報告 審査委員長伊東巳代治 大正一一年六月二三日 碕弟版 一綴

11 海軍軍備制限ニ関スル条約 英仏文共 一九二二年二月六日調印 活版 一綴

12 海軍軍備制限ニ関スル条約説明書 外務省 大正一一年四月 活版 一冊

13 千九百二十一年ー二十二年華盛頓ニ於ヶル軍備制限会議ニ於テ採用セラレタル諸決議 英文共 大正一一年 活版 二冊

14 千九百二十一年ー二十二年華盛頓ニ於ケル軍備制限会議ニ於テ採川セラレタル諸決議説明書 外務劣 大正一一年四月 活版

一冊

15 潜水艦及毒瓦斯ニ関スル五ケ国条約 英仏文共 一九二二年二月六日調印 活版 一綴

（附） 潜水艦及毒瓦斯ニ関スル五ケ国条約解説概要 外務省 大正二年四月 活版 一冊

16 日米英仏伊保有及廃棄主力艦要目表 海軍省 大正一一年四月 活版 一枚

17 ヤップ鳥及他ノ赤道以北ノ太平洋委任統治諸島ニ関スル日米条約御批准ノ件審査報告 現在委員長一束巳代治 大正一一年

六月一四日 蒟蒻版 一綴

18 ヤッブ島及他ノ赤道以北ノ太平洋委任統治諸島ニ関スル日米条約 英文共 一九二二年二月一一日調印 活版 一綴

19 ヤップ島問題ニ関スル交渉経過 外務省 大正二年四月 活版 一綴

（附） ヤップ島及他ノ赤道以北ノ太平洋委任統治諸島ニ関スル日米条約解説概要

20 枢密院通牒 大正一一年六月二七日 蒟蒻版 一枚

支那ニ関スル九国条約御批准ノ件他一件

21 支那ニ関スル九国条約御批准ノ件審査報告審査委員長伊東巳代治 大正一一年六月二六H 蒟蒻版 一綴

22 支那ニ関スル九国条約批准関係配布書類目録 大正一一年六月二七日 蒟蒻版 一枚

23 支那ニ関スル九国条約 仏英文共 大正一一年二月六日 活版 二冊

24 支那ニ関スル九国条約説明書 外務劣 大正一一年四" 活版 一冊

25 支那ニ関スル九国条約訳文正誤表 蒟蒻版 一枚

26 支那ノ関税ニ関スル条約 一九二二年二月六日調印 活版 一綴

（附） Treaty between the Nine Powers concerning the Chinese Customs Tariff.

27 支那ノ関税ニ関スル条約説明書 外務省 大正一一年四月 活版 一冊

28 枢密院通牒 大正一一年六月二〇日 蒟蒻版 一枚

太平洋方血ニ於ケル島嶼タル属地及島嶼タル領地ニ関スル四国条約並追加協定御批准ノ件

29 太平洋方面ニ於ケル島嶼タル属地及島嶼タル領地ニ関スル川国条約並追加協定御批准ノ件再出報告 審査委員長伊東巳代治

大正一一年六月一九日 蒟蒻版 一綴

30 太平洋方面ニ於ケル島舟嶼タル属地及島嶼タル領地ニ関ス几四国条約並追加協定 一九二二年二月六H調印 活版 一綴

（附） Treaty between the Four Powers conceruing their insular possessions and insular dominations in the

regions pf the Pacific Ocean.

31 太平洋方面ニ於ケル島嶼タル属地及島嶼タル領地ニ関スル四国条約並追加協定説明書 外務省 大正一一年四月 活版 一冊

32 太平洋方面ニ於ケル和蘭国及葡萄牙国ノ島嶼タル属地ニ関スル権利噂垂ニ関スル声明 一九二二年二月 活版 一冊

33 審査委員指定通知 大正一一年四月一三日 蒟蒻版 一綴

34 枢密院議案等送付書 大正一一年五月一六日 蒟蒻版 一綴

35 枢密院議案等送付書 大正一一年六月一七日 蒟蒻版 一枚

36 千九百二十二年九月二十五日上海関税改訂委員会ニ於テ採用セラレタル改訂税率ノ公表及実施方ニ付関係者政府ヘ為スべ



キ勧告ニ関スル決議訳文 日英文 大正一一年九月 活版 一枚

37 華府会議諸条約及諸決議 外務省条約局 大正一一年八月 活版 一冊

条約集第一号

二九五、 軍事一般

1 日本ノ海軍ニ関スル欧米学士ノ意見 明治三四年 凧書 一綴

独国イヤリング・喚国スタイン・英国イルバート・英国ロートン意見 米国海軍兵学校募集ノ方法

2 海上捕獲事件調査会書類 海軍大臣官房 明治三九年八月 活版 一冊

3 臨時事件費支弁ニ関スル法律案 活版 一綴

二九六、 産業

1 鉄道庁長官井上勝具申書 内務大臣品川弥二郎宛 明治二五年二月 蒟蒻版 一綴

名古屋駅用地払戻ノ件

2 私設鉄道買収法案ニ関スル建議 明治二五年 蒟蒻版 一綴

3 筑豊興業鉄道会社申請理由書 ペン書 一綴

筑豊線工事延期願

4 石炭運賃調書 墨書 一綴

5 官行及御料鉱山ニ関スル件 明治二五年五月 蒟蒻版 一綴

イ 河野敏鎌農商務大臣申請書 明治二四年五月一九日

ロ 農商務大臣申請書参照

帝室鉱山ハ帝室ノ私業

ハ 農商務大臣照会書 宮相・蔵相・海相宛 明治二五年二月一六日

宮内省管理ノ鉱山モ鉱業条令ノ制裁ヲ受クヤ

ニ 土方久元宮内大臣回答書 農商務相宛 明治二五年五月一七日

宮内省管理ノ鉱山ハ鉱業条例ノ制裁ヲ受ケズ

6 鉱業条例ノ試掘認可及ビ採掘特許ノ解釈 発議者 松浦良春・斯波有造・渡辺廉占 明治二六年 蒟蒻版 一枚

鉱業条例ニ掲ケタル試掘ノ認可及採掘ノ特許ハ法律第百六号第三ニ包含セズ

7 林木払下願ニ関スル事項 墨書 一綴

8 開港ノ義ニ付上陳書 内閣総理大臣山県有朋・外務大臣青木周蔵宛 中川常太郎・永尾了観 明治二四年二月 墨書 一綴

愛知県武豊港ノ開港ニ付陳情

9 大日本国ニ於ケル大農ノ組織及家畜維持方法 M・フュスヵ著 長井新吾訳 明治二一年一二月二二日 墨書 一綴

10 勇払白老漁業組合規約 ペン書 一綴

11 酒造組合法案 活版 一綴

12 度量衡使用者要義 小原吉之助 明治三三年九月 活版 一冊

13 帝国電灯株式会社第四回営業報告書 活版 一枚

大正一一年十月ー大正一二年三月

14 北海道炭砿汽船株式会社第六七回報告 活版 一冊

大正一一年下半期

15 第五回定時株主総会ヘ提出議案 大正海上火災保険株式会社 大正二年 活版 一枚



二九七、 信用組合

1 信用組合法案ニ関スル意見書都筑馨六 品川弥二郎宛 明治二四年一〇月九日 墨一書 一綴

2 信用組合法案ニ関スル意見書都筑馨六 品川弥二郎宛 明治二四年一〇月九日 墨書・蒟蒻版 一綴

（附） 信用組合法（内務省第一修正案） 信用組合定款模式

3 信用組合論 高橋昌・横井時敬 明治二四年一二月二三日 活版 一冊

（附） 生産及経済組合ニ関スル意見

4 信用組合補助金貸付法 蒟蒻版・朱訂 一綴

5 欧洲諸国組合数 蒟蒻版 一枚

二九八、 三井家関係

1 三井家顧問井上伯家憲改正提案 明治三七年二月五日 蒟蒻版 同文二綴

2 三井家々憲改正決議案井理由書 明治三七年 蒟蒻版 一綴

3 三井家々憲第七条剛除決議案並理由書 蒟蒻版 一綴

4 三井家々憲 明治三三年七月一日 活版同文二冊

5 三井各家々憲 活版 一冊

6 三井家々憲改正契約書 三井八郎右衛門他十名 明治三七年 蒟蒻版 一綴

7 管理部規則改正之主意書 蒟蒻版 同文二枚

8 管理部規則元案 活版・書入 一冊

9 管理部規則原案 墨書 一綴

10 管理部規則修正案 蒟蒻版・朱訂 一綴

11 管理部規則修正案 浄書 蒟蒻版 一纏

12 管理部規則確定案 蒟蒻版 一綴

13 管理部管掌事務内規原案 墨書 一綴

14 管理部管掌事務内規 確定案 蒟蒻版 一綴

15 同族会事務局規則 改正案 蒟蒻版 一綴

16 三井家々憲改正宣誓案 蒟蒻版 同文二縦

17 三井家々憲政正宣誓案草案 断片 墨書 一枚

18 三井家重役賞与内規 蒟蒻版 一枚

19 臨時準備金徴収規程 蒟蒻版・朱訂 一枚

20 特別営業準備金規程 蒟蒻版 一枚

21 共用費規程 蒟蒻版・朱訂 一枚

22 相続税準備金 甲案草案 墨書 一通

23 配布書類目録 蒟蒻版 一枚

二九九、 教育

1 府県立師範学校及公立中学校ノ学校長正教員虹市町村立小学校正教員ノ退隠料又ハ遺族扶助料ニ関シ権利ヲ障害セラレタリ

トスル者ノ件 （勅令三二号） 明治二五年四月二日 活版 一綴

（附） イ 明治二五年二月八日 勅令一七号

ロ 明治二五年二月八日 勅令一八号

2 臨時教育会議答申及理由書 臨時教育調査会総裁平田東町 内閣総理大臣キ内正毅宛 大正七年四月一七日 墨書・活版 一紙



イ 内閣総理大臣諮問書 諮問第二号 高等普通教育ニ関スル件

ロ 答申及理由書 諮問第二号 高等普通教育ニ関スル件

3 臨時教育会議答申及理由書 臨時教育会議総裁平田東助 内閣総理大臣原敬宛

イ 諮問六号 女子教育改善ノ件 大正七年 活版 一綴

ロ 諮問七号 実業教育ノ件 大正七年 活版 一纏

4 臨時教育会議答申及建議 臨時教育会議総裁平田東助 内閣総理大臣原敬宛

イ 諮問第八号 通俗教育ノ改善ニ関スル件 大正七年一二月二四日 活版 一綴

ロ 教育ノ効果ヲ完カラシムヘキ一般施設ニ関スル建議 活版 一冊

ハ 平田東助書翰 都筑馨六宛 大正八年二月八日 活版 一通

5 小学校教育費国庫補助理由書 活版 一枚

三〇〇、 宗教

1 曹洞宗分離例題参考書・意見書 明治二五年 墨書・活版 一綴

参考書 明治五年三月二四日大蔵省演達・別紙盟文・曹洞宗両本山盟約御聞置願・諭示・曹洞宗宗制第一号両山盟約

意見書 両本山ノ由緒・天文以還ノ紛擾・大蔵省ノ演達・両本山盟約ノ締結・宗制ノ制定・総持寺貫主畔上楳仙宗制ヲ

蹂躙ス・永平寺貫首森田悟由其職ヲ曠クス・無政府ノ宗門・末派寺院ノ希望・宗難欽定ノ方策

2 神宮教院改革意見書 墨書 一綴

神宮教院及本部教会ノ創始 神宮教分立及名称 大麻暦本頒布権 神宮教改革 神宮教勢力将来意見

3 神宮教改革ニ付具申書塚田菅彦 明治二六年五月 墨書 一綴

4 神宮教院地所建物壷却ニ付紛議顛末概略 塚田菅彦 明治二六年五月 墨書 一綴

5 神祇法改正卑見 芳賀真咲 墨書 一綴

三〇一、 厚 生

1 赤痢病調査委員設置ノ議案 調査委員池田謙斎・長谷川泰・緒方正規・高木兼寛・荒川邦蔵 中央衛生会長長与専斎宛 明治二

五年一一月七日 蒟蒻版 一枚

中央衛生会中ニ同委員会ヲ置ク

2 赤痢病患者取調書 蒟蒻版 一綴

府県別 一〇月三一日調

3 コッホ氏結核病治療液使用願 北里柴三郎 内務大臣宛 明治二六年一月一七日 蒟蒻版 一枚

4 細民救済ニツイテ 独文 謄写版 一枚

三〇二、 地図

1 東京府荏原郡目黒村地図 五千分之一尺 明治四四年 活版 一枚

2 二十万分之一地図 東京 明治三九年 活版 一枚

3 二十万分之一地図 東京 大正三年 活版 二枚

4 東京郊外探勝巡リ 遠藤瑞香 大正七年 活版 一枚

5 鴨緑江畔第一軍之戦闘 其二 五月一日午後現在 活版 二枚

6 時事新報西比利亜全図 大正七年四月五日 活版 一枚

時事新報一二、四五一号附録

7 哈爾賓新聞活躍勢カノ地図略図 哈爾賓新聞社 大正七年一〇月 活版 一枚



8 平和記念改造世界地図 山崎直方監修 大正八年九月一五日 活版 一枚

東京日日新聞一五、四一七号附録

9 欧洲地図

イ 地図第一号 独逸国ノ境界 一九一九年五月一日 活版 一枚

ロ 地図第二号 ザール河流域ノ地域 一九一九年五月三日 活版 一枚

ハ 地図第三号 ダンチッヒ 一九一九年五月二日 活版 一枚

ニ 地図第四号 シュレスウィヒ 一九一九年六月二三日 活版 一枚

10 Geological map of Hokkaido 神保小虎 北海道庁出版 明治二三年 活版 一枚

11 The singie front in the West. 活版 一枚

SUpplement to the National Review. 一九一七年一二月

12 The Italian front. 活版 一枚

Supplement to the National Review. 一九一八年一月

13 The Russian Tangle. 活版 一枚

Supplement to the National Review. 一九一八年八月

14 The Dismenberment of Western Russia. 活版 一枚

Supplement to the National Review. 一九一八年四月

15 The Balkan states and part of AustriaーHungary. 活版 一枚

Supplement to the National Review. 一九二八年一〇月

16 The intervention of the allies in Siberia. 活版 一枚

Supplement to the National Review. 一九一八年九月

三〇三、 諸氏論考

1 文章論 正木政吉・中川小十郎 明治二〇年二月二五口 墨書 一綴

男女ノ文体ヲ一ニスル方法

2 読史贅語 正木直彦 明治二五年四月 墨書 一綴

3 佐久間象山先生と石黒忠悳の初対面 大正二年一〇月一三日 活版 一冊

象山佐久間修理先生五十年祭ニ際シ松代象山会ニ於ル石黒忠恵演述

4 大島誠夫（世に顕れざる勤王志士）と石黒忠恵 石黒忠悪演述 大正四年一一月二一日 活版 一冊

5 日本古来財産相続法考 丸山正彦 未定稿 異書 一綴

6 読博模斯貞士伝 岡村司 墨書・朱訂・朱批 一綴

7 名説 岡村司 墨書・朱批 一綴

8 輔君論 白仁武 墨書 一綴

9 送岡本監輔先生之北海序 墨書 一綴

10 加藤帝国大学総長ノ演説ヲ聴キテ 墨書 一綴

11 バーカ氏所説独逸之潜勢力 ペン書・朱訂 一綴

原文 ナインセンチュリー誌四六一号所載

12 Die Disciplinar und Strassgewalt. R.Schleiden. 一八七九年 活版 一冊

13 La Constiution belge.annotee par J.-J.Thonissen,3ed. 一八七九年 活版 一冊

14 The Student The Student Office vol.3, no.40. 明治二〇年一二月二五日 活版 一冊



15 Der Stellverete des Reichskanzlers. von Boetticher 一八八八年一一月二七日 活版 一冊

16 Aus der alsjapanischen Heerstrasse Marie von Bunsen 一九一四年五月 活版 一冊

Deutsche Rundschau 40 Jarg.Heft 8 別刷

三〇四、 諸氏履歴

1 小園江章履歴 明治二三年 墨書 一枚

2 吉田作弥履歴 明治二五年八月 墨書 同文二綴

3 篠野乙次郎履歴 明治二五年 墨書 一綴

4 滝尾卯吉履歴 明治二六年四月一六日 墨書 一綴

5 森正隆履歴 明治二六年七月二四日 墨書 一枚

6 深見確履歴 大正六年八月 墨書 一綴

7 井下多美雄履歴 大正六年一一月 カーボン 同文 二綴

8 鈴木宇三郎履歴 大正七年三月 墨書 一枚

9 伊藤博文履歴 英文 ペン書 三枚

三〇五、 著作

1 王位論都筑馨六 明治二三年一一月二〇日 ペン書 一綴

2 既定歳出之法理 都筑馨六 明治二五年一月一九日 謄写版 一綴

3 既定歳出ノ法理 都筑馨六 ペン書 一綴

4 スクラップブック 活版 一冊

イ 既定歳出の法理 都筑馨六 国会 明治二五年三月二四日ー四月一日

ロ 既定歳出の法理に就て都筑馨六氏に質す 稲田周之助 東京新報 明治二五年三月二六日ー三月三一日

5 官吏論 都筑馨六 明治二五年一月 墨書 一綴

6 官吏論〔 別稿〕 都筑馨六 明治二五年一月 墨書 一綴

7 民政論 都坑馨六 明治二五年四月五日 ペン書 一綴

8 超然主義 都筑馨六 明治二五年七月二四日 墨書 一綴

9 条約締結論都筑馨六 明治二五年一一月一〇日 ペン書 一綴

国家学会雑誌六巻六七号所載

10 自治行政論 都筑馨六 明治二五年 ペン書 一綴

11 貴族論都筑馨六 明治二五年 墨書 一綴

12 特別市制ヲ論ズ 都筑馨六 明治二七年九月 墨書 一綴

13 議院論都筑馨六 明治三一年二月 墨書・朱訂 一綴

14 貴族院ノ諸公ニ告ク 都筑馨六 明治三一年七月 墨書 一綴

15 都筑馨六草稿断片綴 墨書 一綴

16 和歌 遺稿浄書之分 墨書 一綴

三〇六、 伝記資料 伝記編纂資料

1 日記 大正三年一一月二〇日ー同五年五月二三日 墨書 一冊

2 日記 大正五年一一月十一日ー同一〇年四月四日 墨書 一冊

3 日記 大正一〇年四月一日ー同年一二月三一日 墨書 一冊



4 日記 大正一一年一月一日ー同年九月三〇日 墨書 一冊

5 日記 大正一一年一〇月一〇日ー同一二年五月一八日 墨書 一冊

6 日記抄 大正三年二月二〇日ー同一二年五月一八日 ペン書 二綴

7 看護日誌 大正七年一月一日ー同年一月三一日 墨書 一冊

8 金銭出納簿

イ 明治三年一二月ー明治一二年八月 墨書 一綴

ロ 明治五年四月 墨書 一綴

9 都筑馨六願書 開成学校長補浜尾新宛 明治九年七月 墨書 一枚

給費生採用願書

10 開成学校学生評判記 日本新聞切抜 明治二六年四月二四日 活版 一枚

11 外国勲章受領佩用願 都筑馨六 大給垣賞勲局総裁宛 明治三五年三月 墨書 一綴

12 旅行中支払高明細 一九〇七年 ペン書 一綴

一〇月二三日ー一二月八日

13 Kist of books 一九〇七年 ペン書 一綴

海牙ヨリ日本ニ送付ノ書籍目録

14 Dinner table plan 海牙平和会議 活版 一枚

15 ハヤシ電報 法学博士授与通知 一九〇七年六月一三日

16 電報 枢密院書記官 大正五年二月一六日 一通

参院通知

17 参内通知 皇后陛下御誕辰 大正七年六月一七日 謄写版 一枚

18 参内通知 大正一〇年一一月二五日 蒟蒻版 二枚

皇太子摂政御就任

19 観桜会通知 大正一二年四月一四日 一通

20 帝国学士院賞授賞式案内 大正一二年五月一七日 活版 一通

21 都筑馨六墓誌拓本 同文 二枚

22 都筑家財産雑録 墨書・ペン書 二冊

イ 大正五年ー同九年

ロ 大正一一年

23 購入用地候補調 墨書 一綴・一枚

24 都筑馨六写真 一六葉

25 馨六洋行中孝子入用金控 明治一五年 墨書 一綴

26 書留帖 都筑孝子 明治一三年五月 墨書 一冊

27 男爵都筑馨六君ノ貴族院ニ於ケル事蹟 花房崎太郎 大正一三年九月 墨書・蒟蒻版 一級

イ 貴族院ニ於ケル男爵都筑馨六君ノ事業概要

ロ 本教法案 都筑馨六君修正案

ハ 貴族院本会議場ニ於ケル都筑馨六君ノ宗教法案ニ対スル演説

ニ 修正宗教法案

（附） 花房崎太郎書翰 都筑男爵御事蹟事務取扱主任宛 大正一三年九月一八日 墨書 一通



28 故都筑男伝記編纂ニ就テ 於日本工業倶楽部 大正一三年一〇月二八日 ペン書 一綴

29 都筑男爵追憶会 第二回 於日本工業倶楽部 大正一三年一一月二四口 ペン書 一綴

30 嘉納治五郎氏他談話筆記 大正一三年一一月二八日 ペン書 一綴

嘉納治五郎・藤井操子・水上浩躬・森みさ子

31 故都筑男履歴談話会 第三回 於日本工業倶楽部 大正一四年一月一六日 ペン書 一綴

32 馨光会座談会速記録 昭和 年四月五日 ペン書 三綴

33 留学時代ノ思出 野田藤馬 ペン書 一綴

34 故都筑男爵伝記材料蒐集先 ペン書 一綴

35 都筑馨六伝記編纂関係書翰 四〇通

36 部筑馨六関係書類 大正一四年 墨書・蒟蒻版 一綴

イ 伝記出版通知及草稿

ロ 序文凡例草稿

ハ 都筑馨六閲歴ニ関スル座談会通知及人名表

ニ 図版目次草稿

37 都筑馨六閲歴ニ関スル座談会出欠通知 四一通

38 都筑馨六伝 謄写版 一冊

未正編 （附）正誤表二枚

三〇七、 欧文草稿類

1 （演説原稿） 日露同様日米協訓モ必要 日本財政ノ呪況 英文 一九〇一年 タイブ 一綴

2 （硬説草稿断片） 伊藤博文演説 近代日本ノ歩ミ 英文 一九〇一年 ペン書 一二枚

3 （演説草稿断片） 日米親善ニ付テ 英文 一九〇一年 ペン書二枚

4 （演説草稿断片） 日米懇親会 英文 ペン言 四枚

5 （演説草稿断片） 於アメリカ 米国所感 英文 ペン書 八枚

6 （演説草稿断片） 於アメリカ 招待ノ挨拶 英文 鉛筆・ペン書 八枚

7 （演説草稿断片） 於アメリカ 伊藤博文演説 近代化ト日本ノ使命 英文 ペン書 一綴

8 （演説草稿断片） 於アーリントン 日米交際端緒 英文 ペン書 一枚

9 （演説草稿断片） ロンドン市長主催歓迎晩餐会 英文 ペン書 六枚

10 （演説草稿断片） 伊藤博文演説 日英親善ニ付テ 英文 ペン書 一綴

11 （演説草稿） Dr.Brown 追悼会 英文 鉛筆書 二枚

12 （演説草稿断片） 伊藤博文演説 憲法 政党 英文 ペン書 三枚

13 （草稿断片） 政友会選挙政策 英文 ペン書 一枚

14 （演説草稿断片） 日本ノ語学教育 英文 ペン書 一枚

15 （演説草稿断片） 冒頭挨拶 英文 鉛筆 一枚

16 （演説草稿断片） ベルギー大使 D'Anthenan 送別 英文 鉛筆 二枚

17 （演説草稿断片） 日本ト白耳義ノ親善ニ付テ 仏文 鉛筆 一枚

18 （演説草稿断片） 於ベルギー 招待宴答辞 仏文 鉛筆 一枚

19 （演説草稿断片） 歓迎謝辞 仏文 鉛筆 一枚

20 （演説草稿断片） 歓迎謝辞 独文 ペン書 二枚



21 （演説草稿断片） 英文 ペン書・鉛筆 六枚

22 （論文草稿断片） 日本ノ官僚制度 英文 ペン書 九枚

23 （聴講ノート断片） ブロシヤノ君主制ニツイテ 英文 ペン書 四枚

24 （聴講ノート断片） プロシヤノ官僚制度 英文 ペン書 五枚

25 （序文草稿） A.Stead ノ著作ニ対スル 英文 ペン書 三枚

26 （都筑馨六演説メモ） 英文 鉛筆 一枚

27 （書翰草稿断片） 五月三一日付覚書ニ感謝 児玉将軍逝去残念 英文 明治三九年 鉛筆書 一枚

28 （都筑馨六書翰草稿） 英文 一九〇二年一月一〇日 ペン書 一枚

29 （都筑馨六電報草案） 井上馨宛 シャトル発 英文 一〇月四日 ペン書 一枚

三〇八、 その他

1 後藤子後援会趣旨・会規 後藤子後援会事務所 大正一二年五月 活版 一冊

後藤新平ノ日露親善運動ノ後援

2 故寺内元帥銅像除幕記念絵葉書 大正一二年 活版 一袋

3 公爵毛利家家憲附録 明治二三年 墨書 一綴

4 教会堂建築費募集主意書 原七五之助他六名 一九〇〇年 活版 同文二枚

5 青山会館設立主旨書 国民新聞社内青山会館設立事務所 大正一〇年一二月八日 活版 一冊

6 東洋学術研究会設立趣旨書 西本省三 大正一二年三月三一日 活版 一枚

7 鎌倉倶楽部関係書類 墨書・活版・謄写版

イ 鎌倉倶楽部規約 明治四五年五月改正 一枚

ロ 鎌倉倶楽部内規 一枚

ハ 貴顕紳士別荘御名簿 一綴

ニ 新入会者調 一綴

ホ 同倶楽部役員表 一枚

ヘ 諸会開催日 一枚

8 非俗倶楽部規約 明治二四年二月 墨書 一綴

9 法学博士住所氏名録 大正九年 墨書・謄写版 三綴

10 法学博士会召集通知 大正九年三月三日 謄写版 二枚

11 法学博士会委員覚・人名覚他 墨書 四通

12 Report to be presented to the member at the annual general meeting of Tokyo Club. 一九二三年二月二八日 活版 一枚

13 List of members of the Tokyo Club. 一九二三年 活版 一冊

14 大橋図書館和漢図書分類目録 大橋図書館 明沿四〇年六月 活版 一冊

15 大橋図書館和漢図書分類増加目録 大橋図書館 大正元年一二月 活版 一冊

16 御大礼必携 大正四年一一月 活版 一枚

報知新聞附録

17 書籍発注リスト 一九〇三年一月 ペン書 一枚

18 書籍リスト ペン書 一枚

19 旧華族並某家御蔵品入札高値表 大正一二年一一月 謄写版 一綴

20 徳川家御所蔵品入札高価表 大正一二年四月 謄写版 一綴



21 くらし帖 きとう家 明治二二年六月二一日ー七月一日 墨書 一冊

都筑馨六略年譜

この年譜は「都筑馨六伝」 （大正十五年刊） に拠る

文久元年 一才

二月一七日 上州高崎藩稲荷台に生る。父藤井安治、母式、この年西条藩士都筑伺忠の養子となる。

明治八年 一五才

九月二八日 東京開成学校入学

明治一二年 一九才

九月二七日 父伺忠没、享年四八才

明治一四年 二一才

七月 東京大学文学部政治理財学科卒業

明治一五年 二二才

一月 文部劣留学生として独逸留学（政治学研究）

二月四日 横浜出帆

明治一九年 二六才

五月 独逸留学を卒えて帰朝

五月二四日 公使館書記官兼外務省参事官 奏任官三等

五月二五日 総務局政務課勤務

七月八日 従六位

八月一三日 法律取調委員書記

一二月一七日 外務大臣秘書官

明治二〇年 二七才

二月 四日 法律取調報告委員

一二月二八日 外務大臣秘書官非職

明治二一年 二八才

一月一三日 法律取調報告委員被免

一月一五日 仏国巴里へ留学、横浜出帆

明治二二年 二九才

三月六日 公使館書記官

三月七日 内務大臣山県有朋欧米巡回中随行

明治二三年 三〇才

三月八日 内閣総理大臣秘書官

三月一五日 奏任官二等

九月五日 仏国より帰朝

一〇月一一日 内務省参事官兼任

一一月一九日 議会交渉事務掛

一一月 「王位論」成る

明治二四年 三一才



三月三一日 法制局参事官瞭内閣総理大臣秘書官 内務省参事官兼任故の如し

四月一日 法制局第二部勤務

五月 四日 文官普通試験委員

五月二八日 総理大巨秘書官兼任被免

七月一三日 本官法制局参事官被免

七月一五日 法制局参事官兼任

七月三一日 北海道出張

一〇月 「信用糾合法案ニ関スル意見書」成る

一二月一〇日 正六位

一二月 「既定歳出ノ法理」成る

明治二五年 三二才

一月 「官吏論」成る

四月 「民政論」 「自治行政論」 「華族論」成る

五月二一日 井上光子と結婚

六月一二日 実父藤井安治没

七月 「超然主義」成る

九月二八日 中央衛生会委員

一一月二四日 行政裁判所評定官兼任、高等官三等

一一月 「条約締結権論」成る

一二月一二日 従五位

明治二六年 三三才

二月二〇日 実母藤井武没

二月二三日 長女摩須子生る

四月二〇日 法典調査会査定委員

七月二二日 井上内務大臣北海道巡視に随行

明治二七年 三四才

二月 八日 長女摩須子没

三月三一日 法典調査会委員

六月二二日 内務劣土木局長兼参事宜 高等官二等

七月二〇日 正五位

九月三日 行政裁判所評定官来任

九月 「特別市制を論ず」成る

一二月一日 内務大臣秘書昌兼任

明治二八年 三五才

三月二〇日 京都、山口、幅岡へ出張

四月一日 大阪、滋貫へ出張

六月二二日 文官高高等試験臨時委員

七月一三日 東京市区改正臨時委員



明治二九年 三六才

二月一〇日 依願本官並兼有被免

二月二六日 図書頭

二月二九日 特命全権大使山県有朋露国差遣に随行

七月二八日 帰国

一一月一二日 条約実施準備委員

明治三〇年 三七才

五月二五日 文部次官高等官一等

五月二九日 実業教育費補助取調委員長

八月二〇日 従四位

九月一三日 臨時政務調査委員

一〇月九日 図書局長兼任

一一月一二日 依願本官並兼官被免

一一月二二日 外務省参事官

一二月六日 特命全権公使（待命）

一二月二一日 条約実施準備委員

明治三一年 三八才

六月二八日 文官高等試験臨時委員

七月一八日 条約実施準備委員被免

一一月八日 外務次官

明治三二年 三九才

四月一九日 貴族院議員

四月二〇日 依願本官被免

九月二一日 正四位

明治三四年 四一才

九月一八日 伊藤博文欧米巡遊に随行

明治三五年 四二才

三月三一日 法典調査会委員被免

明治三六年 四三才

四月 本願寺一件に付京阪出張

七月二四日 枢密院書記官長

一一月二六日 文官普通試験委員長

明治三七年 四四才

二月一〇日 高等捕獲審検所検察官

三月八日 韓国差遣伊藤博文特派大使随行

四月一日 帰朝

明治三八年 四五才

一一月二日 韓国差遣伊藤博文特派大使随行



一二月八日 帰朝

明治三九年 四六才

六月八日 法律取調委員嘱託

一〇月二〇日 帝室制度調査局御用掛

明治四〇年 四七才

二月一一日 帝室制度調査局廃止に付残務取扱

四月一九日 特命全権大使（和蘭海牙府開催第二回万国平和会議委員）枢密院書記官長兼任 二七日出発

五月二一日 法律取調委員

五月三一日 従三位

六月一三日 法学博士

明治四一年 四八才

一月一二日 帰朝

七月二四日 依願兼官枢密院書記官長被免

八月三日 男爵

明治四二年 四九才

二月二三日 枢密顧問官

二月二七日 依願貴族院議員被免

明治四三年 五〇才

十月 夫人光子別居

大正元年 五二才

六月二一日 正三位

大正三年 五四才

八月二九日 高等捕獲審検所評定官

大正四年 五五才

三月一三日 長男忠春誕生

大正五年 五六才

二月五日 夫人光子離別

三月二九日 母孝子没

大正八年 五九才

六月三〇日 従二位

大正一一年 六二才

一二月 「富の増殖が第一義」「危急存亡の秋」成る

大正一二年 六三才

一月 「条約の効力について」成る

三月 「廃すべきか華族は」成る

七月五日 没 正二位 八日 告別式
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